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平成 16年度 第４回あわら市議会 定例会 

 

平成１６年 ９月 ７日（火） 

午前９時３０分 開  議 

 

１．議長開会挨拶 

１．市長招集挨拶 

１．本会議成立宣言 

１．諸般の報告 

１．行政報告 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議会運営委員会委員の辞任 

日程第 ４ 議会運営委員会委員の選任 

日程第 ５ 三国あわら斎苑組合議会議員の選挙 

日程第 ６ 議案第６５号 平成１５年度芦原町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

日程第 ７ 議案第６６号 平成１５年度芦原町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第 ８ 議案第６７号 平成１５年度芦原町老人保健特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第 ９ 議案第６８号 平成１５年度芦原町モーターボート競走特別会計歳入

歳出決算の認定について 

日程第１０ 議案第６９号 平成１５年度芦原町公共下水道特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第１１ 議案第７０号 平成１５年度芦原町上水道事業会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第１２ 議案第７１号 平成１５年度金津町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

日程第１３ 議案第７２号 平成１５年度金津町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第１４ 議案第７３号 平成１５年度金津町老人保健特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第１５ 議案第７４号 平成１５年度金津町公共下水道特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第１６ 議案第７５号 平成１５年度金津町農業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 



 2 

日程第１７ 議案第７６号 平成１５年度金津町雲雀ヶ丘寮特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第１８ 議案第７７号 平成１５年度金津町水道事業会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第１９ 議案第７８号 平成１５年度金津町工業用水道事業会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第２０ 議案第７９号 平成１５年度あわら市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第２１ 議案第８０号 平成１５年度あわら市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について 

日程第２２ 議案第８１号 平成１５年度あわら市老人保健特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第２３ 議案第８２号 平成１５年度あわら市公共下水道特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第２４ 議案第８３号 平成１５年度あわら市農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

日程第２５ 議案第８４号 平成１５年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮特別会計歳入歳

出決算の認定について 

日程第２６ 議案第８５号 平成１５年度あわら市モーターボート競走特別会計歳

入歳出決算の認定について 

日程第２７ 議案第８６号 平成１５年度あわら市水道事業会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第２８ 議案第８７号 平成１５年度あわら市工業用水道事業会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第２９ 議案第８８号 平成１５年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算

の認定について 

日程第３０ 議案第９０号 平成１５年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算

による剰余金の処分について 

日程第３１ 議案第８９号 平成１５年度坂井郡救急業務組合一般会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第３２ 議案第９１号 平成１６年度あわら市一般会計補正予算（第１号） 

日程第３３ 議案第９２号 平成１６年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号） 

日程第３４ 議案第９３号 平成１６年度あわら市老人保健特別会計補正予算（第１

号） 

日程第３５ 議案第９４号 平成１６年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮特別会計補正予

算（第１号） 

日程第３６ 議案第９５号 平成１６年度あわら市公共下水道特別会計補正予算（第
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１号） 

日程第３７ 議案第９６号 平成１６年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正

予算（第１号） 

日程第３８ 議案第９７号 あわら市総合振興計画審議会条例の制定について 

日程第３９ 議案第９８号 あわら市名誉市民条例の制定について 

日程第４０ 議案第９９号 あわら市表彰条例の制定について 

日程第４１ 議案第1 0 0号 あわら市安全で安心なまちづくりの推進に関する条例

の制定について 

日程第４２ 議案第1 0 1号 あわら市例規集整備に伴う関係条例の整理等に関する

条例の制定について 

日程第４３ 議案第1 0 2号 あわら市農地、農業用施設、林道等に係る災害復旧工事

分担金徴収条例の制定について 

日程第４４ 一般質問 

 

 

 

 

 



 4 

出席議員（３３名） 

１番 北 島   登     ２番 関 山 博 夫 

３番 向 山 信 博     ４番 坪 田 正 武 

５番 篠 﨑   巖     ６番 石 田 則 一 

７番 谷 川 光 雄     ８番 丸 谷 浩 二 

９番 加 藤 精 一    １０番 橘   則 雄 

１１番 牧 田 孝 男    １２番 卯 目 ひろみ 

１３番 宮 崎   修    １４番 宮 下 康 彦 

１５番 穴 田 満 雄    １６番 野 口 征 夫 

１７番 山 川   豊    １８番 海老田 州 夫 

１９番 幸 川 與 一    ２０番 北 出 重 雄 

２１番 宗 澤   彰    ２２番 見 澤 孝 保 

２３番 田 中 洋 行    ２４番 東 川 継 央 

２５番 田 島 ちゑ子    ２６番 渡 邉 重 夫 

２７番 山 下 忠 孝    ２８番 藤 田 守 榮 

２９番 橋 本 達 也    ３０番 林 田 彌三吉 

３２番 永 井 隆 市    ３３番 竹 内 正 文 

３４番 杉 田   剛 

欠席議員（１名） 

３１番 大 幸 幸 一 

 

 

 

地方自治法第 121 条により出席した者 

 市    長  松 木 幹 夫    副 市 長  坪 田 雅 一 

 教 育 長        児 島 博 光    総 務 部 長  伊 藤 清 明 

 市民生活部長  山 田 重 喜    福祉保健部長  清 水 芳 文 

 経済産業部長  小 林 幸 夫    土 木 部 長  神 尾 秋 雄 

 教 育 次 長  吉 村 幸 夫    芦原温泉上水道財産区管理者  竹 田 冨九一 
 

 

 

事務局職員出席者 

 事 務 局 長        笹 原 徳 明    事務局長補佐  志 田 尚 一 

 書    記  渡 邉 清 宏 
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◎議長開会挨拶 

○議長（渡邉重夫君） みなさん、おはようございます 

第４回あわら市議会定例会の開会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

議員各位にはご健勝にてご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。 

日頃は一部事務組合議会、各種会合、多くの合併記念行事等へのご参加、誠にご

功労様でございます。 

去る、７月の１８日未明より、福井地方を襲いました集中豪雨に被災をされた

方々に対しまして心からお見舞いを申し上げたいと思います。ともに一日も早い回

復を心から念じているところでございます。そして不幸にも犠牲になられた方、そ

してまた、美浜原発事故で事故に合われた方、そして尊い一命を落とされた方のご

冥福を心からお祈りしたいと思います。 

さて、本定例会は旧両町と新市の平成１５年度の各会計の決算の認定、新市の一

般会計をはじめといたします各会計の補正予算、更には各条例の制定をご審議いた

だく会議でございます。どうかよろしくご審議を賜りますようにお願いを申し上げ

まして一言開会のご挨拶といたします。 

（午後9時30分） 

 

 

◎市長招集挨拶 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい市長。 

○市長（松木幹夫君） 本日ここに、第４回あわら市議会定例会の開会にあたり、一

言ご挨拶を申し上げます。 

９月に入り、朝夕はめっきり秋の訪れを感じる頃となりました。議員の皆様には、

何かとご多忙の中、本定例会にご参集をいただき、心からお礼申し上げます。 

昨今の県内の出来事を振り返りますと、県内５市町に大きな被害をもたらした福

井豪雨、さらには、１１人の死傷者を出した美浜原発３号機の蒸気噴出事故と、何

かと暗い話題が多かったように感じております。これらの被害にあわれた皆様には、

心からお見舞いを申し上げる次第であります。 

一方、市政に目を向けますと、６月のあわら市誕生記念式典を皮切りに、あわら

市誕生の記念イベントとして実施をして参りました様々な事業も、関係各位のご支

援、ご協力を賜り、８月に開催をいたしました「あわら温泉開湯１２０周年祭」、「北

潟湖畔観月の夕べ」までを無事終了することができました。議員の皆様にも多方面

でのご協力をいただき、また、多くの事業にご参加をいただきましたことに厚くお

礼申し上げます。 

これらの事業を通じ、参加した市民の皆様相互の融和が図れたとともに、内外に

あわら市誕生を大いにＰＲできたものと感じております。しかし、その一方では補
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助金の使途不明問題や芦原温泉不当表示問題など、あわら市のイメージを大きくダ

ウンさせるような問題も発生いたしております。 

あわら市といたしましては、関係機関、団体等と連携を図りながら、これらの問

題に対し適切な対応を行い、失われた信頼を一日も回復することが急務であります。 

また、合併後６カ月が経過し、行政事務もほぼ順調に推移をしてきたところでご

ざいますが、いくつか改善すべき点もあるように感じております。今後は、内部組

織、執務体制の見直しを行い、よりよいサービスの提供に努めて参りたいと考えて

おります。 

議員の皆様におかれましても、対外的な課題への対応と併せ、ご支援、ご協力を

いただきますようお願いを申し上げます。 

ご案内のとおり、本定例会の上程議案といたしましては、平成 1５年度の芦原町、

金津町、あわら市等の各会計決算の認定に関するもの２５議案、財産区剰余金の処

分に関するもの１議案、補正予算に関するもの６議案、条例の制定に関するもの６

議案の計３８議案の審議をお願いするものであります。 

各議案の内容、上程の主旨につきましては、後ほどご説明を申し上げますが、何

とぞ慎重なご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げ

まして、招集のご挨拶といたします。 
 
 

◎会議成立宣言 

○議長（渡邉重夫君）議長 ただいまの出席議員は、３３人です。 

大幸幸一君は欠席の届け出が出ております。 

定足数に達しておりますので、ただいまから第４回あわら市議会定例会を開きま

す。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

市長から発言の申し出がありました、この際、これを許可いたします。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい市長。 

○市長（松木幹夫君） 一言お詫びを申し上げます。 

去る、６月定例会での田島議員の一般質問に際し、理事者と致しまして不適切な

対応がございました。この事は田島議員のみならず、議員皆様に対する礼を失した

対応であり、深く陳謝をいたします。 

今後は肝に銘じて、真摯な対応に心がける所存でございますのでよろしくお願い

を申し上げます。 

 

 

◎諸般の報告 

○議長（渡邉重夫君） 諸般の報告を事務局長より行います。 
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○議会事務局長（笹原徳明君） 諸般の報告をいたします。 

去る、７月１日付けで大幸幸一議員より議会運営員会委員の辞任願いが提出され、

同日、これを受理いたしております。なお、同日、同議員より、三国あわら斎苑組

合議会議員の辞任願いが提出され、７月７日付けで許可されております。 

以上でございます。 

 

 

◎行政報告 

○議長（渡邉重夫君） 市長の行政報告を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） 市長。 

○市長（松木幹夫君） 行政報告を申し上げます。 
まず、７月１８日未明に発生いたしました福井豪雨に関する報告を申し上げます。 

あわら市におきましては、幸いにも家屋への浸水や人的な被害はなかったものの、

道路関係で吉崎地係の市道５０１号線の路肩や柿原地係の市道５２３号線の法面

が崩壊したほか、農地や農業用施設の被害として、熊坂、宮谷、山十楽地係等での

用排水路の法面や農道の路肩の崩壊、さらに林道関係では、清滝地係の林道剱ケ岳

線で法面が崩壊する被害が発生いたしております。 

これらの事業を本定例会に補正予算として計上したところであり、道路関係、林

道関係の被害箇所につきましては、現在災害復旧事業として国に申請をいたしてお

ります。 

一方、被災市町村への支援でございますが、７月２０日から３０日までの期間、

延べ９６人の職員を福井市一乗地区や前波地区に派遣し、復旧作業に従事させたほ

か、福井市をはじめとする被災５市町へ災害見舞金を贈らせていただいております。

さらに、７月２６日には災害復旧支援のための義援金受付窓口を市役所両庁舎と社

会福祉協議会に開設し、１０月１９日まで義援金の受け付けを行っているところで

あります。 

被害にあわれた皆様に心からお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復旧

をお祈り申し上げる次第であります。 

次に８月３０日夜半に福井県地方に最接近した台風１６号に関してでございま

すが、３０日から総務課及び建設課職員を両庁舎に待機させ、気象情報ファックス、

インターネット等により台風情報の把握に努め、非常事態に備えた警戒体制をとっ

たところであります。 

３１日早朝には、建設課及び農林水産課職員が市内の被害状況の調査に当たって

おります。細呂木及び北潟地係での倒木や波松及び城地係での梨の落果被害があっ

たものの、市民生活に影響を与えるような大きな被害がなかったことに安堵をいた

しております。 

続きまして、各部の所管事項についてご報告申し上げます。 
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市長室関係でございますが、秘書広報課所管では、８月２４日に福井県市長会が

福井県自治会館で開催されました。この日の会議では、１０月２１日、２２日の両

日、新潟県三条市で開催される第１４５回北信越市長会総会への提出議案や福井豪

雨に関する緊急要望等についての協議が行われております。 

ケーブルテレビ関連では、開局区域での接続状況は、７月末で約１，４００世帯、

率にして約２７％に達しております。行政チャンネルでは、市からのお知らせに加

え、７月からあわら市誕生記念イベントや小中学校の諸行事を編集し、放送いたし

ております。 

整備状況につきましては、第２期整備エリアの事業費として、約１億２，０００

万円が決定いたしましたが、これは、当初予定しておりました事業費を下回るもの

で、第２期整備エリアの縮小を余儀なくされております。 

整備エリアは、山方地区の全域並びに里方地区、本荘地区、新郷地区、伊井地区

及び坪江地区の一部で、約１，７００世帯を対象として計画をいたし、これに伴う

所要の経費を本定例会に補正予算として計上したところであります。 

国際交流関係では、９月２１日から２５日までの５日間、第１次あわら市友好訪

中団を結成し、紹興市に団員３６人を派遣することにいたしました。 

先のあわら市誕生記念式典に車暁端紹興市人大常務委員会副主任をはじめとす

る９人の皆様にご臨席いただきました答礼ということもございますが、あわら市と

いたしまして、新たに紹興市との友好都市の締結をお願いいたしておりましたとこ

ろ、快くご承諾をいただきましたので、今回訪中することになったものであります。 

訪問中の日程につきましては、紹興市において、９月２２日に国際友好都市サミ

ットが開催され、翌日の２３日には紹興市国際交流センターの落成式が行われます

ので、この間に友好都市の調印を行うことになっております。 

２４日には浙江省人民政府を、２５日には中国日本友好協会をそれぞれ訪問し、

あわら市との友好交流をお願いするとともに、今後の上海・小松空港定期便の運行

に伴う中国からの観光客の皆様に芦原温泉への宿泊等をお願いして参りたいと考

えております。 

次に福祉保健部関係でございますが、社会福祉課所管で公設民営化を進めており

ます、細呂木保育所及び金津東保育所につきましては、地元や保護者の皆様への説

明会を６月から７月にかけて、１１回開催して参りました。 

説明会では、運営面に対するご意見、ご要望はございましたが、平成１５年度か

ら公設民営化している伊井保育所が順調に運営され、保護者の皆様からも好評を得

ていることから、公設民営化そのものに対する反対意見はなかったものと理解をい

たしております。 

８月１２日及び１３日には、地元議員、区長会や保護者会の皆様に参加をいただ

き、社会福祉法人設立準備選考委員会を開催いたしております。この委員会は、法

人化に伴う理事及び監事の人選をお願いするものであります。 

今後は、保護者の皆様をはじめ、関係各位のご意見、ご要望を踏まえながら、運
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営母体となる社会福祉法人の設立に向けての取り組みを行って参りたいと考えて

おります。 

戦没者追悼式につきましては、８月７日に芦原観光会館で開催し、ご遺族の皆様

をはじめ、議員及びご来賓の皆様３７２人のご出席をいただきました。この戦没者

追悼式は、合併を機に本年度から市が主催し、開催いたしたものであります。 

次に産業経済部関係でございますが、農林水産課所管では、６月２６日、２７日

の両日、トリムパークかなづで行われた「２００４花咲食のまつりｉｎあわら」に

は、郡内はもとより県内外から多くの皆様にご来場いただき、成功裡のうちに無事

終了することができました。特にあわら市の誕生とあいまって、「あわら市」を強

くアピールでき、今後も丘陵地の食材を中心に「花咲食のまつり」をあわら市の一

大行事といたしまして、誘致して参りたいと考えております。 

平成１６年産水稲につきましては、８月１５日現在の作柄概況が発表され、嶺北

地域では「平年並み」の作柄が見込まれると聞いております。これは、今年は台風

が多く発生したものの、高温、多照で生育が早まったこと、いもち病などの発生も

なかったことなどによるものであります。 

現在、早生の「ハナエチゼン」は刈取りを終え、中生の「コシヒカリ」の刈取り

が最盛期を迎えております。 

畑作物につきましても、今年は日照時間が長く、果実全般にわたり味が良く、特

にスイカやメロンは、猛暑のため消費が伸び、価格の高騰につながっております。

現在は梨の収穫が最盛期を迎え、スイカ等同様の価格の高騰につながることを願う

ところであります。 

平成１６年度における米の生産調整につきましては、６６９ヘクタールの配分面

積に対し、各農家のご理解とご協力を得て、７２０ヘクタールでの実施が見込まれ、

率にして１０８％の達成率となっております。 

平成１７年度の生産調整につきましても、平成１６年度と同様、麦、大豆、ソバ

の作付け及び団地化を奨励して参りたいと考えております。１０月の始めには、麦

の播種時期を迎えることから、９月中旬頃には農家組合長を通じ、各集落へ生産調

整面積の仮配分を予定しているところであります。 

全国の水稲の作柄状況は「平年並み」又は「やや良」が見込まれることから、今

年度の配分率２５．５％を上回り、平成１４年度並の２７％から２８％前後の率に

なるものと予想されております。 

今後は、県及び関係機関からの情報を得ながら、関係機関と十分協議し、仮配分

をして参りたいと考えております。 

観光商工課所管では、６月１０日から２５日にかけて開催いたしました「北潟湖

畔花菖蒲まつり」は、期間中天候にも恵まれ、開催期間も例年より長かったことに

より、県内外から昨年を上まわる約４万１，０００人の皆様にご来園いただきまし

た。 

また、「あわら温泉開湯１２０周年祭」につきましては、８月１日から９日まで
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の９日間開催をいたしました。芦原会場では湯のまち駅前多目的広場を、金津会場

では竹田川河川公園を主会場として、様々なイベントを開催いたしました。この祭

りの開催期間中、多くの市民の皆様に参加をいただき、イベントを盛り上げていた

だいたところであります。 

これらのイベントを通じ、会場に足をお運びいただいた皆様相互の融和と、あわ

ら市のピーアールが図れたものと考えております。 

最後に教育委員会関係でございますが、文化学習課所管では、８月２８日に「第

４回あわら北潟湖畔観月の夕べ」を開催いたしました。 

あわら市といたしまして最初の観月会は、福井県知事をはじめ、国会議員、県議

会議員その他多数のご来賓をお招きして、盛大に開催をいたしました。幸い天候に

も恵まれ、あわら市民はもとより、近隣市町村からも大勢の皆様にご来場をいただ

き、昨年にも増して賑わい、盛況のうちに無事終えることができました。 

金津創作の森財団では、６月１２日から７月４日まで「第３回森の作家展・イブ

キ８」を開催いたしました。金津創作の森入居作家７人ほかによる新作発表で、期

間中１，１８２人の観覧者がございました。 

７月１７日から開催された「アートドキュメント２００４・森の砦」では、埼玉

県在住の彫刻家・古郡 弘氏を招待し、現地公開制作と展覧会を開催いたしました。

屋外作品は年度当初から制作に入り、公開制作を７月１７日から８月１日まで行い

ました。 

大規模な作品となったため、市内のボランティアや市内中学校、金津高校美術部

をはじめ、福井大学、金沢美術工芸大学などの協力を得て制作をいたしております。 

屋内作品と合わせ、地元の関係者を巻き込んでの制作となったため、マスコミの

注目度も高く、あわら市発の情報として数多く取り上げられました。この展覧会は、

８月２９日まで開催し、１，１４７人の皆様に観覧していただきました。 

あわら温泉開湯１２０周年祭では、セントピアあわらにおいて「金津創作の森・

ガラス作品展」を開催いたしました。セントピアあわら利用者の皆様にガラス作品

を見ていただくと同時に販売も行い、多くの皆様にご購入をいただいております。

今後、創作の森に足を運んでいただく契機になったものと考えております。 

９月４日からは、ビアマグの展覧会「ビアマグランカイ５・入選作品展」を開催

いたしております。この展覧会は、札幌芸術の森が主催する巡回展で、ガラス素材

をはじめ、陶器、金属、漆器等の様々な素材で作られた美しいビアマグが多数展示

され、予約販売も行っております。是非ご観覧いただきたいと思います。 

なお、友の会会員の勧誘にも積極的に努め、前年度に比べ法人会員数は３４社増

の１６０社、個人会員数は４９件増の１８１件となっております。今後とも更なる

経営努力に努め、魅力のある事業を展開して参る所存であります。 

スポーツ課所管では、７月４日に金津中学校を主会場として、あわら市誕生記念

第１回あわら市トリムマラソンを開催いたしました。合併を機に従来の金津トリム

マラソンコースを変更し、金津中学校をスタートし、旧金津町市街地を抜け、あわ
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ら温泉街を折り返すコースとなりました。この新しいコースは、高低差の少ない平

坦で、直線距離が長く、参加者の皆様からは、走りやすいコースと好評を得ており

ます。 

今回のトリムマラソンの参加申込者数は、１，４７２人で、大会当日の完走者数

は、１，４０３人でありました。また、ゲストランナーとして天満屋女子陸上部所

属の山口衛里選手を招待し、大会に花を添えました。今後もトリムマラソンを開催

し、県内外にあわら市をピーアールして参りたいと考えております。 
以上で行政報告を終わります。 

 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（渡邉重夫君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、７番、谷川光雄君、

８番、丸谷浩二君の両名を指名します。 

 

 

◎会期の決定 

○議長（渡邉重夫君） 日程第２ 会期の決定を議題とします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から９月１５日までの９日間といたしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は本日よ

り９月１５日までの９日間と決定しました。 

なお、会期中の日程は、お手元に配布しました会期日程表のとおりでありますの

でご了承願います。 

 

 

◎議会運営委員会委員の辞任 
○議長（渡邉重夫君） 日程第３、議会運営委員会委員の辞任を議題といたします。 

７月１日、大幸幸一君より、議会運営委員会委員の辞職願いが提出されておりま

す。 

お諮りいたします。 

大幸幸一君の議会運営委員会委員の辞任を許可することに、ご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） ご異議なしと認めます。 

よって、大幸幸一君の議会運営委員会委員の辞任を許可することに決定いたしま

した。 
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◎議会運営委員会委員の選任 

○議長（渡邉重夫君） 日程第４、議会運営委員会委員の選任を議題といたします。 

議会運営委員会委員の選任については、委員会条例第８条第１項の規定により、２

０番、北出重雄君を指名いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） ご異議なしと認めます。 

よって、ただいま指名いたしました、北出重雄君を議会運営委員会委員に選任す

ることに決定いたしました。 

 

 

◎三国あわら斎苑組合議会議員の選挙 

○議長（渡邉重夫君） 日程５、三国あわら斎苑組合議会議員の選挙を行います。 

本件につきましては、大幸幸一君の辞職により、１名の欠員が生じております。 

お諮りいたします。 

選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推

選にいたしたいと存じますが、ご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 異議なしと認めます。 

したがって、選挙の方法は指名推薦によることに決定しました。 

指名の方法は、議長において指名することにしたいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 異議なしと認めます。 

したがって、議長において指名することに決定しました。 

○議長（渡邉重夫君） それでは三国・あわら斎苑組合議会議員に、東川継央君を指

名いたします。 

○議長（渡邉重夫君） お諮りいたします。 

ただいま議長において指名いたしました東川継央君を三国あわら斎苑組合議会

議員の当選人と定めることにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 異議なしと認めます。 

よって、ただいま指名いたしました東川継央君が三国あわら斎苑組合議会議員に

当選されました。 

 

 

◎議案第６５号から議案第８８号及び議案第９０号の一括上程 



 13 

・提案理由説明・総括質疑・委員会付託 
○議長（渡邉重夫君） 日程第６、議案第６５号、平成１５年度芦原町一般会計歳入

歳出決算の認定について 

日程第７、議案第６６号、平成１５年度芦原町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第８、議案第６７号、平成１５年度芦原町老人保健特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第９、議案第６８号、平成１５年度芦原町モーターボート競走特別会計歳入

歳出決算の認定について 

日程第１０、議案第６９号、平成１５年度芦原町公共下水道特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第１１、議案第７０号、平成１５年度芦原町上水道事業会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第１２、議案第７１号、平成１５年度金津町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第１３、議案第７２号、平成１５年度金津町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について 

日程第１４、議案第７３号、平成１５年度金津町老人保健特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第１５、議案第７４号、平成１５年度金津町公共下水道特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第１６、議案第７５号、平成１５年度金津町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

日程第１７、議案第７６号、平成１５年度金津町雲雀ヶ丘寮特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第１８、議案第７７号、平成１５年度金津町水道事業会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第１９、議案第７８号、平成１５年度金津町工業用水道事業会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第２０、議案第７９号、平成１５年度あわら市一般会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第２１、案第８０号、平成１５年度あわら市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について 

日程第２２、議案第８１号、平成１５年度あわら市老人保健特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第２３、議案第８２号、平成１５年度あわら市公共下水道特別会計歳入歳出

決算の認定について 

日程第２４、議案第８３号、平成１５年度あわら市農業集落排水事業特別会計歳
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入歳出決算の認定について 

日程第２５、議案第８４号、平成１５年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮特別会計歳入

歳出決算の認定について 

日程第２６、議案第８５号、平成１５年度あわら市モーターボート競走特別会計

歳入歳出決算の認定について 

日程第２７、議案第８６号、平成１５年度あわら市水道事業会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第２８、議案第８７号、平成１５年度あわら市工業用水道事業会計歳入歳出

決算の認定について 

日程第２９、議案第８８号、平成１５年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決

算の認定について 

日程第３０、議案第９０号 平成１５年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決

算による剰余金の処分について 

以上、２５議案を一括上程します。 

○議長（渡邉重夫君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい市長。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました、議案第６５号「平成１５年度芦原

町一般会計歳入歳出決算の認定について」から議案第８８号「平成１５年度芦原温

泉上水道財産区水道事業会計決算の認定について」まで及び議案第９０号「平成１

５年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算による剰余金の処分について」の２

５議案について、提案理由の説明を申し上げます。 
「議案第６５号」から「議案第８７号」までの２３議案につきましては、平成１

５年度の芦原町、金津町及びあわら市の各会計決算の認定をお願いするものであり

ます。 
平成１５年度の決算につきましては、合併に伴い、芦原町分及び金津町分それぞ

れに決算書類を取りまとめたこと、本年２月末日での打ち切り決算となったことに

より、例年の出納整理期間での収入、支出が新市決算での取扱いとなったこと、さ

らには、平成１６年３月１日から３１日までの１カ月間について、あわら市の決算

として調製していることなどから、例年の決算と異なる事情がありましたことのご

理解をお願いいたします。 
このようなことから、旧両町のいくつかの会計において、歳入不足が生じており

ますが、これは一時借入金として処理し、あわら市決算において「旧町借入金返済

金」として計上をいたしております。 
また、歳入に余剰が生じている会計の場合には、あわら市決算において「旧町決

算剰余金」として受入れをいたしております。 
それではまず初めに、芦原町各会計の決算についてご説明いたします。議案第６

５号の一般会計決算では、歳入総額４２億２，７１８万６，８６９円、歳出総額４
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８億６，３１８万９，５２５円で、差し引き６億３，６００万２，６５６円の歳入

不足となっております。 
特別会計につきましては、議案第６６号の国民健康保険特別会計決算では、歳入

総額１０億４４０万１，１４６円、歳出総額１０億２，３０３万７，２０３円で、

差し引き１，８６３万６，０５７円の歳入不足を。 
議案第６７号の老人保健特別会計決算では、歳入総額１３億８，２７０万５，７

１８円、歳出総額１４億２，９１９万９，５８１円で、差し引き４，６４９万３，

８６３円の歳入不足を。 
議案第６８号のモーターボート競走特別会計決算では、歳入総額２８億９，４８

１万９，０３０円、歳出総額２６億５，９１９万２，５５６円で差し引き２億３，

５６２万６，４７４円の余剰を。 
議案第６９号の公共下水道特別会計決算では、歳入総額８億９，８４２万１，３

７１円、歳出総額８億７，７３２万１，１５６円で、差し引き２，１１０万２１５

円の余剰をそれぞれ生じております。 
企業会計につきましては、議案７０号の上水道事業会計決算では、収益的収支で、

６６８万８，７５７円の損失を、資本的収支では、５，３３５万２，１３０円の収

入不足を生じております。 
次に金津町各会計の決算でございますが、議案第７１号の一般会計決算では、歳

入総額５７億９，７９７万８８１円、歳出総額５９億７，２２７万２，９０６円で、

差し引き１億７，４３０万２，０２５円の歳入不足となっております。 
特別会計につきましては、議案７２号の国民健康保険特別会計決算では、歳入総

額１１億１，９５０万９，７２４円、歳出総額１０億８，０６６万８，１１３円で、

差し引き３，８８４万１，６１１円の余剰を。 
議案第７３号の老人保健特別会計では、歳入総額１６億９，３１４万４，４８５

円、歳出総額１７億８，４２２万９，９９２円で、差し引き９，１０８万５，５０

７円の歳入不足を。 
議案第７４号の公共下水道特別会計決算では、歳入総額８億２，９３２万３，２

３１円、歳出総額６億６，４０１万８８５円で、差し引き１億６，５３１万２，３

４６円の余剰を。 
議案第７５号の農業集落排水事業特別会計決算では、歳入総額６，１８４万５，

１２０円、歳出総額４，１８１万４，１６５円で、差し引き２，００３万９５５円

の余剰を。 
議案第７６号の雲雀ケ丘寮特別会計決算では、歳入総額３億４，３９９万３，１

２１円、歳出総額２億８，５５６万１，８５５円で、差し引き５，８４３万１，２

６６円の余剰をそれぞれ生じております。 
企業会計につきましては、議案第７７号の水道事業会計決算では、収益的収支で、

２，３８８万１，０１８円の損失を、資本的収支では、６，１８３万９，７５０円

の収入不足を生じております。 
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議案第７８号の工業用水道事業会計決算では、収益的収支で、１，５０９万７，

７６５円の利益を、資本的収支で、１５３万６，２５８円の収入不足を生じており

ます。 
続いて、あわら市各会計の決算でございますが、議案第７９号の一般会計決算で

は、歳入総額３６億３，０７９万７，５２９円、歳出総額３２億４，６６５万７５

６円で、差し引き３億８，４１４万６，７７３円となり、これより翌年度へ繰り越

すべき財源となる繰越明許費繰越額１，３２５万円を差し引いた実質収支額は、３

億７，０８９万６，７７３円で、これが平成１６年度への純繰越額であります。 
特別会計につきましては、議案第８０号の国民健康保険特別会計決算では、歳入

総額３億９，７８５万５，８０２円、歳出総額２億８，８６０万９，３８５円で、

差し引き１億９２４万６，４１７円を、平成１６年度へ繰り越しております。 
議案第８１号の老人保健特別会計では、歳入総額６億４，７０３万８，２１１円、

歳出総額６億５，４４３万６，６４４円で、差し引き７３９万８，４３３円の歳入

不足となり、平成１６年度歳入から繰上充用をいたしております。 
議案第８２号の公共下水道特別会計決算では、歳入総額７億２，１８５万３，０

６６円、歳出総額７億５６２万１，０４２円で、差し引き１，６２３万２，０２４

円となり、これより翌年度へ繰り越すべき財源となる繰越明許費繰越額３万６千円

を差し引いた実質収支額は、１，６１９万６，０２４円で、これが平成１６年度へ

の純繰越額であります。 
議案第８３号の農業集落排水事業特別会計決算では、歳入総額２，２２５万５，

３９５円、歳出総額２，０１５万１，９５６円で、差し引き２１０万３，４３９円

を、平成１６年度へ繰り越しております。 
議案第８４号の金津雲雀ケ丘寮特別会計決算では、歳入総額１億３，３０１万２，

１３４円、歳出総額９，７０４万１，８７０円で、差し引き３，５９７万２６４円

を、平成１６年度へ繰り越しております。 
議案第８５号のモーターボート競走特別会計決算では、歳入総額５億４，４７３

万２，８１１円、歳出総額５億４，４１６万２，５４２円で、差し引き５７万２６

９円を、平成１６年度へ繰り越しております。 
企業会計につきましては、議案第８６号の水道事業会計決算では、収益的収支で、

４，９０７万２，７５１円の利益を、資本的収支で、２，８５９万３，８９５円の

収入不足を生じ、資本的収支の不足額につきましては、過年度損益勘定留保資金で

補填をいたしております。 
議案第８７号の工業用水道事業会計決算では、収益的収支で、１，４２２万２，

３０３円の利益を、資本的収支で、１５９万８，４７７円の収入不足を生じ、資本

的収支の不足額につきましては、過年度損益勘定留保資金で補填をいたしておりま

す。 
以上が芦原町、金津町及びあわら市の平成１５年度各会計決算の概要でございま

す。 
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次に、上水道財産区水道事業の決算について、ご説明いたします。 
議案第８８号の芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算につきましては、仮受消

費税及び仮払消費税を除いた収益的収支においては、１，３１５万６，１００円の

純利益となっております。 
一方、資本的収支では、収入額が支出額に対し不足する５，５０１万３，０４９

円について、過年度分損益勘定留保資金９５６万１，３４３円、当年度分損益勘定

留保資金２，８１８万４，２３５円、繰越利益剰余金処分額１，５３７万６，８９

５円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１８９万５７６円で補填を

いたしております。 
議案第９０号につきましては、芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算に伴い生

じた剰余金の処分について定めるものであります。 
当年度未処分利益剰余金８，５４０万４，２０３円のうち、利益積立金に６６万

円、建設改良積立金に１，４１０万円及び補てん財源充当金に１，５３７万６，８

９５円を処分し、残額５，５２６万７，３０８円を翌年度繰越利益剰余金とするも

のであります。 
以上、２５議案につきまして、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をい

ただきますようお願い申し上げます。 
○議長（渡邉重夫君） 上程議案に対する監査委員の監査結果の報告を求めます。 

代表監査委員、上坂朋宏君。 

○代表監査委員（上坂朋宏君） 議長のご指名をいただきましたので、監査委員を代

表いたしまして決算審査の結果をご報告申し上げます。 

平成１５年度の決算審査は、去る７月３０日から６日間に渡り、旧両町、あわら

市及び芦原温泉上水道財産区に係わる一般会計をはじめ、特別会計、企業会計等、

２４の会計の各歳入、歳出決算につきまして、関係書類及び主要な施策の成果報告

書等、資料の提出を求め、関係部長等の説明を聴取しながら慎重に審査をたしまし

た。 

その結果、一般会計、特別会計及び企業会計等の決算はそれぞれ関係法規に準拠

して作成され、帳票は証拠書類と符合し計数も正確であると認められました。 

審査の内容につきましては、意見書としてまとめ、お手元に配布してございます

ので、ご高覧いただきたいと存じます。 

さて、本年３月に新生あわら市が誕生いたしましたが、これが成就につきまして

は議会並びに市民の皆様をはじめ、市当局の並々ならぬご努力に対し、敬意を表す

る次第であります。しかしながら今後、新市建設計画に掲げられた各種の施策の推

進をはじめ、市民から合併してよかったと思われる市政運営を行うにあたっては、

多くの課題が山積いたしております。特に国、地方を取り巻く、経済環境はまこと

に厳しく、構造改革の一環である、三位一体の改革等、今後の地方財政を的確に捉

えながら、適切な行財政運営に最善の努力をお願いするものであります。 

それでは決算について、その審査の概要をご報告申し上げます。 
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平成１５年度、旧芦原町、旧金津町、あわら市各会計決算審査意見書がお手元に

あるかと思いますが、そのページ数を見ながらご説明させていただきます。 

まず、一般会計です。３ページ目です。歳入決算の総額は１３６億５,５９５万

６千円となり、歳出決算の総額は１３２億７,１８０万９千円で、いずれも対前年

比４．９％の増です。次に一般会計の財政収支につきましては、形式収支３億８,

４１４万７千円となり、翌年度に繰り越すべき財源１,３２５万円を差し引いた、

実質収支は３億７,０８９万７千円。実質収支から前年度の実質収支を差し引いた

単年度収支は７,５０６万７千円となりますけども、財政調整基金に３億６,７７８

万を積み立てる一方、７億３,２００万を取り崩したため、実質単年度収支は２億

８,９１５万３千円の赤字となっています。 

以下、歳入歳出の内容について申し上げます。６ページ目をちょっと見ていただ

けますか。歳入決算額を性質別に区分しますと、自主財源は６８億４,１９６万３

千円で構成比５０．１％。存財源は６８億１,３９９万３千円で構成比は４９．９％

となっております。 

なお、自主財源の主なものは、市税が４１億５,９４４万１千円で、構成比が３

０．４％。前年比をマイナス２．４％。それから繰入金１０億７,２２５万２千円

で構成比が７．９％。ちょっと構成比を言いますと、分担金、負担金は４億３,９

０４万円で３．２％となっており、一方の依存財源の方は地方交付税２９億９,０

６０万５千円で構成比は２１．９％。これは前年比マイナス６．７％。それから市

債１６億１,１４０万円で１１．８％。県支出金８億５,９８８万５千円で６．３％。

国庫支出金５億２,１２４万５千円で３．８％。特に市税１億３６５万８千円、地

方交付税２億１,６０３万２千円の減少はあわら市の恒常的な財政圧迫の要因であ

る事から、今後ともこれら税源の確保に一層の努力を願うものであります。 

特に、市税の累積滞納額が増加傾向にあります。この収納対策については、より

一層の強化、並びに新たな手法への取組等、早急にアクションを起すべきではない

かと考えています。 

８ページ。歳出決算額を性質別に区分いたしますと、この構成比は消費的支出が

６０．９％。公債費その他が２７．４％。投資的経費が１１．７％です。消費的支

出の人件費に関しては人事院勧告による職員給与費の減給及び職員数の減少によ

り１億２,０８７万６千円の減となっており、補助費等では福祉基金及び競艇基金

等の繰り替え運用分、２億９,０００万を返済したため、１億９,１４０万８千円の

増となっています。 

扶助費は平成１５年度から身体障害者及び知的障害者に係わる施設入所措置費

等が当該市町村の支援費制度に移行されたことにともない、１億８,１１４万千円

の増となっています。 

普通建設事業は前年度の湯のまち駅前多目的用地の取得２億９,７８０万９千円

及び北潟湖畔公園整備事業５億６,７６０万５千円を実施しているため、本年度、

大幅な減となっています。 
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合併前年度との事もあり、大型事業を控えた結果、投資的経費は対前年度比８４．

９％となったものであります。 

それから１０ページ、次に全会計の決算年度末の町債現在高は２７４億３,７３

４万８千円で、前年度より２億５７９万３千円増加しており、市民一人当たり、７

９万８千円となり、前年度と比較し、２万２千円減少しているものの、今後、新市

建設計画に基づく各種施策の推進等、その増加が想定される事から適正事業の厳選

に特に配慮願うものであります。 

以上、歳入歳出決算を詳細に審査しました結果、今回、合併前年度の事もあり、

事務事業の選択、緊急性の勘案等、計画的な取組が見受けられるところであります

が今後、新市建設計画の着手等については厳しい財政状況を充分見極める等、一層

の努力を期待するものであります。 

以上が一般会計です。 

今度は特別会計です。 

国民健康保険特別会計。１２ページです。歳入決算額２４億８,２９２万５千円。

歳出決算額２３億７,３６７万９千円で、歳入歳出差し引き額は１億９２４万６千

円となっております。歳入の主なものは国民健康保険税８億５,０８７万円、国庫

支出金８億２,８２３万９千円。療養給付費交付金４億３，８１９万７千円。特に

ここでもなんですが、国民健康保険税の収入未済額は２億１,０６６万６千円で収

納率は７９．６％と前年度と比較し、１．５ポイント低くなっています。一方、歳

出の主なものは、保険給付費１４億６,４５２万７千円、老人保健拠出金６億８,０

４５万９千円、介護納付金１億８７２万７千円となっています。なお、保険事業の

実施については一日ドック、脳ドック、各種の健康教室等、住民の健康づくりに配

慮されているところでありますが、今後ともこれらの事業を継続推進され、医療費

の抑制に努められますよう願うものであります。 

次に、老人保健特別会計。本会計の歳入決算額は３７億２,２８８万９千円、歳

出決算額は３７億３,０２８万７千円。差し引き額は７３９万８千円のマイナス決

算ですけども、これを平成１６年度会計からの繰り上げを行っております。医療費

総額は平成１４年度の制度改正等により、４０億５,３９８万８千円、対前年度比

９６．６％となっているものの、恒常的には老人医療費が増加の傾向にあるため、

今後とも高齢者の健康維持対策に取り組まれるとともに、適正受診の指導などきめ

細かい努力をお願いするものであります。 

雲雀ヶ丘寮特別会計。歳入決算額４億１,８５７万４千円、歳出決算額３億８,２

６０万４千円で、歳入歳出差し引き額３,５９７万円となっています。なお、介護

老人保健福祉施設については近年の要介護老人の増加等を見据え、施設整備等、所

要の検討をお願いするものであります。 

公共下水道特別会計。歳入決算額２２億６,３１８万５千円、歳出決算額２２億

４,６９５万３千円で歳入歳出差し引き額１,６２３万２千円です。本年度は補助事

業で４億９,６００万、単独事業で２億３，０００万の事業を実施しており、整備
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面積は８３１ヘクタールとなり、その進捗率は６１．５％となっております。なお、

歳入において受益者負担金２,１１６千円並びに下水道使用料７,６５６万３千円

の収入未済額については事業の投資効果の観点、及び受益者負担の原則から、これ

らの収納対策に一層の努力をお願いするとともに、供用区域内の接続奨励等、強力

に推進されるようお願いするものであります。 

農業集落排水事業特別会計。本会計の歳入決算額は６,４０６万９千円、歳出決

算額は６,１９６万６千円、歳入歳出差し引き額２,１１０万３千円です。なお、剱

岳地区についてはその接続率が８８．６％ですので、接続率の向上等、事業運営の

改善に努められますようお願いをするものであります。 

モーターボート競走特別会計について。本会計の歳入決算額は３２億３９２万６

千円、歳出決算額は３２億３３５万６千円で歳入歳出差し引き額は５７万円となっ

ています。本市の一日あたりの売上金は、１億２,３０２万１千円で、対前年度比

０.８％減、入場者数は３,１９２人で対前年度比０．４％の減となっており、売上

金、入場者数ともに下げ止まりの傾向にあるものの、昨今の経済不況等からその収

益はほとんど見込まれない状況となっております。この時期は全国的に売上額が大

きく減少する厳しい状況下にあって、打開策は見出せない状況と思われますけれど

も今後とも競艇事業のイメージアップやイベントの開催など新規ファンの獲得と、

既存ファンの定着を図るほか、今まで以上に経費の削減に務め、収益率の向上を目

指す取組を特にお願いするものであります。 

次に企業会計について申し上げます。 

まず、水道事業会計につきましては、本年度の有収水量３,８３２,４２４立法メ

ートル、対前年比２．３％の減で有収率は８３．４％。収益的収支決算において、

総収益８億９,６３３万８千円に対し、総費用は９億３,５４５万６千円となり、差

し引き３,９１１万８千円の純損益となるもので、総費用の内、施設拡充整備費等

による取得有形固定資産減価償却費及び企業債利子、県水受水費が固定的費用とな

っており、一般会計からの補助金は１億９,７２５万９千円であります。なお、現

在の経済不況の中、経営環境は年々厳しさをましてくると思われることから、今後

とも有収率の向上や受け入れ県水の合理化等、長期的展望にたった事業を進められ

るようお願いするものであります。 

工業用水道事業会計については、総収益１,０７６万３千円に対して総費用８４

３万７千円。当年度は２,１３２万６千円の純利益となっており、経営的に健全性

が認められますけれども、今後とも施設修繕費等視野に入れ、なお一層の経営向上

に努めていただきたいと思うところであります。 

次に芦原温泉上水道財産区水道事業会計について申し上げます。本年度の有収水

量は１,８４０,８８７立法メートルで、対前年比４.６％減、有収率は９５．１％

になっています。収益的収支決算において総収益１億８,１５５万５千円に対し、

総費用は１億６,８３９万９千円となり、当年度は１,３１５万６千円の純利益とな

っていますが、年間受水量の減少等により、８７１万４千円の減収となっておりま
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す。温泉観光を取り巻く環境が年々悪化する傾向にある中、今後ともなお一層の経

営合理化に務めていただきますようお願い申し上げます。 

意見書に書いた文章はそこまでなんですけれども、私、今年初めて監査をさせて

いただきまして、ずっと収益事業、利益を目的とする会社を多く見てきたので、今

回はじめて監査をさせていただいて、感想を少しだけのべさせていただこうかな思

っています。 

今、意見書の中に出てきた未済額に関しては、今もいろいろおやりになっている

と思います。傾向としては、トレンドとしては増加傾向にあるのでより一層強化し

ていただきたいということが一つ。それから出していただいた成果報告書ってのが

あるんですけれども、僕みたいに初めて来る人間にとってはとてもわかりやすい資

料だったんですけども、成果報告書っていうイメージ、自分としてのイメージは何

らかの目標があって、それに対して何かをしましたっていう物があった方が、より

解りやすいと思ったので、結果報告書ではなくて行政の場合、その目標は何かって

のはとても難しいとは思うんですけれども、その事を書いていただけるとよりわか

りやすいかなっていうのが一つ思いました。それから、もう一つは、地方公共団体

の場合は決算書が決まっているので、今僕がここでこうだああだ言う事はないんで

すけれども、水道会計のような企業会計ですよ、資金の話をするのであれば、企業

会計のやり方に変わっていかないと、お金のところが決算書ではちょっと見えない

のではないかなっていうふうに感じました。なので、起債比率をこれから少し下げ

ていきましょうとか、健全な経営にしましょうとかっていうことであれば会計の数

字自体の見かたっていうか、出し方がそちらの方に近ずいた方がいいのかなってい

うふうに感じました。 

出来る事と出来ない事があると思うんですけれども、今まで企業ばっかり見てき

たので、ちょっとそういう事を感じましたので、ちょっと言わせていただきました。 

以上ですね各会計毎の審査の概要を申し上げましたけれども、今回の決算審査に

あたって、いろいろとご協力いただきました。いろいろ指摘したこともありますの

で、その事についてまた、ご努力をお願い申し上げて、極めて概略的なんですけど

も決算審査の報告とさせていただきます。 

どうもありがとうございました。 

○議長（渡邉重夫君） 上程議案に対する総括質疑を許します。 

○議長（渡邉重夫君） 質疑はありませんか 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 質疑がなようですので、以上で総括質疑を終結いたしたいと

思いますが、ご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 異議なしと認め、総括質疑を終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております、議案第６５号から議案第８８号及び議案第９０
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号の２５議案については、９人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、こ

れに付託して閉会中に審査することにしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） ご異議なしと認めます。 

したがって、議案第６５号から議案第８８号及び議案第９０号の２５議案につい

ては、９人で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託することに決定い

たしました。 

○議長（渡邉重夫君） 上坂代表監査委員の退席を許可します。ご苦労様でした。 

○議長（渡邉重夫君） お諮りします。 

ただいま設置されました決算審査特別委員会委員の選任については、委員会条例

第８条第１項の規定により、関山博夫君、向山信博君、篠﨑 巖君、石田則一君、 

牧田孝男君、宮崎 修君、宮下康彦君、宗澤 彰君、田島ちゑ子君、以上９人を指

名したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 異議なしと認めます。 

したがって、ただいま指名しました９人の諸君を決算審査特別委員会委員に選任

することに決定いたしました。 

暫時休憩いたします。 

（午前 10時 42 分） 

 

 

○議長（渡邉重夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

報告をいたします。 

休憩中の決算審査特別委員会において、委員長及び副委員長の互選が行われ、そ

の結果が議長の手元に届いておりますので報告いたします。 

委員長に向山信博君、副委員長に宮崎 修君が互選された旨の報告がありました。 

 

 

◎議案第８９号の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決 
○議長（渡邉重夫君） 日程第３１、議案第８９号、平成１５年度坂井郡救急業務組

合一般会計歳入歳出決算の認定について 

○議長（渡邉重夫君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい市長。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました、議案第８９号「平成１５年度坂井

郡救急業務組合一般会計歳入歳出決算の認定について」の提案理由の説明を申し上

げます。 
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議案第８９号につきましては、坂井郡救急業務組合が平成１６年２月２９日をも

って解散をしているため、構成市町それぞれで決算認定を行うものであります。 
決算の内容につきましては、歳入総額及び歳出総額をともに２０万７１７円と定

めるものであります。 
よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げ

ます。 
○議長（渡邉重夫君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（渡邉重夫君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 質疑なしと認めます。 

○議長（渡邉重夫君） ただいま議題となっております議案第８９号は、会議規則第

３７条第２項の規定により、委員会付託を省略したいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８９号は、委員会付託を省略することに決定しました。 

○議長（渡邉重夫君） これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 討論なしと認めます。 

○議長（渡邉重夫君） これから、議案第８９号、平成１５年度坂井郡救急業務組合

一般会計歳入歳出決算の認定についてを採決いたします。 

議案第８９号は原案のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

○議長（渡邉重夫君） 全員起立です。 

したがって、議案第８９号については、原案のとおり認定することに決定しまし

た。 

 

 

◎議案第９１号から議案第９６号の一括上程・提案理由説明 
・総括質疑・委員会付託 

○議長（渡邉重夫君） 日程第３２、議案第９１号、平成１６年度あわら市一般会計

補正予算（第１号） 

日程第３３、議案第９２号、平成１６年度あわら市国民健康保険特別会計補正予

算（第１号） 

日程第３４、議案第９３号、平成１６年度あわら市老人保健特別会計補正予算（第

１号） 

日程第３５、議案第９４号、平成１６年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮特別会計補正

予算（第１号） 
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日程第３６、議案第９５号、平成１６年度あわら市公共下水道特別会計補正予算

（第１号） 

日程第３７、議案第９６号、平成１６年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補

正予算（第１号） 

以上６議案を一括上程します。 

○議長（渡邉重夫君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい市長。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました、議案第９１号「平成１６年度あわ

ら市一般会計補正予算（第１号）」から議案第９６号「平成１６年度芦原温泉上水

道財産区水道事業会計補正予算（第１号）」までの６議案について、提案理由の説

明を申し上げます。 
今回のあわら市の補正予算といたしましては、一般会計のほか４つの特別会計の

補正をお願いするものであります。 
議案第９１号の一般会計補正予算（第１号）につきましては、２億７千万円の追

加補正を行い、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１３９億２千万円とするものであり

ます。 
まず、歳出の主なものについてご説明いたします。総務費では、企画費で本年度

と来年度の２年間で策定いたします、総合振興計画策定事業費の本年度分４１２万

２千円を計上いたしております。また、情報化推進費でケーブルテレビ第２期エリ

アの整備事業補助金６，０１８万円、早期加入補助金３７３万５千円及び公共施設

への引き込み、配線工事費に２３０万円をそれぞれ計上いたしております。 
民生費では、障害者福祉費で民間宿泊施設を障害者や高齢者に配慮した施設に改

修するためのバリアフリー整備事業補助金１，２９７万５千円を、児童措置費で児

童手当法の改正により、支給対象年齢が小学３年終了まで引き上げられたことに伴

う追加支給費５，３１９万円を計上いたしております。 
土木費では、交通安全施設費で旭・山室線の自歩道整備に係る追加分として１，

８３７万５千円を、都市計画総務費で本年度から平成１８年度にかけて策定する都

市計画マスタープラン策定業務委託料の本年度分３５０万円を計上いたしており

ます。 
消防費では、水防費で洪水時の被害予測情報や避難方法等を市民に知らせ、被害

を最小限に食い止めるための洪水ハザードマップ作成業務委託料１５０万円を計

上いたしております。 
教育費では、学校管理費で芦原中学校校舎の屋上防水、外壁補修等の事業費とし

て１，７６７万４千円を、体育施設費で海洋センタープールの上屋鉄骨補強、塗装

等の改修事業に１，４７５万２千円を計上いたしております。 
災害復旧費では、先の福井豪雨による被害箇所の災害復旧事業として、農業用施

設災害復旧費で８０万９千円、林業施設災害復旧費で１８８万２千円、道路橋りょ
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う災害復旧費で５１９万６千円をそれぞれ計上いたしております。 
一方、歳入につきましては、それぞれの事業に伴う国及び県支出金１億３，３０

２万９千円、前年度繰越金３億７，０８９万５千円、地方交付税１億３，５３９万

３千円が主なものとなっております。 
なお、当初予算で計上しておりました財政調整基金からの繰入金４億円につきま

しては、繰入れを取りやめることといたしましたので、減額補正を行っております。 
議案第９２号の国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につきましては、１億

５，０５２万５千円の追加補正を行い、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２５億３，

１８２万５千円とするものであります。 
歳出の主なものは、保険給付費の退職被保険者等療養給付費１億１，８００万円

及び退職被保険者等高額療養費２，１００万円で、これに伴う歳入につきましては、

療養給付費交付金１億３，９００万円、前年度繰越金１億８５２万５千円を充てて

おります。 
なお、当初予算で計上しておりました国民健康保険基金からの繰入金１億３千万

円につきましては、繰入額を３千万円といたしましたので、今回１億円を減額補正

いたしております。 
議案第９３号の老人保健特別会計補正予算（第１号）につきましては、２万２千

円の追加補正を行い、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３７億５２２万２千円とする

ものであります。 
補正の内容といたしましては、諸支出金の償還金で、老人医療費適正化推進費補

助金返還金２万２千円を計上したものであります。 
議案第９４号の金津雲雀ケ丘寮特別会計補正予算（第１号）につきましては、７

０万７千円の追加補正を行い、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億６，２１０万７

千円とするものであります。 
補正の内容といたしましては、指定介護老人福祉施設費の指定介護老人福祉施設

事務費で、養護老人ホーム改装工事設計委託料７０万７千円を計上したものであり

ます。 
議案第９５号の公共下水道特別会計補正予算（第１号）につきましては、１６９

万５千円の追加補正を行い、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２１億５，７８９万５

千円とするものであります。 
補正の内容といたしましては、総務費の一般管理費で下水道料金過誤納還付金１

９万５千円、事業費の下水道維持管理費で中継ポンプ所水位計修繕料１５０万円を

計上したものであります。これに伴う歳入といたしましては、前年度繰越金を充て

ております。 
次に、上水道財産区水道事業会計の補正内容についてご説明いたします。 
議案第９６号の芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予算（第１号）につきま

しては、資本的支出の建設改良費で、公共下水道工事に伴う配水管布設替費９６万

５千円を計上したものであります。 
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以上、６議案につきまして、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいた

だきますようお願い申し上げます。 
○議長（渡邉重夫君） 上程議案に対する総括質疑を許します。 

○議長（渡邉重夫君） 質疑はありませんか。 

○３番（向山信博君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、３番、向山君。 

○３番（向山信博君） 向山でございます。 

平成１６年度、あわら市一般会計補正予算について２点、質問いたします。 

まず、１点目ですけども、土木の中の都市計画費、工事請負のですね、湯の町駅

前多目的広場舗装工事費、２５６万２千円を舗装として計画しているということで

ございますけれども、当初購入の目的でございます多目的広場ということで、現在

は記念行事としての舗装だと思うんですが、現在はどの様に活用されているのかお

聞きしたい。 

もう１点、芦原中学校の改修事業、これ以前から市長の方から新築の予定である

というふうな話を聞かされておりますが、これが１、２年後であればこの様な１,

７６７万４千円という金額をかけてですね、補修をするという事について、必要最

小限に抑えるべきであると思います。その点について、内容、金額ともに妥当であ

るかどうかお聞きしたいと思います。 

以上２点お願いします。 

○土木部長（神尾秋雄君） 議長、土木部長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、土木部長。 

○土木部長（神尾秋雄君） 向山議員の一点目のご質問でございますが、あわら湯の

まち駅前の多目的広場の利用状況でございます。 

舗装につきましては向山議員ご指摘のとおり、１２０周年の記念行事対応という

ことで舗装をさせていただいたということでございます。現在の利用条件につきま

しては、１２０周年行事がすみまして、以前に観光協会との間で管理委託契約を取

り交わしておりますので、その主旨に沿いまして観光協会の必要に応じましての活

用ということでございます。具体的には駐車場等の利用が多いとの状況でございま

す。 

○市長（松木幹夫君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 中学校の改修事業のお話でございますけれども、これは教育

委員会でお話をいたしているところでございます。 

今年の６月の本予算の時にも、上がってきてたわけでございますけれども、それ

について適切な措置ができなかったということでございます。それと、私も会合で

今年、市長と語る会ということでお話をさせていただきました。その中で芦原中学

校の父兄の方から、非常に児童がこまっているということで、私も夏休み中に芦原

中学校を視察させていただきました。実際にこまっているところについては、早急
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に手当てしていかなければならないだろうと。新しい中学校が建てる、建てないと

いう問題よりも、現在の子供達がまだ新しい中学校には入れない状況でございます

ので、早急に手当てをしなければいけないだろうと、特に照明、これは古い器具で

ですね、もうこの辺にないよな器具を使っているような、そういった中でですね、

子供達が勉強しているということで、照明器具は教室全部、変えていただきたいと

いうことをいたしておりますし、それから、雨が降りますとですね、授業ができな

いくらい雨漏り、校舎の窓から雨が入るということで、これはどこから入ってくる

かわからない部分がございまして、今は北側の特に、上屋をシートで屋上整備をす

るんですけども、それで止まるかどうかもわからないわけです。いろいろとやって

みなければわからないわけでございますけれども、子供達が勉強できない状況でご

ざいますので、何とかそれは避けたいということで、これだけの予算を計上してお

ります。 

また、今後も１２月議会等で、さらに子供達が不便なところは適切に直して行き

たいと思っております。 

○議長（渡邉重夫君） 他に質疑はございませんか。 

○１４番（宮下康彦君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、１４番、宮下君。 

○１４番（宮下康彦君） １４番、宮下。 

一般会計の補正でございますけれども、１３ページの総務費、項、総務管理費、

７企画費の需用費の修繕料、看板補修修繕料、合併関連の３９３万１千円が計上さ

れておりますが、我が市は観光を中心としたまちでございますので、県外からのお

客さんも沢山こられます。また、市民の一体化ということも非常に皆さん方から求

められております。そのような中におきまして、早急に旧町名を修正しようという

ことで上程されているのが３９３万１千円だろうと認識しているわけでございま

すけれども、この費用によりまして、何１０パーセントの表示が修正されるのか、

もしわかりましたらお願いします。 

○副市長（坪田雅一君） 議長、副市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、副市長。 

○副市長（坪田雅一君） ただ今の宮下議員のご質問でございますが、今回の看板で

ございます。議員ご指摘のとおり、公共施設の建物表示のいわゆる看板の修正でご

ざいます。例をいいますと、警戒標識、といいますのは急にまがっているからあぶ

ないとか、そういう標識。あるいはですね、市の施設の案内板ですね、これらの標

識を併せまして、本数については定かではないのですが、これをもちましてですね、

ポールにシールが貼ってるのがございますけれども、そういうなのは別にしまして

施設の案内等につきましては、表示し終わると考えています。 

○議長（渡邉重夫君） 他に質疑はございませんか。 

○１５番（穴田満雄君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） １５番、穴田君。 
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○１５番（穴田満雄君） 社会福祉関係でちょっとお願いしたいんですけれども。 

この児童措置費として、５,３１９万の補正をかけてあります。これは法改正に

ともなう児童手当の支給額ですよと、概要にはこういう説明をしてあるんですけれ

ども、こういう説明だけですと、小学校３年生までですかこれは対象者は、小学校

３年生までの子供さんを持ってる人はすべて当たるんじゃないかと、こういう錯覚

を起こすんじゃないかと思うんですけれども、これには所得制限があるかどうか、

もし所得制限があるとしたら、どういう所得制限の額になっているのか。 

この２点についてお願いします。 

○福祉保健部長（清水芳文君） 議長、福祉保健部長。 

○議長（渡邉重夫君） 福祉保健部長。 

○福祉保健部長（清水芳文君） ただ今の穴田議員のご質問でございますけれども、

確かに所得制限がございます。この所得制限がいくらであるかというのは、ちょっ

と今、資料を持ち合わせてございませんので、後ほどまた、お示しさせていただき

たいと思います。 

これにつきましては前回、６月の議会でもお願いをしたところでございますけれ

ども、小学校１年生終了時児から小学校３年生まで拡大をされるということで、当

初、法改正が間に合わなかったというようなことで、今回補正をお願いしたところ

でございます。該当者につきましては、それぞれ現在通知済みでございますので、

その点ご理解をいただきたいと思います。 

○２５番（田島ちゑ子君） 議長、２５番、田島。 

○議長（渡邉重夫君） はい、２５番、田島君。 

○２５番（田島ちゑ子君） ただ今の補正予算の２２ページですが、教育費の海洋セ

ンタープール改修工事設計管理委託料が盛りこまれておりますけれど、このプール

は金津庁舎の西側にあるＢ＆Ｇのプールですけれども、私、子供達が夏休みに入る

前に全協でこのことについて指摘を致しましたけれど、今年はこのプールは使えな

かったということで、ご父兄の方々から毎日余熱館の方へ子供を運んでいたと、い

うようなことで何とかならんのかと、シャトルバスを発行するなり、そういうこと

ができなかったのかと。これ非常に対応が遅いように思うんです。それでおそらく

来年度しか使えないということになろうかと思うんですが、もっと早く手当てが出

来なかったのかということのお答えをお願いしたいと思います。 

○教育次長（吉村幸夫君） 議長、教育次長。 

○議長（渡邉重夫君） 教育次長。 

○教育次長（吉村幸夫君） ただ今の田島議員のご質問に対してお答えいたします。 

確かにこのプールにつきましては、本年度対応すべきでございましたが、私ども

が当初計画いたしましたところ、簡単な補修、いわゆるＢＧ財団から３００万円の

補助をもらってできるものとみていたわけでございますが、その後補修につきまし

ては、いわゆる金額的に、根本的にやり直さなければならないという、こういった

診断がでたわけでございます。 
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具体的には、いわゆる骨格である鉄骨の腐食が相当激しいということでございま

して、その診断にさらにこういった考慮しますと、相当期間がかかるために、この

工事につきましては今回させていただくことになりました。 

大変申し訳ないと思っておりますが、来年度の時期にはぜひ間に合わせたいと思

っておりますのでよろしくお願いいたします。 

○１５番（穴田満雄君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） １５番、穴田君。 

○１５番（穴田満雄君） 先ほど、向山議員からも質問が出て、それに関連するんで

すけれども、都市整備課所管で湯のまち多目的広場舗装工事、２５６万２千円の金

額を計上してあるんですけれども、この湯のまち多目的広場でいいますと、６,６

００平米で約２千坪あります。その中でかなり舗装のされているところもあるんで

すけれども、この２５６万２千円の計上してある金額をみますと、それに上乗せし

てかなり多目的広場が舗装されるんじゃないかと、こういう捉え方をするんですけ

れども、この意味合いはどこにあるんですか。 

○土木部長（神尾秋雄君） 議長、土木部長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、土木部長。 

○土木部長（神尾秋雄君） 穴田議員の多目的広場の舗装のご質問でございますが、

この舗装につきましてはですね、大変事後処理という形で申し訳なく思ってるわけ

でございますが、当初予算に都市整備課の方の予算がなかったものですから、１２

０周年の記念行事対応ということで、建設課所管のですね、工事請負費の方で処置

をさせていただきました。 

今回はそれを都市整備課所管の都市計画の方で予算を持ちまして、建設課所管の

工事請負費の方へ戻すというよな予算措置をさせていただくためのものでござい

ます。実際施工が済んでおりまして、大変申し訳ございません。これは確定の金額

でございまして、面積的には穴田議員がおしゃられましたように６千平米あまりの

面積でございます。この夏祭りのときのですね、イベント会場と申しましょうか、

テントを張ったりするスペースがですね、非常に荒れておったということで、御婦

人方、ハイヒール、または下駄ばきという形でこられた場合には非常に迷惑がかか

るんじゃなかろうかということで、最低限の対応ということで３センチというよう

な舗装をさせていただきした。面積的には２,０１０平米ということで、全体的な

ものの面積の３分の１程度ということで抑えさせていただきました。 

今後はその部分もですね駐車場等の利用に利用していただけるということで考

えております。そういう状況でございますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（渡邉重夫君） 他に質疑はございませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 質疑なしと認めます。 

○議長（渡邉重夫君） 以上で総括質疑を終結したいと存じますが、ご異議ありませ

んか。 
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（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 異議なしと認め、総括質疑を終結します。 

ただいま議題となっています議案第９１号から議案第９６号までの６議案は、お

手元に配布してあります議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託し

ます。 

 

 

◎議案第９７から議案第１０２号の一括上程・提案理由説明 
・総括質疑・委員会付託 

○議長（渡邉重夫君） 日程第３８、議案第９７号、あわら市総合振興計画審議会条

例の制定について 

日程第３９、議案第９８号、あわら市名誉市民条例の制定について 

日程第４０、議案第９９号、あわら市表彰条例の制定について 

日程第４１、議案第1 0 0号、あわら市安全で安心なまちづくりの推進に関する条

例の制定について 

日程第４２、議案第1 0 1号、あわら市例規集整備に伴う関係条例の整理等に関す

る条例の制定について 

日程第４３、議案第1 0 2号、あわら市農地、農業用施設、林道等に係る災害復旧

工事分担金徴収条例の制定について 

以上６議案を一括上程いたします。 

○議長（渡邉重夫君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい市長。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました、議案第９７号「あわら市総合振興

計画審議会条例の制定について」から議案第１０２号「あわら市農地、農業用施設、

林道等に係る災害復旧工事分担金徴収条例の制定について」までの６議案について、

提案理由の説明を申し上げます。 
議案第９７号のあわら市総合振興計画審議会条例につきましては、あわら市の基

本構想に関する事項を審議する附属機関として、総合振興計画審議会を設置するも

のであります。 
この審議会は、市議会議員、学識経験者及び関係機関の代表者２５人以内で組織

し、あわら市が本年度から来年度にかけて策定する総合振興計画に関する審議を行

うものであります。 
議案第９８号のあわら市名誉市民条例につきましては、広く社会文化の振興又は

市の発展に貢献した皆様に「名誉市民」の称号を贈ることについて、所要の規定を

定めるものであります。 
名誉市民選考の際の選考委員会の設置、議会の同意を得ての決定手続きその他名

誉市民決定に関する必要事項を規定いたしております。 
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議案第９９号のあわら市表彰条例につきましては、市の発展に寄与し、又は市民

の模範となる行為のあった皆様をあわら市が表彰することについて、所要の規定を

定めるものであります。 
表彰の種類、各表彰の基準その他市の表彰に関する必要事項を規定いたしており

ます。 
議案第１００号のあわら市安全で安心なまちづくりの推進に関する条例につき

ましては、犯罪、事故等を未然に防止し、市民が安全に、かつ安心して暮らすこと

ができるまちづくりを総合的に推進することについて、所要の規定を定めるもので

あります。 
安全で安心なまちづくりを推進するため、市、市民及び事業者それぞれの責務を

定めたほか、施策の策定に関する諮問機関としての安全安心まちづくり会議の設置

等を規定いたしております。 
議案第１０１号のあわら市例規集整備に伴う関係条例の整理等に関する条例に

つきましては、あわら市例規集の整備に当たり、法令の改正等に伴う所要の改正を

行うものであります。 
現在の例規集は仮例規集であり、本例規集への移行に際し、関係条例の所要の改

正を行う必要があるため、この条例を制定するものであります。 
議案第１０２号のあわら市農地、農業用施設、林道等に係る災害復旧工事分担金

徴収条例につきましては、今回の福井豪雨による農地等の災害復旧工事に係る分担

金を徴収することについて、所要の規定を定めるものであります。 
災害復旧工事の施工に伴い、受益者が負担する分担金の額、徴収の時期及びその

方法等について規定をいたしております。 
以上、６議案につきまして、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいた

だきますようお願い申し上げます。 
○議長（渡邉重夫君） 上程議案に対する総括質疑を許します。 

○議長（渡邉重夫君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 質疑なしと認めます。 

○議長（渡邉重夫君） 以上で総括質疑を終結したいと存じますが、ご異議ありませ

んか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 異議なしと認め、総括質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっています議案第９７号から議案第１０２号までの６議案は、

お手元に配布してあります議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託

します。 

暫時休憩します。 

（午後 11時 35 分） 
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○議長（渡邉重夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 13時 00 分） 

 

 

◎一般質問 

○議長（渡邉重夫君） 日程第４４、これより一般質問を行います。 

 

 

◇向山信博君 

○議長（渡邉重夫君） 一般質問は、通告順に従い、３番、向山信博君の一般質問を

許可します。 

○３番（向山信博君） 議長。 
○議長（渡邉重夫君） ３番、向山君。 
○３番（向山信博君） ３番、向山でございます。 
質問をさせていただきます。 

福井豪雨や美浜原発の蒸気漏れ事故、そして我が芦原温泉の不当表示と、福井県

は最近、大変悪いイメージで全国に名前を売り出してしまいました。福井豪雨の被

災につきましては自然の出来事でありますが、普段から防災に関してもう少し行政

も市民も関心を持ち、対応していれば少しは被災が減少していたのではないかとい

うふうに思っているところでございます。 

奇しくも私は、６月議会定例会の一般質問において、自然災害、交通災害に対し

て事前の施策の重要性について述べておりますが、今後も市民を守る行政として、

揺ぎ無い対策をお願いするものでございます。 

さて、私の今回の質問でありますが、行財政改革に対する市行政の方針の一貫性

とその内容についてでございます。 

私はそもそも行革とは、やりやすい所からやるのではなく、無理、無駄があり、

やらなければならないところから、やることが肝要であるというふうに思っており

ます。又、営利主義に走る民間ではできない市民に対するサービスを官が行う事に

よって意義があると、いうふうに考えております。 

官から民へ移行することが、財政面で多少のメリットがあったのもその内容によ

ると思います。例えば現在進められておる保育所の公設民営化にしても、ソフトの

面では民営でというふうに言っておりますが、金津町時代の伊井保育所の公設民営

化が現在のところは成功しているからということでこれらを進めようということ

かもしれませんが、これはそれぞれの地域での特異性もありますし、何よりも国の

施策に対して、その方向性を早めに取り組むというふうなことではないかと考えら

れます。しかしながら福祉の面で早く施策を行うということが、本当に市民のため

であるかどうか、果たして私は得策だとは思っておりません。 
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保育も教育の一環だと思います。あわら市の保育、幼稚園の教育の一環した方針

のないまま進めるのは市民に対して説明不足であると思うし、又、あわら市として

保育から中学校までの今後の教育方針をきちんと決定してからでも遅くは無いと

いうふうに思うわけでございます。又、雲雀ヶ丘寮の民間委託についても同じこと

が言えるというふうに思います。 

市が運営しているからこそ、市民優先に出来ることもありますし、いろいろな苦

情についても市が運営しているからこそ、迅速に対応ができることもあります。私

が言いたいことは、市民に直接影響があり、弱者いじめになるような行政改革につ

いては、市の活性化を図る上においても、又、市民との信頼関係においても大きな

影響を及ぼすと思われますので、市民の広範囲の意見を聞きながらより慎重に進め

るべきであるというふうに思います。 

将来、市として生き延びるため、又、行財政改革のための合併でありますが、そ

の成果を求める余り、市民に早急に負担を負わせるのはいかがなものかと思います。

ここで負担というのは、金銭面だけでなく、精神的なことも含めてでございます。

現在、行革大綱というものを策定中と聞き及んでおります。これらにつきましても

中長期、短期に分けて計画的に、慎重に進めるべきだあるというふうに思います。

特に教育、高齢者、身障者等の福祉に関する事柄につきましては、人そのものに直

結することであります。弱者でございます。昨今の風潮として勝ち組み、負け組み

というふうな言われ方をしておりますが、官であるならば弱者を救済する、人を大

切にして大事に育てるということが官としての存在の意義があると思っておるわ

けでございます。私はこのようなことえを考えますと、今回のこの施策については、

さらに慎重に取り組む必要があるというふうに思いますが、市長のお考えをお聞き

したというふうに思います。 

以上で私の第一回目の質問を終わらせていただきます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 向山議員のご質問にお答えいたします。 

地方分権時代の到来を迎えた今日､各地方自治体には、社会状況の変化、厳しい

財政状況の中で、自治能力を高め、地域における行政を自主的かつ総合的に進める

ことが求められております。 

このような状況の中で、行政改革の推進は、本市におきましても大きな課題であ

ります。本市では、平成１７年度に行財政改革大綱を策定し、この大綱に基づく様々

な実施計画を進めることといたしております。 

行政改革の大きな柱に「行財政運営の効率化」があります。その方策の一つとい

たしまして「民間委託の推進」がございます。各分野の行政事務について、市が直

営で行うべきもの、民間に委託すべきものとの十分な見極めを行い、民間への委託

が可能なものについては、委託を進めて参りたいと考えております。 

議員ご指摘のように、事務事業の民間委託を含めた、行政改革を進める上で、明
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確な方向性の決定や市民の皆さんのご意見を十分お聞きすることは、必要不可欠な

ことであると認識をいたしております。 

現在進めております、保育所の公設民営化につきましては、保育所を取り巻く社

会情勢の激しい変化により、「生活密着型の保育」が望まれ、保育所もこのような

保育ニーズに的確に答え、選ばれる保育所となることが求められていることから、

これに対応できる最善策といたしまして、平成１５年度から、伊井保育所を公設民

営化いたしたものであります。 

この実施に当たりましては、地域や保護者の皆様と十分協議を行い、ご意見を取

り入れてきたところであります。 

また、雲雀ケ丘寮の民営化につきましても、現在、庁舎内の関係各課の職員を構

成メンバーとする雲雀ケ丘寮民営化研究委員会を７月に組織し、現状や民営化によ

るメリット・デメリットなどを協議、検討を重ねているところであります。 

今後、これらを含めた行政改革の推進につきましては、大綱においてその方向性

を明確にするとともに、大綱策定時から市民の皆様を含めた組織で検討を行い、パ

ブリックコメント制度等を活用し、様々なご意見を取り入れながら進めて参りたい

と考えております。 

○３番（向山信博君） 議長。 
○議長（渡邉重夫君） はい、３番、向山君。 
○３番（向山信博君） 再度質問させていただきます。 

今ほどの市長の答弁で、ある程度理解をいたしますが、私は保育所の公設民営化

につきまして昨年度から施工されてます伊井保育所につきましては、いろいろと話

を聞き及んでおりますが、タイミング、人の問題、これが非常にうまくいったとい

うふうに思います。したがって私が在住する東保育所につきましては、先般、市と

の話合いの中、理事を推薦してくれという話がございました。このことにつきまし

ても責任範囲、明確でないままに支援をお願いしたいと、あらゆる問題が生じても

その責任範囲を明確にしてお願いするのが筋であるというふうに私は思います。 

こういうことも含めまして、私は時期尚早であるというふうに考えておるわけで

ございます。まずこの辺についての答弁をお願いしたいというふうに思います。 

○福祉保健部長（清水芳文君） 議長、福祉保健部長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、福祉保健部長。 

○福祉保健部長（清水芳文君） ただ今の向山議員のご質問でございます。 

今、保育所の民営化につきましてご協議をいただいてるところでございますけれ

ども、やはり民間に委託する場合の社会福祉法人の立ち上げの準備段階の中でいろ

いろ協議していかないと中々難しい問題ではなかろうかという具合に思ってござ

います。 

メンバーが決まりませんといろんな詰めが出来ません。全体的にいろんな方向性

は持ってるわけでございますけれども、やはり、詰めということになりますと、や

はり細かい分につきましては、それぞれ選ばれた役員さんの中でやはり説明をして
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いかざるを得ない、具合に思ってところでございます。 

この民営化につきましては、やはり皆様方のご理解を得なければ民営化には持っ

ていくわけには行きませんので、ぜひその辺のことにつきましては、ご理解をいた

だきたいと思います。 

今後におきまして、社会福祉法人立ち上げのための準備委員会、発起人会等が立

ち上がればやはり、様々な詰めをやって行きたいという具合に考えてございますの

でよろしくご理解をお願いいたしたいと思います。 

○３番（向山信博君） 議長。 
○議長（渡邉重夫君） はい、３番、向山君。 
○３番（向山信博君） 社会福祉法人の立ち上げ、いわゆる理事を決めることも含め

て言うというふうに思いますが、これにつきましては先程も言いましたけれども、

時期尚早と言うのはどういう意味かと言いますと、その地区のほとんどの方々がそ

ういうこともしらないという段階である。例えば、一つの地域できちんと説明をし、

理解を求めるとかですね、今のやり方でいってますと、会議の数はたしかに何回か

ありました。しかしながらその中でも、出席者は全員とはいいません。そして立ち

上げ時期の委員会においてもですね、出席者は全員そろわないというような状況の

中で、私は市として、そのまだまだ説明不足であると理解していただいていないと

いうふうに判断をするわけでございます。したがって、もっと地域に密着していた

だいて、理解を求めながら話をして行く。その中で、責任範囲もきちっと決める、

理解をしていただく。そうすれば、おのずとですね理事者、理事候補といいますか、

そういう人達が出てくるではないかと考えます。 

今後はそういうふうな施策も一つよろしくお願いしたいと思います。 

もう一点、雲雀ヶ丘寮の民間委託でございますけれども、会議だけで現在実際に

厄介なってる人、今後お願いをしてお世話になる方々の気持ちの問題なんです。し

たがってそれは民間委託すれば合理的であるし、又、市としてもその一部負担がで

すね軽減されるとなると思いますが、私が言いたいのは現在お世話になってる方、

将来的に可能性がある方々の気持ちを考えますと、実際にそういうことが早急に行

われていいのかどうかという問題。これはもう、先程も申しましたように住民と行

政の信頼関係に深いつながりが出来てくるというように思いますので、その点をさ

らに慎重に審議していただいて、市長は先程、広範囲ないろんな話をしていきたい

と言ってましたから、多少は緩和されると思いますが、そういう面で少し早いんじ

ゃないかなと、まだまだ行革についてはやるべきことが山積していると、したがっ

てそれを、なおざりにしないというわけではないんです。それは将来的にやらない

かんと思うけれども、手をつけるところがちょっと違うんじゃないかなと、もうち

ょっと弱者いじめにならないような、先の方から選考してやっていただきたいなと

いうのが私の希望でございます。 

以上で私の今回の質問を終わらせていただきます。 

ありがとうございました。 
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答弁はいいです。 

 

 

◇関山博夫君 

○議長（渡邉重夫君） 一般質問は、通告順に従い、２番、関山博夫君の一般質問を

許可します。 

○２番（関山博夫君） ２番、関山。 

○議長（渡邉重夫君） ２番、関山君。 

○２番（関山博夫君） ２番、関山でございます。 

議長のお許しを頂きましたので、早速、質問を始めさせて頂きます。 

新市における防災計画について質問させていただきます。 

さて、松木市長・松木市政におかれましては、「ゆうゆうと人が輝くいやしと創

作のまち」をスローガンにかかげられ、新市誕生以来、合併直後の市政運営を強力

に推進され、実直に率先垂範されてこられましたことは議会人の一人として、市民

の一人として、ひたすら頭が下がる思いでございます。 

特に、六月初旬からの、新市誕生祭を皮切りに、市民各位の多大なる期待を一身

に受けながら、多彩な合併記念事業を展開され、それらの事業をものも見事に成功

裏になし得られましたことは、松木市長・坪田副市長を始め、執行部理事者各位の

みならず、議員各位並びに各界各層の皆様方はもとより、何よりも一番期待に胸膨

らませてこられました多くの市民の方々の絶大なるご理解とご支援、さらにご尽力

の賜であると存じます。 

これら各種事業の成功をもちまして市民各位が切望しておりますところの「旧両

町民の融和」こそが、より一層明確に図られたものとの確信致します。 

ここで、誠に残念なことを一つ申し上げなければならないことをお許し頂きたい

と存じますが、それは、去る７月１８日未明に発生しました「福井豪雨災害」でご

ざいます。福井市を始め、鯖江市、美山町、池田町、さらに、今立町にて、甚大な

災害をもたらしました事は、全く我々の驚きでございましたし、なお忘れることが

出来ない事実であります。この場をお借りしまして、被災されました方々、地域の

皆様に対しまして、心からお見舞いを申し上げますと共に、一日も早い復興を願う

ところであります。 

この災害発生早々、私はあわら市社会福祉協議会の皆様方と共に福井市と美山町

にてボランティアに参加させて頂きました。そこで目の当たりにした光景は、まさ

に我が世の光景とは全く異なった、さながら戦場の跡とでも例えましょうか。私の

目視を申し上げるまでも無く、これらの惨状につきましては、既に多くの情報をテ

レビ、新聞など、多くのメディアなどでご周知の通りでございますので特に申す事

はございませんが、中でも私が驚きましたのは、押し流された鉄骨鉄筋コンクリー

トの巨大な橋梁の事でございます。 

とても正常では考えられないことでございますが、なんと所定の場所よりもはる
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かに高い位置に移動しているということであります。これぞ自然の脅威そのもので

はないかと、私は思います。 

これには、私だけでなく社協の皆様方も一同に、あの福井の里山の原形であった

それらの麗しく懐かしい里山が、自然の猛威にふるわれ、無残な集落の光景に、全

く、私達は言葉を無くしてしまいました。 

あれ以来、もしあの劇甚災害を発生させた集中豪雨が、所を変え不幸にして我が

水域に襲って来たならば、と私にそういう妄想が発生した事を拭い去ることは出来

きないわけでございます。そこで、先程の災害地と同様に我が市を市街地をまたが

って潤して来た竹田川についてふれさせていただきたいと思います。 

竹田川は白山山系の裾野の、丸岡町奥部に位置する険しい山岳一帯にその源を発

し、その後広大な坂井郡北部域の、県を代表する、その穀倉地帯を潤し、丸岡町、

坂井町、さらに我があわら市、そして三国町へ流れ下り、数多くの支流・支流域を

従えている事は、私が申すまでもございません。 

しかし、さらに素人の私などの見た目には、川幅や河川敷なども、何故かしら、

か弱く、心細くすら見える竹田川は、まさに天下に誇る母なる一級河川であり、そ

れは間違う事なき変えがたき我々の命の川なのであります。 

はるか上流では、水資源・森林業を大いに育ませ、下れば大いに農業に供し、さ

らに農業用水・排水・都市排水・工業用水・排水にと、誠に多様な役目を持たされ

ている河川でありまして、我々の営みや日常生活に欠かすことが出来なく、無くて

はならない、最重要なる広域のインフラであるということでございます。 

ひたすら愛でるだけではない、憩うだけではない、興じるだけではない、さらに

利活用だけではない、河川なのであります。その竹田川は悠久の時をして、大きく

大地を切り開き、大動脈から利水し、その時々の耕人の命を長じ、豊かな食料確保

を始め、そこに生きとし生けるものの命をながらわせ、暮らしの安全・安心を粛々

と築き上げて来た祖先の先人たちの血流そのものであり、その治水に、果たしたる

力量と工夫の総量は計り知れないほどの物であり、何物にも代え難い無二の財産で

あろうと察する所であります。 

さて、時は今、都市環境の整備、又、高度で的確なる防災工事などの、多大なイ

ンフラが整備がなされ、国土整備の進捗などが進んで来たことにより、比較的我々

の身辺では、自然災害発生は少ないように感じられ、市民からも「水害」が口に出

されることは、滅多に無くなり、さらには、もう二度と水害は発生しないのでは、

とかの観が、漂い始めておりましたのを感じるのは一人私だけでしょうか。 

そうあって欲しいと思いますし、又、そう信じようとも思って参りました。今日

このように整備された川は穏やかに我々住民の意志に、従って、唯ひたすら流々と

たおやかに流れてくれるものといったことが、図らずも慢心であった事が、簡単に

瓦解したのではないかと言えるのが先の災害ではないかと存じます。 

私どもが、現代の安心安全の神話と言う過信に、どっぷり甘えていました。それ

が、真っ向から覆されたことで今まさに私達は仰天したものであります。天災は忘
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れた頃にやってくる。過去も現在もなお、未来も災害は必ず確実に繰り返されると

聞いております。 

さて、そこでお尋ねを致します。 

市長は、先の公約、いわゆるマニフェストの中で「防災計画を見直し、災害に強

いまちづくりの実現に努め、安全で安心して暮らせるまちづくりを推進する」と述

べられておられます。このような大規模かつ広範囲にわたる大災害から、掛け替え

の無い市民の安全を確保するためには、平素から綿密な「ハザードマップ」を作成

し、どの地域が災害に弱いのか、あるいは、被害の想定される範囲はどのように推

移するかなどを、誰にでも、簡単にわかりやすく図案化し、事前に住民に周知徹底

しておき、一旦災害発生時には、直ちに行動が起こせるよう、最大の準備をしてお

かなければ、この度の水害のような、まさに短期的での集中豪雨型で、被害発生が、

非常に早い災害に対処することは出来ないのでは、と私は考えます。 

なお、特に先の水害では、防災行政無線がまさに滝の中にいるが如き、異常共思

える集中豪雨の騒音にかき消され、あるいは、身辺に及ぶ危険を感じる切迫した状

況下での非難指示は、それに動転された住民には全く聞き取れず、又被害現場では、

大変な混乱があり、恐怖・不安・危険を感じながら、命かながら、全てを放棄して、

唯々逃げ惑うことだけであったと住民各位からもお聞きいたしました。 

それを比すれば、我が本市にも防災行政無線が設けられておりますが、市長は、

市民の生命財産を安全かつ確実に守るため、これらを教訓として、どのような方策

を立てて、住民に対して速やかに、的確で、正確な情報を伝達されるお考えでしょ

うか。 

又、今日を築き上げてこられた先人であるご高齢者や障害者、又年少者、いわゆ

る弱者に対する避難対策は、国・県・あるいは緊急援助隊の支援要請は、公共施設

の速やかなる解放は、そして、多くの心あるボランティアに対する円滑な受け入れ

体制の整備は、生活支援・復興体制のあり方は、想定されるいくつもの事態を盛り

込んだ「新市の地域防災計画の策定」を備え、住民に対して、安心と安全に対する

認識、啓蒙啓発を、万端怠り無く徹底されておく必要があるのではないでしょうか。 

市長自らが、先頭に立たれ勇猛果敢に陣頭指揮を奮われ住民の安心と安全確保に

対峙される事を願わざるを得ません。勿論のこと、我々住民も一体と成っての事で

ございます。 

市長は、ハザードマップの策定を含めていつ頃を目処に策定されるおつもりです

かをお尋ねしたいと思います。 

次に、先のハザードマップに基づく防災訓練等を実施し、その策定を検証される

お考えがお在りかどうかをお尋ねしたいと存じます。 

水害により被災された場合には、その被災地域が広範に及ぶため、大型重機械、

大型土嚢等の資機材と、それらを操作出来る熟練されたオペレーターなどで、迅速

かつ的確に対処しなければ、到底このような大災害には、対処出来ないというもの

が前回の災害で教訓として学ばれております。 
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又、現在の水防活動は、主に消防団員の方々が、その任にあたられているとお聞

きしますが、これとて、広範囲でかつ混乱が想定出来る水防活動を行うには、余り

に限られた人員であると推察致します。 

さらにその消防団員の方々が、被災されていた場合には、全く手も足も出ない状

況に陥るのではないでしょうか。その際、水防活動・救援活動が、遅滞もしくは停

止する事にも成ろうかと思うのは、火を見るよりも明らかではないでしょうか。こ

のような事態に対しては、先程も述べましたが、大型重機械、大型資機材の整備、

その速やかなる調達方法、あるいは、水防倉庫などの施設備品などの整備や充実強

化はもとより、それを生かす人の確保も、大変重要であると考えますので、今後必

要に応じて、沿岸住民のみならず、市全域の住民を対象とした、「新たなる水防団

の設置」も是非考慮して頂きたいと存じます。 

最後になりますが、どうか今後とも、一刻も早く総合防災計画を策定され、総合

防災訓練を、継続して頂きたいと思いますし、今後実施する場合は、是非共、我々

はもとより、市職員の方々、さらには、市民の皆さんの参加をも募って、一人でも

多くの住民の方々に、水防に対する認識の深さ、水防技術を習得されるなど、知識

の共有、さらなるネットワーク・連携の形成、資機材の配置場所の確認など、水防

に対する市民の皆さんの意識の高揚と共有を図って頂ければ、より一層の訓練、成

果が得られ、非常時には敏速に安全に、的確に対処出来る住民全体の自信も生み出

し、強力に望まれるものではないかと考えます。 

これこそ、「全市民が望む市民一体形成の、真の融和策の具現化」ではないでし

ょうか。 

以上のようなことを、総合的に考えますと、見えざる臥龍をいさめ、静める為に

も、私達は「現代の慢心を克服して、これまでの水防・地震など、あらゆる困難を

想定した防災意識・防災訓練並びに地域防災体制整備などを抜本的に見直さなけれ

ばならない時期に来ているのではと思いますが、市長の忌憚の無い御所見をお尋ね

申し上げます。 

よろしくお願いします。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 関山議員のご質問にお答えいたします。 
まず、竹田川水系の安全対策に関するご質問でございますが、竹田川の治水安全

度につきましては、昭和４９年以前の１２年確率から、５０年に一度の洪水に対応

できる５０年確率に高めるため、平成２５年度完成を目指し、河川改修事業が進め

られているところであります。 
また、治水と利水を兼ねる龍ケ鼻ダムが平成元年に完成しており、これらのこと

が洪水調整、流水の正常な機能維持に大きな効果を果たし、今回の福井豪雨でも水

害に至らなかったものと考えております。 
今後、福井豪雨を上回る雨量が竹田川流域に降ることも想定されますので、今回
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の足羽川堤防の決壊に至った検証の結果を踏まえ、流量計算の見直しを含め、改修

工事の早期完成を強く要望するとともに、豪雨時の増水状況がリアルタイムで把握

できる水位監視体制の充実を県当局に求めて参ります。 
また、洪水の発生が予想される場合には、迅速な水防活動や市民への速やかな情

報伝達が市町村の重要な責務であります。 
堤防の決壊や氾濫による浸水から人命を守り、被害を最小限にとどめる対策とし

て、浸水予想区域、避難場所、避難経路などを記載した「竹田川流域ハザードマッ

プ」の策定に本年度から取り組むため、その策定委託料を本定例会に計上いたした

ところであります。 
次に水防団に関するご質問でございますが、今回の水害のような「いざ」という

時には、地域を知り尽くしている水防団が重要な役割を果たすものであります。し

かしながら、最近は団員の自営業の占める割合が少なくなり、サラリーマンの団員

が増えていることから、日中に災害が発生しても災害現場に駆けつけられない事態

も考えられ、さらには、危険を伴うボランテイア活動で規律や訓練の厳しさから、

若者の団員確保が難しくなってきている現状であると聞き及んでおります。 
このようなことから、水防団をより一層充実させ、活動へ向けた意欲を高めるた

めの制度面での改正と、特別隊員として、例えば、女性や特技を持った皆様にも団

員になっていただくなどの人員確保策を講ずる必要であると考えております。 
また、防災対策に関するご質問でございますが、一口に災害と申しましても、今

回のような豪雨による水害のほか、台風、土砂崩れ、地震などさまざまなものがご

ざいます。 

それぞれの災害時に応じた適切な対応、迅速かつ正確な情報伝達、さらには、避

難勧告、避難場所への誘導などが市町村の重要な責務であります。 

現在、旧芦原エリアには同報系防災無線が整備され、リアルタイムに情報提供が

行えますが、旧金津エリアにはその設備が整備されていないため、災害時には、広

報車等での伝達しか行えない状況となっております。 

市といたしましては、旧金津エリアにも同じ状況で各地への同時伝達が行えるよ

う、同報系防災無線の早期整備を検討するとともに、各地区に指定された避難場所

を市民の皆さんに再確認してもらえるよう、避難所マップ等の作成も検討して参り

たいと考えております。 

福井豪雨時にも見られましたように、行政のみの対応では円滑な災害対策ができ

るものではございません。「地域の防災は地域で」との観点から、地域防災力を高

めていくことが重要なことであります。 

災害に備え、平常時においても企業やボランティア団体との連携を密にするとと

もに、家庭、学校、地域、事業所などそれぞれの立場で防災意識を高めることも必

要なことであります。 

今後は、地域防災に関する啓発活動や職員の非常招集訓練などを実施するととも

に、来年度から実施を計画いたしております総合防災訓練につきましても、実効性
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のあるものにして参りたいと考えております。 

○２番（関山博夫君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） ２番、関山君。 

○２番（関山博夫君） ありがとうございました。 

それでは一つ再質問をさせていただきたいと思います。 

人間、困難とか危険とかそういう物は、大体忘れてしましたいというふうに思う

わけでございますけれども、事実は事実でございまして、いやな事を往々と言わな

ければいけない事もあるわけでございますが、忘れないためには、いわゆるこうい

う物を忘れないため、さらに教訓として残し、さらにフィードバックしていくため

には、過去の過っての二町、現在のあわら市の行政区域におきましての、被害状況、

近々でもけっこうでございますので、それらを共通認識としてここでお願いしたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

○土木部長（神尾秋雄君） 議長、土木部長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、土木部長。 

○土木部長（神尾秋雄君） 関山議員の過去の災害教訓ということでの、災害の経歴

等につきましてのご質問かと思いますので、近々のデータといたしましては、昭和

５６年７月の梅雨前線がもたらしました豪雨災害というのがございますので、その

データを報告させていただきたいと思います。 

この雨につきましては、７月の１日から３日にかけまして降ったものでございま

して、三国土木事務所の観測所では約２００ミリという雨量に達しているところで

ございます。その雨によりまして、三国、芦原、金津を中心に約２８０ヘクタール

の浸水があったということでございます。その中で特に３８３戸の住宅が浸水被害

が生じまして、うち旧金津町ではですね、床上浸水が１４５棟、床下浸水が２２１

棟。旧芦原町では床下浸水が９３棟という記録が残っております。その他に非住宅

系の作業小屋とか、そういったものが５３棟浸水しているというような大きな災害

でございました。 

この教訓を生かしまして、早速県ではですね昭和５６年から６０年にかけまして、

三国町の下西から金津町の坂ノ下の間、約８キロをですね、応急改修をしていただ

きました。現在の竹田川の汐見地係、三国町で進められております、計画降水量の

約５０パーセントにあたります、毎秒６５０トンの流下能力を持つ河川に応急整備

をして頂いたということでございます。それが１２分の１の確立の断面ということ

で、非常に低いものでございますので、それを再度、現在整備を下流から進めてい

るということでございます。 

また、参考に申し上げますと竹田川の現在の問題といたしましてはですね、特に

旧金津市街、ここの部分が非常に断面が小さくて、安全確立５分の１以下というよ

うな状況でございます。なかなか下から順じ上がって河川整備を進めましても、い

つになったらその改修が済むかわからない状況の中で、今後の竹田川水系の河川整

備計画の中で３０年間で、この５分の１確立の断面を１０分の１の確立の断面に格
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上げしようということで今後整備が予定されているところでございます。 

そういったところで、その整備がなされぬまでの間、いつ災害が発生しないとも

限りませんので、先ほどご質問にありましたようなハザードマップ、これを早急に

整備しまして、一旦事ある時に住民の安全誘導ということでそれを役立てたいとい

うことで、今回予算も計上させていただいております。この策定には２年ほどかか

るかと思いますが、過去のそういった浸水の経歴も参考にしがら、良いものにして

まいりたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

○２番（関山博夫君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、２番、関山君。 

○２番（関山博夫君） 最後に質問ということではございませんが、私自身の総括と

いうことでのべさせていただきます。 

私は旧芦原町でございます。そして今現在本所は金津にございます。以前は芦原

管轄におりました時は芦原のことしか考えられなかったし、今現在はあわら市のこ

とが考えるものでございます。その中で、お隣の丸岡町、坂井町は竹田川を共有し

ているわけでございますが、これが本当に母なる川であるというふうに思いますし、

私達の生命、財産そして重要な川であるというふうに認識しておりますので、この

あわら市におかれましても、この合併を機会にさらに芦原と金津の一本の道であり

ます、この大きな母なる川、竹田川を重要課題としてこれからも一つ、市政運営の

中に最大限生かしていただきますようにお願い申し上げまして、私の質問に変えさ

せていただきました。 

ありがとうございました。 

 

 

◇北出重雄君 

○議長（渡邉重夫君） 続いて通告順に従い、２０番、北出重雄君の一般質問を許可

します。 

○２０番（北出重雄君） ２０番、北出。 

○議長（渡邉重夫君） ２０番、北出君。 

○２０番（北出重雄君） 議長の許可がありましたので、私の質問をいたします。 

市町村合併についてでございます。 

本年３月１日、新市、あわら市が誕生して早くも６ヶ月が過ぎました。これまで

合併について旧両町民、及び両町長をはじめとする関係者の努力を高く評価すると

ともに、感謝と敬意を表するものであります。 

あわら市が誕生して６ヶ月が過ぎました今日、市長の感想と今後の市政運営の抱

負をお聞かせ下さい。 

次に、平成１４年１０月１７日に行われた、旧金津町、芦原町の合併に関する住

民意識調査によれば、旧坂井郡６町での合併を期待している町民が数多くいました。 

又、平成１３年度に三国・芦原・金津青年会議所の未来の町委員会がおこなった
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住民アンケート調査では、あわら市民の約４４パーセントの人が旧坂井郡６町の合

併を強く望んでいました。 

そこでお尋ねします。時が過ぎまして、現在では丸岡、春江、坂井、三国の４町

の合併が平成１８年３月３１日までの合併特例期限内の合併を目指して、合併しよ

うとしていますのはご承知のことと思います。坂井郡が一市になることを望んでい

る人々が現在でも大勢いると思います。私もその一人です。 

再合併することは、大変な苦労を伴います。今が正念場であり、重要な時期であ

り、最後のチャンスでもあると思います。あわら市が再度、リーダーシップを取り、

情熱をもって一市四町の合併を目指して、合併特例期限内の新市誕生に努力するこ

とができないか、又、その可能性をお尋ねいたします。 

以上で私の質問を終わります。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 北出議員のご質問にお答えいたします。 

３月１日のあわら市誕生から６カ月が経過いたしましたが、当初心配されました

合併に伴う大きなトラブルや事故もなく、あわら市の事務事業が順調に推移してい

ることに対し、議員各位、関係者の皆様に先ずもってお礼申し上げます。 
さて、今後の市政運営の方針についてのお尋ねでございますが、本年度は、特に

合併に伴う市民の一体感の醸成及びあわら市のＰＲを主体としたソフト面に重点

を置いた事業を推進いたしております。 
新市誕生記念式典を皮切りにこれまで開催して参りました花菖蒲まつり、トリム

マラソン、あわら温泉開湯１２０周年祭、北潟湖畔観月の夕べ等の各種イベントに

は、これまで以上に多くの市民の皆様の参加を得られましたことに意を強くしてい

るところであります。 
今年度に開催予定の今後のイベントも、市民の皆様の一体感の醸成と融和に一役

買うものと期待をいたしているところであります。 
一方、ハード面では、各種の事業が新市建設計画にも明記してございますが、現

在、国において進められている三位一体改革の補助金削減と税源移譲の推移を見極

めながら、山積する事業の優先順位を議会の皆様ともご相談しながら推進して参り

たいと考えております。 
さらに、本定例会に提案の予算にも計上してありますとおり、本年度から「あわ

ら市総合振興計画」の策定作業に着手して参りますが、この総合振興計画は、新市

建設計画を基本に、ソフト面、ハード面を盛り込んだ新市の各般にわたる施策の羅

針盤ともなるべき計画であります。これに基づき策定する実施計画で、事務事業の

取捨選択をしながら、今後の市政を推進していく予定であります。 
次に、合併枠についてのお尋ねでございますが、将来的には旧坂井郡６町での合

併は、必要となってくる時期が到来すると考えております。議員ご存知のとおり、

現在、４町による法定協議会が８月２０日に設置され、２６日には第１回の協議会
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が開催されております。 
しかしながら、４町による調整については、来年３月末までに調印し、県への合

併申請を行わなければならないという時間的制約の中、鋭意努力をされているとこ

ろであり、そのような中、さらに、あわら市が加わることにつきましては、現在想

定をいたしておりません。 
以上でご答弁、終わります。 

○議長（渡邉重夫君） 暫時、休憩いたします。 

（午後 13時 54 分） 

 

 

○議長（渡邉重夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 14時 15 分） 

 

 

◇山川 豊君 

○議長（渡邉重夫君） 続いて通告順に従い、１７番、山川 豊君の一般質問を許可

します。 

○１７番（山川 豊君） １７番、山川。 

○議長（渡邉重夫君） １７番、山川君。 

○１７番（山川 豊君） 通告順に従い、１７番、山川 豊が一般質問をさせていた

だきます。 

本市の基幹産業であります、農業についてお伺いをいたします。 

第一の質問ですが、坂井北部丘陵地の営農対策についてです。昭和４６年６月に

着工し、昭和６１年５月に完成をした、坂井北部丘陵地の畑地は用水の乏しかった

丘陵地域の農業開発のため、国営パイロット事業により総工費３１６億円を投じて

畑地９９４ヘクタール、水田８９０ヘクタールの開発をし、九頭竜川より導水路を

新設し、貴重な用水を確保し、農地造成事業、区画整理事業、農業用用排水事業に

より、農業基盤の整備を行いました。これにより、経営規模の拡大、大型農業体態

型の確立、そして樹園地や施設園芸団地化の推進を図り、畑地農業を主体とする近

代的な農業振興の地となるために、実施をされました。 

この畑地域は、畑地域全体に灌漑水が通っている、全国で坂井北部丘陵地だけで

ございます。利用状況等についても公共事業の中では良い方と聞いております。又、

過去においては工事評価について大きな政治問題となり、結果的には行政が償還最

終年度まで毎年一部負担することで決定し、今年の市負担は２億４,１９８万円と

なっております。この償還も平成１８年度が期限と聞いております。 

ところで、この丘陵地では過去のピーク時の作付け状況ですけれども、スイカ２

２５ヘクタール、大根１７５ヘクタール、キャベツ３５ヘクタール、白菜３５ヘク

タール、馬鈴薯８８ヘクタール、甘藷７４ヘクタール、プリンスメロン５９ヘクタ
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ール、その他のメロンで３８ヘクタール、葉タバコですけれども８９ヘクタール、

飼料作物１１２ヘクタール等の実績がありますが、生産物の販売価格の低迷や高齢

化による後継者の不足で、不作付け地が大変目立っているように思います。その中

で、農家の実態や作付け状況はどうのようになっているのか、又、果実、野菜等の

供給基地としての今後のあるべき姿はどうか、流通を含めたファーマーズマーケッ

ト等も検討してるとのことですが、９７９ヘクタール、そのうちあわら市につきま

しては６７０ヘクタールですけれども、その専業農家の育成、あるいは地域内外か

らの新規就農者等の導入の考え方はどうなっているのか。 

第二の質問ですが、水田農業構造改革に伴う農業推進対策について、今年４月よ

り実施されている水田農業構造改革の中で国際競争力のある農業をどう実現する

のか、経営安定対策、これについては日本型直接支払いは担い手に限定で全農家を

対象にした麦作経営安定資金や大豆交付金等は廃止と聞いております。その中での

農業振興政策を担い手に集中的、重点的に行い、担い手が生産の大部分を担う農業

の姿に変えると言っていますが、その上で担い手としては認定農業者とともに、集

落営農の位置付けていると言っておりますけれども、どんな集落営農も支援対象に

なるわけではございません。経営を一元化し、法人化の計画を持つことが用件です。

しかし、全国的には一万ある集落組織の中で、用件を満たすのは今年３月末現在で

２２しかないとのことです。担い手だけで食料自給率を維持、向上することはでき

ません。 

食糧自給率は以前として昨年度末、２００３年度末ですけれども、カロリーベー

スで６年連続の４０パーセントと自給率向上の気配は見えません。先進国中、最低

の水準は変わっておりません。２０１０年度に４５パーセントに引き上げることの

国の目標ですけれども、達成は容易ではないと思います。主要先進国の中では自給

率ワースト３、その中で日本が一番で４０パーセント、二番が韓国で４９パーセン

ト、三番がスイス５５パーセント等でございます。 

以上のような状況の中で本市の米改革の将来を描く、地域水田農業ビジョンを策

定したというがどのような内容か、又、産地造り対策についての考え方はどうか、

生産調整のために水稲以外の大麦、大豆、ソバ等の栽培振興のためにあわら市独自

の方策を考えているのか、農業環境、資源保全をどのように考えているのか。環境

問題は市民の関心が非常に高まっております。環境負荷を抑える取組、化学肥料や

農薬の使用量、資材が適切に廃棄されているか等、自然の保全については農地、農

業用水や配水、農道等の生産基盤を維持する集落の協同活用についても、担い手の

営農を支えることにもなります。条件不利地、中山間地を含めてですけれども、営

農継続の支援等をどう考えているのか、以上２つの質問をさせていただきます。 

よろしくお願いします。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 山川議員のご質問にお答えいたします。 
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１点目の坂井北部丘陵地の営農対策でございますが、平成１５年３月に「三国・

芦原・金津丘陵地営農対策会議」が作成いたしました「農と文化のあるまちづくり

基本計画」に基づいて、ご説明申し上げます。 
坂井北部丘陵地も全国の畑作地帯同様、担い手の弱体化、農地利用の粗放化、農

業粗生産額の急減等の問題を抱えています。 
まず、議員ご指摘の農地利用の状況につきましては、丘陵地の耕地面積約１，０

００ヘクタールに対し、約３００ヘクタールが不作地で、そのうち荒廃地は９０ヘ

クタールとなっており、その大きな理由といたしましては、担い手不足や価格低迷

による生産意欲の減退などが挙げられております。 
また、畑作農家の実態といたしまして、農業者の高齢化が進み、特に重要野菜の

大根やスイカの生産者は、６５歳以上の農家が５８パーセント以上を占めることか

ら、年々このような土地利用型野菜の作付けが減少いたしております。 
このような中、平成１８年度で国営事業の償還を終える丘陵地での畑作農業は、

衰退の一途をたどるのではないかと危惧をいたしております。例えば、農業や農地

の放棄、土地改良区の賦課金未納等の問題が考えられますが、これらの懸念を払拭

するための方策が急務であります。 
三国あわら丘陵地営農対策協議会では、これらの実態を踏まえ、消費者ニーズに

答える多様なマーケティング、地域資源を活用した豊かな農村づくり、多様な担い

手による農村ビジネスの展開等を課題として、あわら市牛山地係のスイカ選果場横

に、ＪＡ花咲ふくいが事業主体となって直売所を併設した「ファーマーズ・マーケ

ット」の建設を計画いたしております。 
専業農家は、この直売所を中心とした流通機構の改革を、また、ファーマーズは、

女性や高齢者を対象として家庭菜園等の普及拡大を図り、地域農業の活性化につな

げて参りたいと考えております。 
また、これらの施設を利用した畑作農業の多様化や土地利用型企業的農業経営体

の育成を行い、畑作農業の再生を図りながら遊休地等の対策を進めて参りたいと考

えております。 

次に、２点目の水田農業構造改革に伴う農業推進対策についてお答えいたします。 
国は、平成１６年度より水田農業の展開について、地域実情に応じた産地づくり

の設計図ともいえる「地域農業水田ビジョン」の作成を義務づけ、このビジョンに

基づく米需要に応じた供給体制の整備を政策として打ち出してきております。その

背景には、世界貿易機関をはじめとする農業交渉において、諸外国との農業生産条

件格差の是正を求められていることがあります。 
政府の食料・農業・農村政策審議会が８月１０日にまとめた「新たな基本計画に

向けた中間論点整理について」では、農業者の担い手育成を産業政策として位置づ

け、農業経営の改善に向けた各種施策の対象を担い手に明確に絞って、集中的・重

点的に実施するとしております。 
この様な状況下において、本市では、農業の持つ地域保全や農村集落の秩序維持
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の重要性を基本理念において「地域水田農業ビジョン」を作成しており、第二種兼

業農家も含めた地域水田農業を基本として、生産調整における麦・大豆の団地化と

ブロックローテーションを最優先するとともに、多様な担い手として集落営農の推

進と法人化も併せて進めております。 
これらのことは、農地が農地として活用されてこそ、農業環境や資源の保全が図

られるものであり、中山間地域政策と同様に、そこに暮らす農業者自らが、自らの

資源と環境を守って行くことが基本であると考えております。 
水田農業ビジョンにおける産地づくり交付金の活用につきましても、この点を重

点課題として取り組んでおり、各農家組合長を通じてお示ししているところであり

ます。 

○１７番（山川 豊君） １７番、山川。 

○議長（渡邉重夫君） １７番、山川君。 

○１７番（山川 豊君） 第一の質問についての再質問ですけれども、先ほども申し

あげましたとおり、行政からも多大な支援をして完成した、全国的にも有数のりっ

ぱな農地を持ちながら、衰退の一路をたどるようなことは放置できないことと思い

ます。いずれにしても農業者自らのやる気がなければと思いますが、これも行政及

び、農業者団体等の指導、助言、推進等が必要と思うがどのように考えております

か。 

又、先ほど申し上げました、主要野菜、果実栽培面積が平成１６年度の春作で、

だいたい調査の数字が出てると思いますけれども、どのような面積か、又、果実、

野菜の供給地としての農業者の育成、新規農業者の導入についての考えを今一度、

お答えを願いたいと、そして又、流通機構の改革を踏まえた直売を含めたファーマ

ーズマーケットの計画に対しては、畑作専業農家と消費者の交流の場とし、滞在型

体験農業、あるいは貸し農園、農場等も視野に入れ、産地生産者の顔の見える農業

を目指すような考えと思いますけれども、このように解釈してよろしいのかお伺い

をいたします。 

○経済産業部長（小林幸夫君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） 経済産業部長。 

○経済産業部長（小林幸夫君） 山川議員の再質問にお答えいたします。 

議員ご指摘のとおり、北部丘陵地は全国有数の農地を有しておりまして、その農

地を適正に守っていくことが必要であると考えております。それで市といたしまし

ては高齢化による耕作の出来なくなった農地を、農業委員が中心となりまして土地

改良区の理事や総代の協力を得ながら、地域の担い手や企業的経営態を対象に農地

の集積を図って農地を農地として利用するよう不耕作の防止になお一層の取り組

みを講ずる必要があると考えております。 

それから、丘陵地における主要作物の平成１６年度の状況でございますが、スイ

カで５３ヘクタール、メロンで３１ヘクタール、梨が３９ヘクタール、柿が２４ヘ

クタールとなっております。議員がお示ししましたピーク時の作付け面積と比較し
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ますと、スイカで約４分の１、メロンで３分の１まで落ち込んでおります。 

又、農業者の育成、新規就農者の指導につきましては、あわら市の井江葭にあり

ます県の園芸センターに依頼いたしまして、園芸農家の指導を研修を行うカリキュ

ラムを平成１５年度から新に設け、実施いたしております。 

なお、新規就農者の指導にあたりましては、特に地元に早く溶けこむことを目的

といしまして、地域農家の元で半年以上の研修を義務づけており、今日までに７名

の新規就農者が巣立っております。 

次にファーマーズマーケットの件でございますが、特に畑作農家と消費者との交

流、生産者の顔が見える農業を視野に入れた観点から、牛山のスイカの選果場に隣

接して建設を考えているものでございます。 

なお、滞在型体験農業やグリーンツーリズム等の取組につきましては施設内に案

内所等を設置いたしまして推進してまいりたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○１７番（山川 豊君） 議長、１７番、山川。 

○議長（渡邉重夫君） １７番、山川君。 

○１７番（山川 豊君） 第一の質問についての３回目の回答を市長にお願いをした

いと思います。 

今、担当部長の方からいろいろ説明があったわけですけれども、内容としてもこ

ういう事業を進めるのには、やはり予算的な対応、これが必要かと思います。そう

いう形で、過去のようなばら撒き的な予算の対応では、農家、あるいは農業は育た

ないと、このように思いますけれども、それらを含めた今後の市長の考え方ってい

うんですが、農業に対する、丘陵地のやはり、過去、十何年間、償還にたくさんの

町からの予算を支出しております。やはりこれは行政も、やはりその農地をりっぱ

な農地として活用していかせるような方策が必要ではないかと、これらについては

やはり、資金的なこと、あるいはヘッド、頭ですけども、考え方、市長が先頭にな

ってこの辺もバックアップしていただかなければ進まないじゃないかと、このよう

に思いますので大変大きな問題で、今後の方針といいますか、そういうことの市長

の考え方をお聞かせ願いたいと、このように思います。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 山川議員の再々質問でございますけれども、大変難しいご質

問でございまして、農業に力を入れていかなければならないということはわかりま

すが、なかなか、どういう具合な形で進めたら良いかというのは、今模索をしてい

る所でございます。特に、主体となっています、ＪＡ花咲さんとも十分相談を進め

ながら、いろんな形で取り組んでいるところでございます。特に、丘陵地の面につ

きましては先ほども申し上げましたように、ファーマーズマーケットはいろんな所

を歩いて、また、丘陵地にぜひともそういった、営農的な部分を取り入れるという

ことで、早急に対応していただきたいということで、今回、こういった形で実現が
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近づいて来てるのかと思っております。 

その他につきましてはこれからも協議を重ねながら進めてまいりたいと思いま

すのでよろしくお願いを申し上げます。 

○１７番（山川 豊君） 議長、１７番、山川。 

○議長（渡邉重夫君） はい、最後ですよ、終わりましたでね。 

○１７番（山川 豊君）最後じゃないんです、第２の質問についての再質問をさせて

いただきます。 

地域水田農業について具体的内容の説明ですか、又地域へどのような周知の方法

をするのか、これをお聞かせ願いたいと思います。 

又、生産調整における大麦、大豆の団地化やブロックローテーションのことです

が、交付金等の支払いは第２種の兼業農家を含めた、個人も視野に入れたあわら市

型の考えを持っているのかどうかお聞きしたいと思います。 

又、農業環境、自然の保全についてはお答えのとおり、地域に暮らす農業者自ら

が守るのは当然ですが、離農者が今後益々増加すると思います。又、担い手農家と

集落組織の農業ができない地域等の保全管理についての考え方、と申しますのはや

はり、今、国が模索しております末端へ対しての直接支払い制度の対象、その他の

考え方について、あわら市としての考え方、これをお聞かせ願いたいと、このよう

に思います。 

○経済産業部長（小林幸夫君） 議長、経済産業部長。 

○議長（渡邉重夫君） 経済産業部長。 

○経済産業部長（小林幸夫君） 地域水田農業ビジョンの考え方や具体的な内容の説

明と周知につきましては、地域農業の指導的役割はＪＡが担うべきとの考えの元、

ＪＡの各支店長を中心とした推進部隊を構築いたしまして、ＪＡの各支店を中心に

実施してまいりたいと考えております。 

それから、生産調整における交付金の支払いでございますが、他の市町村と異な

りまして、担い手の優先的配分は実施せず、本市独自の考え方の元に、第２種兼業

農家も団地化を行うことによって、同額の交付金を支払うこととしております。 

次に担い手や集落営農の取組については、各集落が個々に十分検討した上で、集

落としての進むべき道を模索する必要はありますが、集落によっては無理な場合も

考えられますので、近隣の集落の担い手は旧芦原町でいうところの請負組合等を利

用しながら、集落内の農地を農地として活用していただけるよう指導してまいりた

いと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

○１７番（山川 豊君） 議長、１７番、山川。 

○議長（渡邉重夫君） １７番、山川君。 

○１７番（山川 豊君） くどいようで、再々質問になって申し訳ございませんけれ

ども、これも大きな問題でございますので、市長の考えかたを一言お願いしたいと、

このように思います。と申し上げますのは、やはり今、国の補助金その他が三位一

体の改革という形でどんどん補助金は削減をされてきます。しかし支払いについて
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は、末端の自治体でなんとか、自由ではおかしいが、末端の自治体型をやれるよう

な状況になっております。これらについても、早く考えたところがどんどん、それ

を利用できるんじゃないかと、このように思いますので、この点も含めた今後の対

策の中で、やはりあわら市にあった考えかた、今、部長からも話があったとおり、

よそでやってないような交付金の末端への支払い方もすでに、１６年度からも実施

をしておりますので、そういう方も過去にはなかったと、今からはそういうことも

出来るんだと、これをあわらが発信基地になるくらいの考えかたをやはり市長もバ

ックアップをして、やっていってほしいと、こういうことでの市長のその農業問題

の今後のあり方、特に２，８００町歩ですか、約３，０００町歩の水田を持ってお

りますあわら市でございますので、これらを含めた市長のバックアップについての

決意といいますか、それらもお聞かせ願えればと思いますのでお願いをします。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） なかなか難しい、問題でございます。ただ、農業問題につき

ましてはですね、農家のみなさんと共に歩んでいかなければならないと考えてます。

その辺につきましても、今後国の施策と併せまして、市として対応できる道を探っ

て行きたいなと思ってるんです。 

又、非常に農業問題に詳しい議員でございますので、山川議員のご指導もお願い

いたしたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

 

◇穴田満雄君 

○議長（渡邉重夫君） 続いて通告順に従い、１５番、穴田満雄君の一般質問を許可

します。 

○１５番（穴田満雄君） １５番、穴田満雄。 

○議長（渡邉重夫君） １５番、穴田君。 

○１５番（穴田満雄君） ただ今、議長の指名がありましたので、次のことについて

質問をさせていただきます。 

まず、質問に入る前に、同僚議員からも話がありましたように、去る７月１８日、

福井県北部を襲った大雨は、死者３名、行方不明者２名、建物の全壊６９世帯、半

壊１４０世帯という大きな被害をもたらしました。 

被災地となった、福井市、鯖江市、今立町、美山町、池田町の自治体、ならびに

住民の皆様に心から謹んでお見舞いを申し上げたいと思います。 

それでは、質問に入らせていただきます。 

日本経済の今日を考えてみますと、東京、名古屋、大阪等、大都市を中心にした

グローバル経済と町村や地方都市に代表されるローカル経済に二分化しつつある

といわれております。すなわち、日本の国には２つの経済が同居しております。グ

ローバル経済の大都市では景気も回復という表現が使われるようになってきまし
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た。一方ローカル経済については、建設業は公共事業の発注量の減少等で地域経済

に打撃を与えております。この例からもローカル経済も大競争の波に乗られており

ます。 

農林業の低迷は後継者不足だけでなく、各国からの輸出攻勢のあおりを受けてお

りますし、製造業の空洞化はアジア諸国への工場移転によるものであることは周知

のとおりであります。 

しかし、地方には豊かな自然、その風土から生まれる特産物、隣人を支えあうや

さしい気持ちなど、大都市にはないところがあります。今、求められているのはそ

れらを評価し、それぞれの地域の実態に即したローカル経済の再構築をすることで

あると言われております。 

ローカル経済の再構築の一例に、食のまち作りがあります。食事は毎日三回する

もので、欠かすことが出来ませんから、食の関連産業は元来、不況に強いといわれ

ております。食のまち作りには、一つ、伝統料理型、二つ、新名物発掘型、三つ、

食材型提供などに分けることが出来ると思います。 

県内の小浜市は、飛鳥、奈良の時代から朝廷に海産物や塩を供給していた御食国

としての歴史があります。食のまち作り活動の拠点として、御食国若狭小浜食文化

会館を２００３年に開業した他、各地区ごとに地元の食材を使ったメニュー作りや

食文化の振興に力を入れております。これらはインスタント食事等、ファーストフ

ードとは逆のスローフード運動でもあります。 

こうした取組は独自の食文化を創造し、それを発掘させることで、地産地消の活

動にもつながって行きます。食のまち作り以外にも、このところ各地でコミュニテ

ィービジネスや地域通過、ワーカーズコレクティブといった活動が活発になってお

ります。これらは新に需用を掘り起こすため、地域農業や観光客の誘致や商店街の

振興、地域雇用の拡大等にも貢献しております。 

各地で中心市街地の衰退が問題になって久しくなります。中心商店街はそのまち

の顔であり、それが衰退すれば地域の求心力は低下していきます。まち作りとあわ

ら市の活性化につなげるためには、地域を取り巻く環境の変化を直視すると共に、

基本的な発送の転換も必要だと思います。まち作りの目標については、従来人口や

地域経済の拡大を目標に掲げてきました。もちろんこれを否定するものではありま

せん。 

日本の人口もまもなくピークを迎え、それ以降は減少局面に入るといわれており

ます。高齢者人口の割合は年々高まり、７５歳以上の後期高齢者が増加しています。

これからのまち作りの目標は、そのまちに暮す人々の生活が充実できるようにする

ことであり、そのためには、しっかりしたまちを作り、安全で安心して暮らせるも

のでなければなりません。まちを活性化させる手段として、かつては公共事業と企

業誘致が定番でした。その後は大学誘致に走る自治体が増えてきましたが、少子化

が進行中で、それほど学生のニーズがあると思えませんし、思いません。 

幸い、当あわら市には、歴史、自然、文化など、まち作りの素材が豊富にありま
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す。問題はこれをいかに組み立て、観光、特産品などに繋げて行くかだと思います。

新市計画の中では、７つの｢ゆう｣を掲げ、各施策を進めることとしておりますが、

理想と現実を見極めた、まち作りの重点をどこにおいて取り組んで行くのかをお聞

かせ願いたいと思います。 

次に、豊かなスポーツライフの構築に繋がる、全国スポーツレクリエーション祭

が１０月２日から５日までの４日間、本県を舞台にスポレク福井２００４の名称で

開催されます。 

このビックイベントの開催をあわら市民を含む、県民一人一人が生涯スポーツや

地域スポーツの大切さを考える契機としたいものと考えております。第１回全国ス

ポレク祭は、１９８８年、昭和６３年に山梨県で開かれて、本県開催が第１７回と

なります。開会式及び競技期間中には、選手、監督を含め、県内外から約１９,０

００人の参加が見込まれ、県内８市１３町で、グランドゴルフやゲートボールなど、

都道府県代表参加の１８種目、健康マラソンやマレットゴルフなどフリー参加の８

種目の合せて、２６種目が繰り広げられます。スポーツに対する意識は、大きく変

化し、競い合うという要素だけに留まらず、楽しむ、遊ぶ、交わる、健康、体力作

りを目的に体を動かす人達が増えてきております。 

２１世紀を展望として、県がスポーツ振興プランを策定したときに行った意識調

査では、スポーツが好きな人は９４パーセントに達していましたが、まだまだスポ

ーツが生活の中に取り入れられていないのが現状です。週休２日制や平均寿命の延

びに伴って、余暇時間を有効に活用していこうという流れは、確かにありますがこ

の流れをいかにして、市民総ぐるみの生涯スポーツの確立に繋げて行くかが大きな

ポイントだと思われます。 

生涯スポーツの充実は、生甲斐のある生活、健康、体力の保持増進の原動力にな

るだろうし、地域スポーツの推進は連帯感や世代を越えたコミュニケーション、活

力ある社会作りに威力を発揮するでしょう。そのためには、多様なニーズに対応で

きる指導者の育成や身近で利用しやすい施設の整備、魅力ある大会やイベント開催

年齢や運動能力にマッチしたニュースポーツの開催普及などに地道に取り組んで

いかなければなりません。 

１９６８年、昭和４３年の福井国体開催が競技スポーツの興味を持たされました。

そして、今度はスポレク福井２００４を生涯スポーツや地域スポーツの土台作りに

生かしてほしいと思います。 

ところで、このスポレク福井２００４の競技種目の中で、１０月３日、４日の当

あわら市はターゲット・バードゴルフ、並びにエアロビックの競技会場に指定され

ております。しかし、こららの種目に関する競技の特色や競技方法等について、市

民の方々もほとんど知らないのが実情です。また、このように全国規模の大会でそ

の競技の一部が当あわら市で開催されようとしておりますが、市民に対しての啓蒙

が不足していると思われますが、どのような取組にしようと考えておられるのか、

また、この大会を契機に本市としてスポーツ振興の観点からの位置付けをどのよう
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に考えておられるのかをお聞かせ願いたいと思います。 

以上、私のここでの質問を終わります。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 穴田議員のご質問にお答えいたします 

１点目の新市のまちづくりにつきましては、先の北出議員の市政運営方針でもお

答えいたしましたとおり、新市が誕生した本年度は、市民の一体感の醸成に重点を

おいた各種のソフト事業を推進し、併せてあわら市のＰＲ事業にも取り組んでいる

ところであり、その財源には県の合併特例交付金を活用いたしております。 
今後は、新市建設計画に基づいた各種施策を展開して参りますが、併せてこれを

基本とした「あわら市総合振興計画」の策定作業にも着手して参ります。 
特に、新市建設計画にも明記してあります７つの「ゆう」及び「６つのゾーン別

まちづくりの方針」は、総合振興計画にもリンクするものであり、これをベースに、

それぞれ地域の特色や資源を生かした施策を展開し、魅力あるまちづくりに邁進す

る所存であります。 

ご案内のように、７つの「ゆう」は、１は環境保全、２つには保健・福祉・社会

保障、３つには人づくり、４つには生活基盤・情報・防災、５つには産業、６つに

は交流、及び７つには、まちづくり・行財政」に分類されており、今後あわら市と

して取り組むべき行政各般にわたって明記されております。 

一方、６つのゾーンでは、地域の特色を生かすべく「風と水のゾーン」、「農と文

化ゾーン」、「余暇と生活文化ゾーン」、「田園生活アメニティゾーン」、「環境共生型

ゾーン」及び「森と文化ゾーン」に分け、それぞれの施策を展開することとなって

おります。 

とりわけ、議員ご指摘の観光及び特産品を生かしたまちづくりにつきましては、

芦原温泉を核とした観光面では、芦原温泉と創作の森やトリムパークかなづとの連

携や新たなイベント創出による滞在型観光の推進をはじめ、丘陵地の農産物等を活

用したファーマーズマーケットの設置を計画いたしております。 

建設計画には、今後取り組むべき重点施策をゴジック体の太字で示しております

が、全ての事業を同時に遂行することは不可能でありますので、議会の皆様との協

議を密にし、市民の皆様のニーズを的確に把握するとともに、今後の国・県の動向

を見極めながら、各種事業の取捨選択を行い、喫緊の課題から順次事業を推進して

参りたいと考えております。 

次に、２点目のご質問にお答えいたします。 
第１７回全国スポーツ・レクリエーション祭は、１０月２日から３日の日程で、

２６種目の競技が県内２０の市及び町を会場として開催されます。 
あわら市におきましては、トリムパークかなづ体育館でエアロビクスが行われ、

全国３８都道府県から４５チーム、約３００人の選手、役員が、また、北潟湖畔サ

イクリングパークではターゲット・バードゴルフが行われ、全国４６都道府県から
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５３チーム、約２５０人の選手、役員が参加する予定となっております。 
大会の周知、啓蒙といたしましては、９月中旬から県実行委員会がテレビ、ラジ

オ、新聞等による広報を行うこととなっております。また、本市におきましても、

街頭に幟り旗等を設置するほか、広報紙で市民の皆様に対し、周知して参りたいと

考えております。 
ターゲット・バードゴルフにつきましては、狭い場所でもゴルフが楽しめるよう

にと、昭和４４年に考案されたスポーツであります。バトミントンの羽根に似た合

成樹脂製の羽根付ボールを普通のゴルフクラブで打つミニゴルフの一種で、手軽に

ゴルフの醍醐味を体験できるものであります。 
競技はパラソルを逆さにした形状のかごの中にボールを入れて行いますが、ゴー

ルは移動式で、コース設定が容易にできることも、この競技の特徴の一つとなって

おります。 
ターゲット・バードゴルフは、新しいスポーツでございますが、すでに、あわら

市ターゲット・バードゴルフ協会を主体として活動を行っております。今後、スポ

ーツ振興審議会とも協議しながら普及に努めて参りたいと考えております。 

○１５番（穴田満雄君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） １５番、穴田君。 

○１５番（穴田満雄君） １５番、穴田満雄。 

今ほど、市長の方から、まちづくり及びスポレク２００４のことについての答弁

がありましたが、まちづくりの方で、再質問をしてみたいと思います。 

本市のまちづくりは、今更言うことでもないですけれども、観光、農業、工業、

これを３本にしたまちづくりをやっていかざるを得ないと。これは誰でも周知のと

おりだと思います。こういう３つを組み合わせたまちづくりをやって行くにあたっ

ても、最終的に必要なのは財源の確保と、今ほど、市長も触れておられましたけれ

ども、本市の場合、合併した際に建設事業債として、約９６億の合併特例債を使用

することができますけれども、これを全額使えば、７５パーセントが地方交付税の

対象になりますけれども、残りの２５パーセントは地元で負担せざるを得ないと、

そうしますと、私、６月議会でも一般質問で取り上げたと思うんですけれども、や

っぱり平成１６年度３月末現在で、当市の町債の残高が２７４億から６億ほどにな

ってくると、そうしますと、中長期財政計画、あるいはまちづくりってやつは、切

っても切れない間柄であると、そんな中で、私、６月議会でも述べたんですけども、

やっぱり一番市民が心配するのは、その借金を残さないで欲しいと、これが市民の

偽わざる気持ちじゃないかと思います。 

そんな中で、６月議会の中で副市長は中長期財政計画はこれから建てていきます

よと、これからもちろん念頭に入れて、建てていきますと、そういう答弁やったん

ですけれども、その後３ヶ月が経過しました。本当にそういうことをやっておられ

るのかどうか、これが一点と。 

それからもう一つ。私、総務委員会に所属しておりますけれども、７月の２８日、
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２９日と岐阜県の瑞穂市の方へ、視察研修に行ってきました。この視察研修の目的

ですけれども、研修項目としまして、合併後の財政計画について、新市建設計画に

ついて、合併特例債の使途について、それから旧両町が一体感を実感できるような

取組についてと、これが主な４本柱になりましたが、各委員からは、その他にいろ

いろな関連した質問が出されました。 

そんな中で、私が一番印象に残っておりますのは、岐阜県の瑞穂市といいますと、

中にはご存知の方もおられるかと思いますが、岐阜県の大垣市と岐阜市に挟まって

おりまして、地理的条件にはいろいろな問題があるだろうと思います。ですけれど

も、最後に議会事務局長が瑞穂市は昨年の５月に合併したんですけれども、１年間

に人口が１,０００人増えましたと、こういう物の言い方をされました。私はね、

人口１,０００人も増えたその要因はどこにあるのですかと、質問したところ、生

活インフラの整備しかありませんよと、こういう物の言い方をされました。もちろ

ん、今ほど言いましたように、瑞穂市といいますと、岐阜市と大垣市に挟まれてお

りますから、人がやね、中には衛星都市的ないい方をする人もいるかもしれません

けれども、いかにしたら、生き残っていけるかと、その大都市に対してやね、言う

なれば、瑞穂市といいますと、人口４８,０００ほどですから、いかにして生き残

り築を考えていくかと、こういうような中で出てきた答弁が、今ほど言いました、

生活インフラの整備しかありませんと、こういう答弁をなされました。ですからも

ちろん私も、今ほどまちづくりの中で、重点的に、どこを重点に置くんですかと聞

きましたけれども、生活インフラの整備なくして、まちづくりは考えられないんじ

ゃないかと、そういう討論はできなんじゃないかと思いますけれども、一つ、今ほ

ど言いましたように、そういうことも含めて、この２点について答弁方お願いしま

す。 

○市長（松木幹夫君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） いくつかご質問がございましたけれども、中長期の計画につ

きましては、現在、合併の時にお示しをしておりますけれども、現在、総合振興計

画をこれから建てるわけでございますが、その中で、中長期に亘る財政計画も合せ

て行って行きたいと思っております。 

それから、２点目のですね、インフラを重心にして、進めていくのかというお話

でございますが、これは、これからのまちづくりについて、いろいろと問題がござ

います。例えば、教育の問題もございますし、それから先ほど、山川議員が言われ

ました、農業、あるいは工業、産業の面、そして又、生活基盤の問題。又、高齢化

に伴います、少子高齢化というような福祉の面、いろんな面がございます。これは

結局、バランスをとって考えていかないと難しい問題でございますので、これを今、

穴田議員にご質問されましたように、インフラももちろん重点は置きますけれども、

インフラばかりやるわけにもまいりませんので、その辺、十分バランスを取りなが

ら、又、進めるにあたっては議会の皆さんと十分相談しながら、今後進めていきた
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いと考えておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○１５番（穴田満雄君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、１５番、穴田君。 

○１５番（穴田満雄君） １５番、穴田満雄。 

これもまちづくりに関連してですけれども、先ほどちょっと私言いましたように、

合併特例債、特に建設事業債で約９６億円の、１０年間なんですけれども、９６億

円の金が使えると、そうしますと、先日私、新聞でもちょっと読んだんですが、今、

武生市と今立町が合併を進めております。武生市と今立町の場合は１５８億ですか

ね、この合併特例債。これを全部使ったまちづくりをやって行くんだと、こういう

ことが新聞で報じられていたんですけれども、聞くところによりますと、この９６

億円という数字も、１０年間の間で、期間が決められておりますから、この中で今、

市長が言われましたように、事業においても選択せざるを得ないと、やっぱり重要

な部分からやっていかざるを得ないと、そうしますと、果たして９６億で出来るん

だろうかと、逆に私はこういう考えを持つんですね。そうしますと、そういう私の

考えの中で、市長は９６億の内やね、約９６億の合併特例債を、建設事業に関して

の合併特例債をすべて、１００パーセント使ったまちづくりをやっていかれるつも

りかどうかをお聞かせ願いたいと思います。 

○市長（松木幹夫君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 新市の建設計画の中で、議員、皆さんもご存知だと思うんで

すけども、９６億の中でですね、実際に今、策定をした時には３分の２の６０億ぐ

らいを、使う予定で計画を進めていると思います。 

計画そのものについては、いわゆる相加的といいますか、相場的といいますか、

いろんな形で上げておかないと、合併特例債が使えないということで、たくさんの

ものが上がっておりますけれども、実際にはそれだけは使えないんじゃないかと、

それと、この頃は非常に合併特例債を使うのが難しいっていうことを、交渉、ある

いはいろんな形で聞いております。実際に合併に直接関係のないものについては合

併特例債が使えないと、こういうようなことでございますので、果たしていろんな

事業をやってもですね、それが合併特例債を使えるかどうかってことは、今後詰め

てみないとわからない部分がございまして、今、議員が言われるように、必要な物

でも、合併特例債が使えないと、やはり合併特例債というのは２町が合併して、そ

れに対して有効な物っていうことでございますので、合併しなくても合併しても、

その必要な物については、合併特例債は使えないっていうような、こういうような

ものになっておりますので、なかなか難しいものがございます。 

したがいまして、全部使えるかどうかってのはこれから有効に活用しながら、見

極めて行きたいなとは思いますけれども、今のところはそういった回答でございま

すのでよろしくお願い申しあげます。 
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◇宮崎 修君 

○議長（渡邉重夫君） 続いて通告順に従い、１３番、宮崎 修君の一般質問を許可

します。 

○１３番（宮崎 修君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） １３番、宮崎 修君。 

○１３番（宮崎 修君） 議長のお許しをいただきましたので、通告の件につきまし

て、順次質問をいたします。理事者各位の誠意あるご答弁をお願いいたします。 

まず、乳幼児の情操教育について、お尋ねをいたします。 

あわら市のかけがえのない大切な宝である子供達の健やかな成長は、すべての市

民の大きな願いであります。ことわざに三つ子の魂百まで生きるといわれますよう

に、幼児期の教育は極めて重要と思われます。そこで、２００１年１２月５日に成

立いたしました、子供読書推進法が契機となり、今や全国の学校等では朝の１０分

間読書運動が実施され、多くの成果が上がっているとの事であります。 

芦原地区の小学校でも、金津地区の小学校でも取り組まれていて、担当の先生に

お聞きしますと、大変効果が出ているとのことであります。又、字を読めない幼児

や小学校低学年時には、読み聞かせ運動が行われております。これは非常にすばら

しいことであると思っております。 

そこで、幼児期に行う、乳幼児検診時に幼児を対象に絵本を贈呈し、保護者から

読み聞かせをする、ブックスタート事業をあわら市においても、ぜひとも積極的に

取り組むべきと思いますがいかがお考えかお尋ねをいたします。 

次に防犯対策についてお尋ねをいたします。 

近年、多くの様々な凶悪犯罪が発生し、安心、安全のまちづくりは市民の切実な

願いになっております。年間の犯罪発生件数は１９８０年代には、１５０万件あり

ましたが、現在は２倍の約３００万件に達しており、極めて憂慮すべき事態と考え

ております。そのような中で、緊急の課題は子供の安全対策であろうと思います。

学校に不審者が侵入して危害を加える事件や、登校、登下校時にいたずらをするな

ど、児童生徒を取り巻く、悲惨な犯罪があいつぎ、子供達の安全が脅かされており

ます。 

一方、ピッキングによる空き巣や引ったくり、車上ねらいと身近な地域社会の中

で、いつ犯罪に巻き込まれるかわからないといった不安を募らせております。防犯

対策は多岐に亘りますが、空き交番の解消や学校や通学路への警備員の配置、警備

体制の充実強化に加えて、小学生や高齢者への防犯ブザーの貸し出しなどが考えら

れますが、すでに取り組んでいる自治体もあれば、これからといった地域もあり、

それぞれ事情は異なると思われます。 

そこで今回、私が提案します防犯対策は、経費は少なくて、全市民に啓蒙ができ

ると思われるもので、仮称ですが、｢あわら市防犯パトロール１００番｣といったも

ので、遠くからでも目立つような色彩でマグネットステッカーといいますかシール
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といいますか、そういうものを作成し、市役所の公用車に取り付けることによって、

これが市内を移動することで、地域パトロールに一役買うといったものであります。

これによって、市民の安全なまちづくりの意識啓蒙が進むと共に犯罪の抑止に繋が

るものと考え、すぐにでも実施していただきたいと考えますがいかがお考えかお尋

ねをいたします。 

次に介護予防についてお尋ねをいたします。 

人間だれしも将来は介護を必要とせずに、いつまでも元気で、いきいきとした生

活が送れることを願っております。又すでに、介護を受けている人は、今の状態を

悪化させないようにと願っていると思います。もし今後、介護を受けることが必要

になった場合には、高齢者の５割が在宅の介護を望んでいるといわれております。 

広域連合の介護保険事業計画の基本理念にも高齢者の自立を支え、地域の連帯と

協働で進める、安心して介護が受けられるまちづくりが定められております。又、

施設サービス利用者に対する、居宅復帰に向けた支援策としては、介護保険施設の

入居者が自宅での介護が可能かどうかを試すために、一時帰宅を実施しているが、

この居宅サービスは保険対象外となることから、これの費用については助成措置を

行っております。これらのことから、施設入所者が在宅復帰を実現していくには本

人が元気になられることはもとより、家族の方の暖かい受け入れや地域の支援体制

の整備が重要なポイントといわれております。 

そこで、お尋ねを致しますが、１０年後には戦後のベビーブームに生まれた世代

の人が６５才になるなど、急速に高齢社会が進むことが明白になっております。あ

わら市においても、今後、介護を要する高齢者が益々増加すると思いますが、今後

の要介護者の数や、その推移、又介護度の改善率について数値をお示し願いたいと

思います。 

さて、高齢化社会という言葉自体、活力のない暗い社会を連想させるものであり

ますが、作家で元、経済企画庁長官の堺屋太一氏は厚生大臣、労働大臣との対談の

中で高齢社会は賑々しい消費社会で、これこそ新しい文化が花咲く世の中、日本に

とってはこれ以上、ありがたいチャンスはないとし、迫り来る超高齢化社会を逆手

の発送で前向きに捉え、人生８０年時代の２１世紀に７０歳まで働くことを選べる

社会を実現し、そのときの幸せを作り出したいと、言っておられますが、介護保険

の問題も老人介護は受けなくてもよく、元気なお年よりで過ごすという方向に切り

替えるといったことも重要なことであり、あわら市が発送の転換をして、模範を示

めす絶好のチャンスとも考えます。いつまでも自分の足で歩きたい、寝たきりには

なりたくないといった、切実な願いにこたえ、介護予防に力を入れるべきであると

思います。 

そこで、要介護にならないための施策として、要支援、要介護の改善に大きな成

果を上げている、パワーリハビリの導入についてお尋ねをいたします。パワーリハ

ビリは日本医科大学の竹口教授が考案したもので、医療用トレーニングマシーンを

使って行うリハビリであります。 
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通常の局所リハビリ、部分的なリハビリとは違って、寝たきりを防止するために

全身のパワーアップを図るトレーニングをする仕法だそうであります。 

東京都世田谷区では２００３年から、パワーリハビリを導入し、参加者の約８０

パーセントが要介護度が改善され、そのうち４５パーセントが要介護認定外となっ

て、自立されたそうであります。又、富山市では、介護保険の現状と課題を把握し、

パワーリハビリ事業の費用対効果を出すなど、導入の根拠が明確に示されている他、

地域ケア体制も整えられるなど、施設入居者で在宅復帰を希望する方々を支援する

とともに、在宅高齢者にかかる家族の費用負担の軽減を目的にパワーリハビリを推

進しているそうであります。 

お聞きした効果につきましては、要介護１と２の方が各６名、要介護３、４の方

が各１名の１４名の方が、３ヶ月間使用した結果、１４名中１１名の方が改善し、

そのうち９名の方が自宅復帰が可能となったとのことであります。このようにパワ

ーリハビリについては大きな効果が実証されておりますが、あわら市においても導

入する価値は極めて高いと考えますが、これの導入によって介護予防に取り組むと

いう考えがあるかどうかお尋ねをいたします。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） 市長。 

○市長（松木幹夫君） 宮崎議員のご質問にお答えいたします。 
１点目の乳幼児の情操教育についてでございますが、乳幼児が健康に育つために

は、身体に栄養を与えるとともに、心にも栄養を与えることが重要であると認識い

たしております。 
このことから、ゆとりをもって健やかに子育てができるよう、親子で本に親しみ、

絵本を通して乳幼児に向かい合うことは、大人にとりましても、心安らぐ、楽しい

子育ての時間と成り得るものと考えております。 
現在、市の子育て支援センター、保育所、幼児園及び幼稚園におきましては、０

歳児から５歳児まで年齢に合った昔話や動物などを取り入れた絵本の読み聞かせ

を行っております。 
一方、市立図書館におきましても、職員とボランティア団体の皆様が絵本の読み

聞かせや紙芝居を開催しているほか、親子のふれあい、子育ての支援活動として、

乳幼児健診などの機会を利用して、図書館職員が出向いて、母と子を対象にした絵

本の読み聞かせも行っております。 
議員ご指摘の「ブックスタート事業」は、いわゆる、出生届時、予防接種時、３

カ月健診時等における乳幼児への絵本等の無料配布、または絵本等の読み聞かせの

ボランティア活動でございますが、県内で実施している福井市や美浜町の事例を参

考にしながら、実施につきましては、今後十分に検討をして参りたいと考えており

ます。 
次に２点目の防犯対策に関するご質問でございますが、長引く景気の低迷も影響

し、犯罪件数は年々増加の一途をたどっており、市民の皆様が安心して暮らせる状
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況が難しくなってきております。 
福井県では、本年４月１日に「福井県安全で安心なまちづくりの推進に関する条

例」を施行し、安全で安心なまちづくりに関する諸施策を推進しているところであ

ります。本市でも本定例会におきまして「あわら市安全で安心なまちづくりの推進

に関する条例」の制定案を上程いたしております。 
この条例では「自らの安全は自らが守る」とういう意識の下に、市、市民及び事

業者が連携、協力しながら、安全で安心なまちづくりを推進することを基本理念と

いたしております。 
また、本年あわら市防犯隊が、県から「あわら市安全安心センター」としての指

定を受け、防犯隊を中心として、各地区へ出向いての防犯に対する講習会等を開催

する予定であります。 

今後は、この条例に基づき、議員ご指摘のような啓発用のステッカーなどの作成

も含め、防犯隊や警察署その他関係機関との連携を図りながら、市民の皆様への防

犯意識の啓発や安全で安心なまちづくりに関する様々な施策を進めて参りたいと

考えておりますのでよろしくお願い申し上げます。 

次に３点目の高齢社会に対する施策についてのご質問ですが、現在、国の試算に

おいては、高齢者人口は、平成３２年まで急速に増加し、その後は概ね安定的に推

移する一方、総人口が減少に転ずることから高齢化率は上昇を続け、平成２７年に

は２６パーセント、平成６２年には３５．７パーセントに達すると見込まれており

ます。 

あわら市の高齢化率は、介護保険制度施行当初の平成１２年４月末では２０．９

３パーセント、平成１６年３月末では２２．８７パーセントと年々上昇を続けてお

ります。 

一方、高齢者人口に占める要介護認定者数も、平成１２年４月末では６９５人、

平成１６年３月末では９５１人と、高齢化率に比例して増加をいたしております。

また、昨年１年間における介護認定更新者につきましては、前回判定したより軽く

変更された人が１２．７パーセント、重く変更された人が２５．８パーセント、変

更なしの人が６１．４パーセントとなっております。 

介護度を軽度にするための施策が必要ではないかとのご質問でございますが、介

護保険制度そのものが介護認定者の認定度を軽くするためものであり、ケアマネー

ジャーが個人個人それぞれにあった自立に向けてのプランを作成し、支援している

ところであります。 

要介護にならないための施策といたしましては、在宅介護支援センター、社会福

祉協議会に事業を委託しての「転倒骨折予防教室」や「生きがい活動支援通所事業」

などを実施いたしており、今後も広く市民の皆様に周知を図って参りたいと考えて

おります。 

そのほか、健康増進及び疾病予防のために各種検診や健康教育など、様々な老人

保健事業に取り組んでいるところであります。 
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パワーリハビリに取り組む考えがないかとのご質問ですが、これにつきましては、

現在、県内では松岡町で実施をしておりますので、その事例、効果等を踏まえなが

ら、今後の課題として取り組んで参りたいと考えておりますのでよろしくお願いを

申し上げます。 
○１３番（宮崎 修君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） １３番、宮崎君。 

○１３番（宮崎 修君） ただ今、ご答弁いただきました。ありがとうございます。 

本市においても、生がい活動支援等のですね、予防介護に取り組んでおられること

でございます。高齢化率、３５．７パーセント、本当にこの、３人に１人という、現

実、これは避けて通れないと思いますし、これをしっかり踏まえてですね、本当にこ

れから、高齢化社会に向けた対応が必要と思います。また、認定者も大幅に、やっぱ

り増えてまいっていますし、軽度の認定者が特に増化していると思います。改善率に

いたっては、１２．７パーセント、これはどのような改善率かちょっとはっきりわか

りませんけれども、逆に２５パーセントの方が悪化しているということでございます。 

本当に数字を見ると、大変な数字であると思います。これらを考え合わせてみます

と、今、あわらが本当に、あわら市が本当に早急に取り組まなければならないことは、

高齢者に介護の手を差し伸べるということは当然のことですけれども、それと同時に、

やっぱり介護の元気なお年よりを作るという方向に、考え方をですね、軌道修正して、

今たしかに、いろんな活動を取り組まれておりますけれども、出来るならば改善率の

高い事業をですね、きちっと調査、研究していただいて、福井県におきましても、４

ヶ所ぐらい取組をしておられると、また、モデル事業としてですね、ちなみに、国、

県からの補助金の出る介護予防、地域支えあい事業という、高齢者筋力向上トレーニ

グ事業というのがありますけれども、私が今申し上げているパワーリハビリというの

も、この事業に適するものだと思います。 

１５年度、昨年一年間でですね、この事業を取り組んでいる自治体が１７５の自治

体がございます。みんな切実にこういう高齢化に対してもですね、思いというものを

各自治体も持っておられます。どうかあわら市も遅れることのなくですね、こういう

事業には即、対応していただきたいなと、また、どういうのが一番改善率の高いもの

かというのも、調査研究していただきたい、このように思いますので、その辺もふま

えてですね、今後、松岡町だけでなく、出来れば本格的に取組をしておられる、パワ

ーリハビリを導入することだけでなくですね、部分的なものでなくて、地域のネット

ワークづくりとかですね、そういう面からの対策を調査研究をしていただきたいと思

いますけれども、その辺のお考えをお示し下さい。 

よろしくお願いします。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 今、宮崎議員の再質問でございますが、議員言われるとおり

でございまして、高齢者の方が生き生きと暮らせるためのパワーリハビリっていう
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んですか、そういったことも踏まえてですね、先進地の事例を参考にしながら、あ

わら市でもできるだけ、そういった寝たきり、あるいは介護の世話にならない、元

気なお年よりになるような施策をですね、研究してまいりたいと思っております。 

また、議員のそういった先進地事例も教えていただきましてですね、担当課の方

でしっかり研究していきたいと思っております。 

よろしくお願い申しあげます。 

○議長（渡邉重夫君） 質問はよろしいですか。答弁もいいですね。 

 

 

◇宮下康彦君 

○議長（渡邉重夫君） 続いて通告順に従い、１４番、宮下康彦君の一般質問を許可

します。 

○１４番（宮下康彦君） １４番、宮下。 

○議長（渡邉重夫君） １４番、宮下君。 

○１４番（宮下康彦君） 台風も接近しているようでございますので、短く質問させ

ていただきますので、短く、中身のある、ご答弁をよろしくお願いいたします。 

議長のお許しをいただきましたので、事前に通告させていただきました事項につ

きまして質問させていただきます。 

長野県、白骨温泉に単を発した、温泉疑惑が全国的に広がりを見せる中、当地芦

原温泉においても、去る８月１５日付けの新聞等にて、温泉不当表示の疑いが報じ

られました。 

温泉関係法令は温泉法が定められており、総理府令の定めるところにより、都道

府県に許認可権があることから、県において疑惑調査が実施されたところでありま

す。結果報告につきましては、いろいろ波紋を呼んでいるところでありますが、先

日、市長自らが陳謝され、今後の市の対応策が示され、信頼回復に向け、取り組ま

れることに、私どもも期待をするところであります。そこで、私はこの場において

は、私なりに今後のあわら温泉の育成についての思いを述べさせていただきます。 

私は、生まれも育ちもあわら温泉の中心地で、幼い頃から温泉と身近に接し、い

ろいろと思いることがあります。特に子供の頃、近くにいて、温泉の掘削工事の時

などは、興味津々で、掘削機が泉脈に届くと、堀士の動きがにわかに慌しくなり、

一瞬、間をおいて、温泉が約１０メートル以上の高さに吹き上がり、回りにいた人

達が拍手喝采をした光景が見られ、温泉場にとっては、温泉の掘削は一大行事とな

っていました。 

そこで、以前に聞いた話では、昭和２３年の福井大震災前までは、吹き上がった

温泉がいつまでも弱まることがなかったそうです。地震を堺に湧出量が減少してき

たことから、芦原温泉泉源保護協会規約にて、泉源の数を４５本と制限し、掘削の

深さは９１メートル、その他、動力、管の太さなど、詳細にわたり、規制し、泉源

保護対策が講じられていますが、今では温泉が吹き上がるような現象はなく、湯量
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が少なくなってきているのが現実のようであります。 

しかしながら、このような現象と半比例するように、温泉施設は大型化し、温泉

街も拡大化し、今日の温泉表示疑惑が生じた一因となっているように思われます。 

このような事態が発生したことに、市長も大変気苦労なさっていることとお察し

するところであります。 

ところで、市長もご存知のように、平成１４年、当時芦原町と金津町において合

併協議が進められている中、新市における新市将来構想、新市建設計画策定に係わ

る住民意識調査が両町住民より、無作為にて千人づつ、計２千人を抽出し、実施さ

れ、設問８において、｢あなたは芦原町と金津町が合併した場合、今後のまちづく

りを進める上で、特に生かすべき資源は何んだと思いますか｣の問いかけに、芦原

温泉が一番にランクされ、集計全体の７１．７パーセント。両町別では芦原町７４．

８パーセント、金津町６８．８パーセントとなっており、男女別、年代別ともに上

位を占めています。この調査結果からも、温泉はあわら市民にとりましても貴重な

資源であり、他の市町村にはない貴重な財産であります。 

そこで、市長にお尋ねいたします。今回の忌まわしい事態を、払拭する、信頼回

復を図ると共に、将来においても芦原温泉が脈々と途絶えることなく、全国の人達

に、湯量豊かで、良質な温泉が提供でき、いやしと安らぎを与え、その地に住まい

する人達に、繁栄をもたらすよう、この機に抜本的な湯脈調査といいますか、泉脈

調査を実施すべきと考えていますが、市長のお考えをお聞かせくださいますよう、

お願いいたしまして、この場での質問を終わります。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 宮下議員のご質問にお答えいたします。 
芦原温泉では、議員ご指摘のとおり、温泉資源の保護を目的に、保護区域が設定

され、公認泉井が７４本に限定されてるほか、井戸の掘削深度や自噴のための管の

口径、動力装置の能力など厳しい制限が設定されております。 
この一方で、昭和５０年代後半から、旅館の郊外進出と大型化が進み、近年の観

光客の温泉に対するニーズの多様化に伴い、各旅館では大型浴槽や露天風呂をはじ

め、趣向を凝らした個性のある浴場を競って整備いたしております。 
また、先月県による温泉施設調査が実施され、温泉を利用していない施設が温泉

のような表示をしていたとして、４施設が改善指導を受けております。さらに、１

４軒の宿泊施設が温泉を利用していない現状となっております。 
芦原温泉は、明治１６年の開湯以来、福井県唯一の温泉観光地として発展し、現

在では、年間１００万人余りの宿泊観光客が訪れる本市の基幹産業であります。 
この芦原温泉の、不名誉な事態に対しましては、観光団体と一体となって、一日

も早い信頼回復に向けた施策を確実に実施する一方、あわら市民の貴重な財産であ

り、観光産業を支える資源である温泉の厳正な管理と有効利用を一層促進するとと

もに、将来にわたって安定的に確保する方策として、議員ご指摘の湯脈調査も含め、
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真剣に検討していかなければならないと痛感しているところであります。 
なお、この湯脈調査には、多額の費用を要するものであり、県の支援が受けられ

るよう要望するとともに、泉源保護協会など関係団体とも十分協議し、取り組んで

参りたいと考えておりますのでよろしくお願いを申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

◎散会の宣告 

○議長（渡邉重夫君） これをもって、本日の会議を終了いたします。 

尚、翌８日は、午前９時３０分から会議を開きます。 

本日は、これにて散会します。 

（午後 15時 42 分） 

 

 

 

 

地方自治法第１２３条の規定により署名する 

 

平成１６年 ９月  日 

議  長 

 

署名議員 

 

署名議員 
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◎会議成立宣言 

○議長（渡邉重夫君） おはようございます。はじめさせていただきます。 

ただいまの出席議員は、３２人です。 

大幸幸一君は、欠席の届けが出ております。 

永井隆市君は、遅刻しております。 

定足に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

○議長（渡邉重夫君） 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

（午前 9時 30 分） 

 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（渡邉重夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、７番、谷川光雄君、

８番、丸谷浩二君の両名を指名します。 

 

 

◎一般質問 

○議長（渡邉重夫君） 日程第２、一般質問を行います。 

 

 

◇田島ちゑ子君 

○議長（渡邉重夫君） 一般質問は、通告順に従い、２５番、田島ちゑ子君の一般質

問を許可します。 

○２５番（田島ちゑ子君） 議長、２５番、田島。 

○議長（渡邉重夫君） ２５番、田島君。 

○２５番（田島ちゑ子君） おはようございます。 

ただ今から、通告順に従い、日本共産党の田島ちゑ子、二つの質問に入ります。 

第１点目は、中高一貫教育について、質問をいたします。 

今日、学校教育の現場はいじめによる不登校や、子供達が荒れて、学級が崩壊す

るなど、全国的に深刻な状況となっております。 

そういう背景の中で、文部科学省は全国に中高一貫教育を５００校造る構想を打

出しました。当あわら市においても、市長は県の要請を受けて、中高一貫教育を推

進するための整備を約束いたしております。 

金津中学校や芦原中学校へ就学する生徒の中から、よりすぐれた子供を選別し、

あわら市、唯一の県立高校である、金津高校との中高一貫教育を図ろうとするもの

でございます。その理由として、金津高校に優秀な生徒を留めるためと説明してい

ますが、児童生徒が志望する高校を強制的に金津高校に制限することになります。

小学校を経て、中学校に入学するや否や、できる子とできな子の差別と選別が行わ

れます。成長期の感受性の強い子供達の心をゆがめかねません。 
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義務教育は全ての子供が平等に、人間として大切にされ、基礎的な学力を保証さ

れなければなりません。選抜競争を煽るエリート教育を押し進めるのでなく、楽し

く、学べる、学校にすることこそ、義務教育の重要な義務ではないでしょうか。 

県は去る、９月２日、中高一貫校導入に関する、研究会議を開き、検討案を示し

ています。しかし、推進検討委員会の資料によりますと、導入は決定したけれども、

研究期間中に困難な場合には、取り消しも有りうると、この資料の中に明記されて

おります。教育現場では、中高一貫教育に疑問を持つ教師も多いと聞いていますの

で、あわら市の研究会議で十分検討していただきたいと思います。 

どの様に考えておられるか、お答えをお願いいたします。 

第２点目は、あわら市の防災計画について市の取り組み状況を正したいと思いま

す。 

７月の福井豪雨、８月の美浜原発事故、９月５日、つい先ごろですが、２度に渡

る体に感じる地震など、市民の命や財産を災害から守る対策が、いかに重要かとい

うことを感じさせられた年はなかったかと思います。災害は忘れた頃にやってくる、

災害が発生した時の緊急対策が、大変気になります。 

既存の市の施設、保育所、幼稚園、小中学校、公民館、福祉施設、市営住宅、ま

た河川にかかる橋りょうなど、耐震診断やライフラインの強化の再点検が今ほど求

められているときはないかと思います。また、市民の避難場所が指定されておりま

すけれども、必ずしも安全とは言えない面があります。 

私は旧金津町議会でも災害に強い町づくりについて、幾度となく取り上げて、繰

り返し質問し、指摘してまいりました。あわら市としての防災計画書の策定、危険

箇所や避難場所を示した、ハザードマップの策定など、市民への広報活動はどうな

っているのか、このことが気がかりになっております。 

以上２つの点について、市のお考えをご答弁くださりますことをよろしくお願い

いたします。 

○教育長（児島博光君） 議長、教育長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、教育長。 

○教育長（児島博光君） 田島議員のご質問にお答えしたいと思います。 

１点目の中高一貫教育についてお答えいたします。 

ご質問の要点がいくつかございますので、分けてお答えいたします。第１点とし

まして、「この制度は一部のエリート教育を行うのではないか」また「子供たちの

間に、心のゆがみを生じないか」などのことが心配だ、とのご質問でございますが、

これまで、７月から８月にかけて４回、あわら市における中高一貫教育の実践研究

委員会を開催いたしております。 

その内容は、中高一貫教育の研究に対する考え方、対象範囲、具体的方法、今後

の課題等であります。研究を進めて行く中で、当然メリット、デメリットも洗い出

しながら比較検討しておりますので、議員ご指摘のことも話題になっており、重要

な課題であると認識いたしております。 
そもそも、この制度の導入は、国が中央教育審議会の「２１世紀を展望した我が

国の教育の在り方について」の提言を受け、県においても県高等学校教育問題協議

会で検討し、生徒に「早くから将来を見据え、目的意識を持たせること」「計画的・

継続的な指導を行うこと」さらに、「特定の地域や高校へ、受験生が集中しないこ
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と」を主眼に、この制度の導入に踏み切ったものであります。 
今日、中学校を卒業した生徒のほとんどが高校へ進学する中で、進路に対する意

識の虚弱さや就職に対する考え方の甘さなどから、ミスマッチが生じる場合が出て

おります。現在、実践研究会では、この点についても研究をいたしておりますが、

進路指導の早期取り組みにより、指導して参りたいと考えております。 
また、福井市内の高校へ進学を希望する生徒も多くなっており、少子化が進む中、

地域の学校の存在そのものが問われております。あわら市といたしましても、金津

高校へいつまでも地元の多くの生徒が志望してくれることが、地域活性化の観点か

らも必要であり、そのためには、学校に特色を持たせ、魅力的な高校として育って

くれることが必要であります。その意味からも、地元として支援が必要と考えてお

り、最善の努力をして行きたいと考えております。 
もとより、新しい制度の導入には、心配や危惧がつきものであります。ご指摘の

点は実践研究会でも検討されており、ＰＴＡの皆様とも懇談を行っているところで

あります。 
具体的には、制度の緩やかな導入、早期の進路指導を取り入れ、明確な目的意識

が学校全体に波及し、全生徒がいきいきと学校生活を送れるよう、研究を進めてお

ります。そして、このことが教育活性化の基点となるようにして参りたいと考えて

おります。 
２点目の「皆さんの同意が得られない場合」のことでございますが、この点につ

きましては、教育委員会といたしまして、研究成果をふまえ、慎重に判断し、市長

に報告したいと考えております。 
以上で答弁をおわります。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 田島議員の２点目のご質問にお答えを申し上げます。 

防災体制に関するご質問でございますが、あわら市では、現在災害時における拠

点避難場所といたしまして、２２カ所の施設を指定いたしております。 

耐震性に関してまして申し上げますと、平成７年に起こった阪神淡路大震災後に

建築基準法が改正され、それ以後に建築されました耐震性のある施設で拠点避難場

所に指定されていますのは、細呂木小学校とトリムパークかなづ体育館の２カ所で

あります。 

これらの２施設以外の拠点避難場所の耐震性につきましては、必ずしも十分なも

のではない状況にあります。今後、これらの施設の耐震性確保について、関係機関

と協議をしながらその方向性を検討して参りたいと考えています。 

また、関山議員のご質問でも申し上げましたように、災害には様々な種類がござ

いますので、災害の種類によっては、現在の避難場所が使用できないようなケース

も想定されるものでございます。 

現在、策定作業を進めております地域防災計画において、避難場所の安全性の確
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保を十分検討して参りたいと考えておりますのでよろしくお願いを申し上げます。 

○２５番（田島ちゑ子君） 議長、２５番、田島。 

○議長（渡邉重夫君） ２５番、田島君。 

○２５番（田島ちゑ子君） 今ほどは、教育長さん並びに、市長さんから、ご答弁を

いただきました。しかし、付け加えて申し上げたいことがございますので、１点目

の中高一貫教育についての再質問をさせていただきます。 

本来、市長さんから中高一貫教育は県から受けてきたのは市長さんですので、市

長さんからご答弁いただけるのかなと思っておりましたけれども、それは一番よく

身近に感じておられる、教育長さんということで受止めたいと思っております。 

教育委員会から中高一貫教育について推進の形を取る部分もあるけれども、検討

中であるというとの答えもございましたので、今後の研究会での十分な議論はお願

いしたいと思っております。先に申しましたように、中高一貫教育は成績のよい子

だけを中心とした教育は、これは先のことが見えますけれども、生徒間に溝を作り

まして、また、選ばれた子の志望高校の選択を狭めるということなどもなってくる

んじゃないかという点では、非常に弊害が多いと思いますので、あえて申し上げた

いと思っております。 

国は、義務教育の国庫負担制度の廃止を計画するなど、教育にお金を出さずに、

改定、教育改革プログラム等の名前を称しまして、教育に中身に口を出すことに今、

政府は熱中しているように、私は受け取っております。この事を教育委員会では十

分認識されているということと思っております。ですから、文部科学省の背景で研

究所員の調査などの報告書を見ますとですね、９０パーセントの校長や教員が政府

の教育改革は現場の実態とかみ合っていないと、そういうふうに回答しているとい

うことも聞かされております。 

父母や子供、また、教職員、住民が中心となった地域が発信する、また、学校が

発信する教育改革、このことが求められているんじゃないかと、必要じゃないかと、

いうふうに思っております。 

今、あわら市がやらなければならないことは、生徒の基礎的な学力の確保や市民

的なモラルの教育、高校へ行っても九九、掛け算が出来ない、こういう生徒さんも

おられると現場の先生に聞いております。また、非常に目に余るモラルの欠けた学

生さんがおられるとか、そういうモラルの教育、競争と管理のない教育改革、この

ことが今、大切なことじゃないかなというふうに思っております。 

答弁では前向きに進めたいと、研究成果も踏まえてとございますので、将来の教

育に禍根を残さない、責任ある答弁を再度求めたいなと思っておりますのでよろし

くお願いいたします。 

○教育長（児島博光君） 議長、教育長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、教育長。 

○教育長（児島博光君） 再度の質問にお答えしたいと思います。 

今現在、実践研究会ではＰＴＡの代表者、教員の代表者、しかも母親の代表者も



 71 

加わって、相当な議論を深めております。その中で、今、ご指摘の将来の教育に禍

根を残さないということも考えまして、しっかりやっていきたいと思っております。 

この実践研究会の意見や結果を大切にしていきたいと思っております。 

○２５番（田島ちゑ子君） 議長、２５番、田島。 

○議長（渡邉重夫君） ２５番、田島君。 

○２５番（田島ちゑ子君） 今ほど、父母や子供達、ＰＴＡの方々と実践研究会の中

で十分議論をしてということでございますので、よく議論していただくことを強く

お願いしてこの問題は終わります。 

２点目の防災計画についてでございますが、先ほど避難場所とか、そういう問題

が現在、適切でない所とか、あるとかというような答弁がございました。 

先だっての福井豪雨で美山町の避難場所のライフラインの電気とか水道が使え

なくて、非難した住民が新たな避難所へヘリコプターで移動したという、テレビで

報道されましたけれども、そういう例がございます。私は福井市の豪雨災害の時に、

福井市のみのり地区の親戚の後かたずけを手伝いに行きました。その地区は、床上

１メートルの浸水がありまして、この地区は避難所が小高いところの公民館でした

ので、これが浸水いたしまして、浸水で使えない、住民の方々は胸元近くまでの泥

水の中を命かながら、新たな避難所である、元工業高校であるところまで非難した

ということでございます。 

ですから想像を絶する状況だったように思われます。以上の私が例として上げま

したけれども、指定された避難所が避難所として役に立たない場合があります。市

長さんも先ほどおっしゃられたように、実際、使えないと言うような、災害の種類

によっては使えないというような現実が起こりうるということが想定されます。 

あわら市の避難所のひとつに、特に私心配なのは、子供達が通っております金津

中学校の体育館です。これは以前から、ずっと大改修が必要とされながら、今だ手

付かずの状況で、何ら手を付けてない。大改修すべきと、耐震にも弱いと、いうよ

うなことで手付かずの状態が非常に気になっております。 

市長は合併の説明会場で金津中学校の大改修、また、非常に老朽化された芦原中

学校の改築、これを市民のみなさんに、合併をしたら何とかしましょうというよう

なお約束をしてると思うんです。合併すればと先延ばしされてきたいろいろな、例

えばこの中学と今、私、申しましたけれども、実施計画を実行できないということ

は非常に市民に対しては、非常に申し訳ないことになるんじゃないかなというふう

に思っておりますので、一日も早い事業実施、予算の関係もございますでしょうけ

ども、この事業実施を私は望んでやみません。 

避難所として指定されている中学校の大改修と、芦原中学校の改築の時期がいつ

になるんだろうかなということも非常に気になっておりますので、このことは私個

人だけじゃなくて、市民の多くの皆さんが望んでおりますので、その時期を再質問

の中で明らかにしていただきたいなと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 
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○議長（渡邉重夫君） 市長。 

○市長（松木幹夫君） 田島議員の再度の質問でございますが、今ほど申し上げまし

たように、災害はいろいろな種類がございまして、拠点施設が間に合わない、役に

立たないところもあると思います。 

それと、どこの自治体も同じでしょうけれども、平成７年から、基準法が変わりま

して、非常にそういったことで、避難場所にふさわしくないところがたくさんある

っていうことでございます。今後ともその辺につきましては、見直しを進めながら

やっていきたいと考えております。 

今ほどの、中学校、避難場所になっております金津中学校、芦原中学校につきま

しでございますが、合併につきまして、この芦原中学校あるいは金津中学校の体育

館につきましては、喫緊の課題であるということで早急に取り組んでいきたいとい

うお話をいたしておりますが、これにつきましては、もう少し議論がいるところで

はないかと、そのように思っております。 

今後、もう少し皆さんと詰めながらですね、お話を進めて行きたいと考えており

ますのでよろしくお願い申し上げます。 

○２５番（田島ちゑ子君） ２５番、田島。 

○議長（渡邉重夫君） ２５番、田島君。 

○２５番（田島ちゑ子君） 今ほどは、非常に市の事情が、著しく苦しい財政状況が

あると伺えますので、議論は早急に重ねていただいて、市民の皆さんに早く、良い

方向付けを見せていただきたいなということをお願いいたしまして、私の質問を終

わらせていただきます。 

ありがとうございました。 

○議長（渡邉重夫君） 答弁いいですね。 

田島議員、答弁いいですね。 

 

 

◇北島 登君 

○議長（渡邉重夫君） 続いて通告順に従い、１番、北島 登君の一般質問を許可し

ます。 

○１番（北島 登君） 議長、１番、北島 登。 

○議長（渡邉重夫君） １番、北島君。 

○１番（北島 登君） １番、北島 登、通告順に従いまして、一般質問をさせてい

ただきます。よろしくお願い申し上げます。 
３月１日に合併し、早くも半年の月日が流れましが、未だに新市特有の立ち上げ

や記念事業等のすり合せ等の業務に追われ、そして、通常業務をスキルでこなすと

いうような、ハードスケジュールの日々を送っているかと思います。 

市長をはじめ、全職員の皆様には、まだまだご苦労は絶えないとは思いますが、

あわら市民の幸せのため、ご活躍いただきたいと思います。 
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それでは、質問に入らさせていただきます。 

地方分権によって、地方自治体の課税自主権の拡大し、三位一体の改革によって、

国から地方への財源の移譲、国庫補助金の削減、地方交付税の見直しと、市民にと

っての不安材料は多くあります。 

あわら市においても、合併によって財源の確保に努めているも、減少傾向である

ことは紛れもない事実です。地方分権により、独立の自治体にされ、地域の自発性

と活力化を実現することが求められています。そして、その地域にあった自由な発

送の住民参加が必要だと考えます。 

アブラハム・リンカーンの有名な一節に｢人民の人民による人民のための政治｣と

言っており、そして、人々が政治参加によって公共心に富、優れた民主的市民に成

長すると言われております。また、より多くの政治参加者に支えれれた政治はより

良い民主主義ということになります。 

次に問題になってくるのは、市民一人一人の自発性と公共性の精神、パブリック

スピリットの掘り起こしではないでしょうか。何かことを起そうとすると、役所は

何をしてくれるのか、お金はいくら出す、というような風潮があるように思います。

そこで大切なことは、お互いの立場の原点に帰ることであります。役所は運営に関

する基本的な事項や、責務を果たし、市民は権利、義務を明確にし、協働によるま

ちのルールづくりをおこなっていくことです。 

行政側が多くの情報を多くの方法で、市民に伝え、汲み上がってきた民意を、新

市のまちづくりに生かしていくこと、いわゆるパブリックコメントであります。恵

まれていることに、あわら市は合併のときは住民アンケート、また、新幹線の意識

調査、そして、あわら市役所のホームページでは、市民会議室やあわら市意見箱を

設け、より多くの意見を反映するようになっております。 

そこで、パブリックコメントやボトムアップにも積極的な市長にお伺いいたしま

す。市民が行政に参加することについて、どのように考えておられるかお伺いしま

す。 

市民が行政に参加するには、現在よりも一歩進んだ情報公開や、情報の発信が不

可欠になると思います。情報が少ないと、４月の広報あわらで市長がおっしゃって

いる、市民の皆様がまちづくりに参画するしくみとなる、パブリックコメント制度

が狭い範囲で片寄ったことになると思うのですがいかがでしょうか。 

１９９７年に大阪、箕面市で初めて、市民参加条例が制定されて以来、全国各地

にその動きは広がり、２００４年３月末現在で１９の自治体が条例を制定され、近

くの市では宝塚市や石川県の羽咋市で制定されています。更に１０近い自治体が制

定に向けて取り組んでいます。２００４年１月１日に施行された、和光市市民参加

条例は、市民政策提案手続きが出き、完成度が高いと言われています。 

あわら市は重大な案件や課題を抱えています。これからは市民と行政がパートナ

ーとして協力しあう、市民参加条例の制定を強く要望しますが、いかがでしょうか。 

理事者各位の誠意ある、具体的な答弁をお願いいたします。 
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これで１回目の質問とさせていただきます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 北島議員のご質問にお答えいたします。 

地方分権時代に積極的に対応し、地域の個性を生かしたまちづくりを推進してい

くためには、行政の説明責任を明らかに、市民との連携、協働関係を築き上げるこ

とが必要であります。 

また、政策の策定に市民が参画する機会を創出することを通して、市民の多様な

意見を施策に反映していくことが重要となっております。 

こうした時代のニーズを背景として、行政活動に対する市民の参加方法などにつ

いて規定した市民参加条例は、平成９年に、議員ご指摘のように、大阪府箕面市で

制定されたのを皮切りに、これまで全国で十数の市や町で制定、施行されていると

聞き及んでおります。 

市民参加のまちづくりにつきましては、新市建設計画におきましても、施策の重

要な柱と位置づけ、現在、市長室政策調整課において、その方法等の調査研究を行

っているところであります。 

本年度から策定作業に着手いたします「あわら市総合振興計画」の具体案をまと

めるための策定委員会には、市民の皆様による公募委員の参画を予定しているとこ

ろであります。また、総合振興計画の案がまとまった時点でのパブリックコメント

手続きも当然とるべき必要があると考えております。 

このように、市民参加のまちづくりを進める上では、条例の制定が必ずしも必要

条件ではございませんが、市民との協働のまちづくりを進めるという、あわら市の

考え方や方針を市民の皆様に明らかにし、内外に広くアピールするためには、市民

参加条例を制定することは非常に有効な手段であり、今後条例制定に向けた調査、

研究を進めて参りたいと考えておりますのでよろしくお願いを申し上げます。 

○１番（北島 登君） 議長。 

○議長（渡邉重夫君） １番、北島君。 

○１番（北島 登君） １番、北島、再質問をさせていただきます。 
本年度はあわら市誕生記念式典やイベント、祭りと大成功を収めました。しかし、

今年度以降は予算的にも厳しく、低コストで最大の効果を上げるためには、市民の

協力が絶対条件になると考えます。 

透明性の高い、風通しの良い、将来のあわら市になるために、多くの市民が、多

くの分野に参加し、活力を生かし、納得いくまちづくりができ、市の活性化にも繋

がる、活動しやすい方法をとっていくには条例以外に、どのような方法が考えられ

るかお伺いしたいと思います。 

○副市長（坪田雅一君） 議長、副市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、副市長。 

○副市長（坪田雅一君） 北島議員の再質問にお答えをいたします。 
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市のイベントなどにより、効果的に運営し、成功へと導くためには、議員ご指摘

のように、市民の積極的な参加と協力を欠くことはできなと認識をいたしておりま

す。 

ご承知のようにあわら温泉開湯１２０周年祭や観月の夕べなど、今年度行ってき

ましたイベントでも各種関係団体の皆さんと共に、駐車場整備やあかりばやしの企

画運営といった、ボランティアとして多くの市民の皆さんのご協力をいただいてき

たところであります。おかげさまで今年度行ってきましたイベントは、いずれも成

功を収めたと考えております。 

まちづくりは人づくりであると申します。市といたしましては、行政指導のまち

づくりではなく、市民の皆さんが中心となったまちづくりを進めるため、今後もま

ちづくりに意欲的、かつ、積極的な市民のみなさんを応援するとともに、こうした

市民の皆さんのご意見を各種施策に取り入れて参りたいと考えているところでご

ざいます。 

そのためにも、先ほど市長が申し上げましたように、行政と市民との協働の待ち

づくりを進めるため、市民参加条例の調査研究と合せまして、パブリックコメント

の実施、あるいはホームページの効果的な運営など、市民の皆さんが市政に対しま

していろいろなアイディアやご意見をいただけるような環境づくりと施策を進め

てまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（渡邉重夫君） もう、いいですか。 

 

 

◇海老田州夫君 

○議長（渡邉重夫君） 続いて通告順に従い、１８番、海老田州夫君の一般質問を許

可します。 

○１８番（海老田州夫君） 議長、１８番、海老田。 

○議長（渡邉重夫君） １８番、海老田君。 

○１８番（海老田州夫君） 通告制に基づき、１８番、海老田州夫が最後の一般質問

をさせていただきます。 
最初にお断りをしておきますが、今回私が最後の質問者でございますので、今ま

でになされました各議員の質問と重複する部分があるかと思われますが、理事者の

方では適正なるご回答をお願いいたしたいと思います。 

今年、３月１日にあわら市が誕生してから、早６ヶ月を経過いたしておるところ

でございます。市長は４月の市長選の立候補に際し、｢ゆうゆうと、人が輝く、い

やしと創作のまち｣をテーマに豊かな環境の創造、希望のある未来の創造、快適な

生活の創造と３つの創造を構築し、詳細部分の公約では、市民と協働のまちづくり、

健康福祉の充実、その中にあって、高齢者と障害者に手厚い施策を講じるとうたっ

ております。 

そこで、質問に入らせていただきます。私の第１問の質問でございますが、職員

の定員適正化についてでございます。この質問は６月の一般質問でもございました。

私は行財政改革特別委員会に所属をしておる関係上、その中身についてお尋ねをし
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たいと思います。 

先ほど申し上げたとおり、今年３月１日に旧芦原町と旧金津町が合併をいたして

おります。今更申し上げるまでもなく、合併の最大の目標は危機的な財政をいかに

立て直すかにつきると思うわけでございます。その財政を立て直す一番の効果は人

件費の削減であるということであります。 

合併協議会の試算では、四役、議会議員、農業委員、その他法令に基づく、設置

された行政委員等の削減によりまして、削減経費は年間で８,７００万円と試算を

されてございます。この試算については今年度からすでに実行されており、ただ、

議会議員につきましては、来年度の６月の改選というこになってございます。 

あと、職員の削減経費でございます。この試算については、１０年間で９２人減

の１３億８,６００万円と試算をされてございます。先ほど私が申し上げましたよ

うに、私、行財政改革特別委員会に所属してございますので、その委員会での説明

では、５年後の平成２１年度で６３人減員いたしまして、３１８人とし、それ以降

２１年以降の数字については、削減がなされておりません。 

そこで、お尋ねをしたいのですが、期間については、確かに合併協議会の１０年

から見ますと、５年間ということで、半減になってございます。しかし、削減人数

については大幅に下回ってございます。その意味から、早期希望退職制度などを利

用いたしまして、５年間の計画を財政状況等を見ながら、３年間ぐらいでの計画に

変更ができないか。そうすることが、いわゆる合併協議会のときに市民に情報伝達

してあります、その人数にどうしても近ずけていかなければならないのではないか

というふうに思うわけでございます。 

次に、２番目の質問に入らせていただきます。 

冒頭に申し上げました市長の選挙公約にもあります、高齢者や障害者に手厚い背

策を講じるとの公約に、相反する施策がなされておるように思われます。 

我が国の人口総数に占める、６５歳以上の高齢化率は、欧米諸国にも例を見ない

ほどの急激なもので、２０１０年には２２パーセントまで上昇し、その後も３５パ

ーセント程度まで上昇し続けると推計されております。 

高齢化時代に入り、医療、介護費用等が増加するにつれて、社会保障給付は急激

に拡大すると予想をされます。老人医療費の増加は、毎年６パーセントの伸びで医

療費全体の３５パーセントにまで達しております。こうした現状を踏まえ、医療、

介護費用の削減はもとより、高齢者のいやしと健康で長生きをしてもらうことが重

要と考えます。 

そこで、本題に戻りますが、平成１５年度の決算で申し上げますと、この福祉バ

ス利用をいたしまして、余熱館に入場された人数は、４,１０５人で、補助金額は

わずかの７３,８９０円でございます。 

高齢者の方々から、合併をしてよいことは何も見えてこないが、弱い物いじめの

悪いことだけが目に付くと、不平不満の声がまちのあちこちで聞こえてきます。市

長は、そのことを真摯に受止め、ぜひこの制度の復活をお願いするものでございま
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す。 

明確なる回答をお願いいたします。 

第１問の質問を終わらせていただきます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 海老田議員のご質問にお答えします。 
１点目の職員の定員適正化に関するご質問でございますが、先の６月のご質問で

もお答えいたしましたとおり、新市建設計画における職員の削減計画では、平成１

４年４月に比べまして平成２５年４月時点では、職員数を９２人削減し、総数で３

１８人とすることを目標といたしております。 
この目標人員につきましては、あくまでも合併前の計画であり、今後の事務事業

の見直しや定員適正化計画の中では多少増減することもあるものと考えておりま

す。このような中、人員削減を早期に実施すべきではとの議員のご質問ですが、私

としましても、事務事業の見直しを行うとともに、早期希望退職制度の活用などに

より、速やかに定員の適正化を図るよう努力して参りたいと考えております。 
２点目の福祉バスに関するご質問にお答えをいたします。 

議員もご承知のとおり、平成１２年７月１０日から高齢者や身体障害者の交通弱

者を対象に、市内の公共施設を利用するための交通手段として、福祉バスを運行し

ているところであります。 

この福祉バス利用者に対しての余熱館入場利用券の割引制度でありますが、議員

ご指摘の福祉バス利用者の余熱館入場利用券につきましては、余熱館の利用促進を

図る目的ではなくて、福祉バス利用促進のために、利用者の多い余熱館の入場券を

販売したことがその導入の経緯であります。 

福祉バスも高齢者の皆さんなどに親しまれ、利用されて参りましたが、それと同

時に余熱館入場利用の割引券購入者が、必ずしも福祉バスを利用せずに、自家用車

で余熱館を利用するといった実態もあり、また、福祉バスは旧金津町の区域でしか

運行していないために、合併を契機に余熱館入場利用券の販売割引制度を廃止した

ところであります。 

今後は、福祉バスに替えまして、市内全域を対象としたコミュニティバスの運行

を検討して参りますが、これに併せまして、ご質問の余熱館をはじめ、市内公共施

設利用の便宜措置につきましても、十分検討をして参りたいと考えておりますので

よろしくお願いを申し上げます。 

○１８番（海老田州夫君） 議長、１８番、海老田。 

○議長（渡邉重夫君） １８番、海老田州夫君。 

○１８番（海老田州夫君） ただ今の、第一問の質問につきまして、再質問をさせて

いただきます。 
先ほど、早期希望退職制度などを利用して、職員の削減ということを申し上げま

したが、当然のことながら、ただ単に職員を減らせばよいというものではないと思
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います。 
人事管理システムを強化して、能力、実績を重視した、勤務評価体制を強力に推

し進めながら、適正な人員削減を図らなければならないというこては言うまでもな

いと思います。 
そこで、旧金津町の早期希望退職者制度というものを活用いたしまして、先ほど

から市長の答弁でもありましたように、合併の当時の９２名の削減と、このことが

いわゆる市民の中に浸透してるわけでございます。ですから９２人削減ということ

につけての努力ということが必要ではないのかなという気がするわけでございま

す。 
そうすると、この９２人を削減しようとすることになりますと、早期希望退職制

度を利用した場合に、どれくらいの一時的な費用がかさんでくるか、いわゆる希望

退職でやるというこになれば、通常の退職金よりも上積みされるというようなこと

で、そのことが担当課の方で、わかれば教えていただきたいなと思うわけでござい

ます。 
○総務部長（伊藤清明君） 議長、総務部長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、総務部長。 

○総務部長（伊藤清明君） 海老田議員の再質問にお答えをさせていただきたいと思

います。 

旧金津町におきましては、優遇措置といたしまして、早期退職に対する特別退職

手当ての加算制度がありました。こらは５６歳を基準にいたしまして、退職金に上

乗せをするという、単独の制度でありました。 

例で申しますと、退職金が２千万の場合には、勤続３５年でありますと、だいた

い２千万程度ということで考えられますので、２パーセント加算ということでの、

一人当たり退職金４０万円の上乗せ措置になるという状況でございます。 

そういうことで、この基準は５６歳から５０歳までということで、年々２パーセ

ント加算するということで、５０歳で止められた場合には１４パーセントの加算と、

こういう制度でございました。 

また、合せまして全国均等とは言わないんですけれども、退職時に特別昇給制度

という制度がありました。これにつきましては旧芦原町も導入していたわけですけ

れども、退職時において３号棒の特別昇給をおこなうこういう制度でございまして、

これもだいたい３号特昇とした場合には、７０万程度の加算になったかなと、いう

ふうに思っています。 

そういうことで、従来の金津町の優遇措置をそのまま導入した場合、先ほど申し

ましたように、一人当たり１０万程度の加算になると、こういうふうに考えられて

おりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○１８番（海老田州夫君） 議長、１８番、海老田。 

○議長（渡邉重夫君） １８番、海老田州夫君。 

○１８番（海老田州夫君） ただ今、部長の方から、だいたい目標の削減をすると１
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１０万ぐらいの金額が必要であろうかと言うような回答でありました。 
金額にして１１０万ということであれば、当然のことながら、先ほど５年間の目

標を３年間、あるいは、これをもっと短縮してできるのではないかなという気がい

たしますので、ひとつ、その方向に向けまして、取り組んでいただきたいなと思う

わけでございます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 今の、総務部長の答弁と違いますので、答弁を申し上げたい

と思います。 

今ほどの、旧金津町、旧芦原町の時代には、総務部長が言われたとおりでござい

ますが、新しい市につきましては、今のところ、そういった優遇措置は考えており

ません。従いまして、早期退職制度というのは、市民の皆さんに対しまして、理解

を求めるのは非常に難しいということで、早期にやめられても加算金はしないとい

うことに今なっております。 

特昇につきましては、多少、今検討をいたしておりますけれども、旧芦原町の方

に合せるということで、そういったことにしたいと今、思っておりますので、先ほ

ど答弁とちょっと内容が異なっておりますけれども、それで早期の退職制度は募集

はしていきたいと考えておりますけれども、一日も早く、適正規模には持って行き

たいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○１８番（海老田州夫君） 議長、１８番、海老田。 

○議長（渡邉重夫君） １８番、海老田州夫君。 

○１８番（海老田州夫君） 市長にちょっとお尋ねしますが、第一問の質問が３問終

わったわけですが、今、市長が答弁いたしましたのでよろしいですか。 

○議長（渡邉重夫君） はいどうぞ、やって下さい。 

○１８番（海老田州夫君） それでは、ただ今、第一問の質問に戻らせていただきま

す。 

市長の答弁では、旧金津町にありました、いわゆる早期希望退職制度が合併後無

くなったということで、希望退職はやるけれども、いわゆる退職金の割増はないん

だということになりますと、先ほど来の私の一番の問題、この９２人の人員の削減

ということが、非常に難しくなってくるんじゃないかという気がしますが、そのと

ころは行政改革委員会でも上がったように、人数がそれよりも非常に、当初の９２

人よりも、少なくなって６３人というこういう計画を変更できないというようなこ

とになるのではないかなと、私は心配をするんですが、市長のもう一回のご答弁を

お願いしたいなと思います。 

どういうふうにしてその削減、近ずけるかという方法論をひとつお聞きしたいな

と思うわけでございます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 
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○市長（松木幹夫君） どういう具合にって、自然退職以外に方法はないわけでござ

いますが、この前の行財政改革特別委員会でも申し上げましたように、その間には、

新しい新規の採用を見送って、だきるだけ早い時期に達成をしていきたいと。だい

たいこう今試算をしますと、４年ぐらいでできるのではないかと考えております。 

旧金津町時代に、職員の皆さんにも新しい新市になって、そういう優遇制度は難

しいとお話をさせていただきましたので、合併前にやめられた方も、そういった制

度を利用してですね、やめられた方もおりますので、実際には９２人から現在、か

なり減っていると思いますので、先ほど申し上げましたように、３年から４年にか

けて達成できるんではないかなと思っておりますのでよろしくお願いを申しあげ

ます。 

○１８番（海老田州夫君） 議長、１８番、海老田。 

○議長（渡邉重夫君） １８番、海老田州夫君。 

○１８番（海老田州夫君） それでは第２問の質問に、再度質問に入らせていただき

ます。 

先ほど、申し上げましたが、この制度の費用というものは、微々たるものであり

ます。しかし、市民の目線は非常に厳しく、弱者切り捨ての施策がこれから多くな

ってくるんではないかなと、いうふうに心配をいたしておるのが現実でございます。 

そこで、２つほど弱者切り捨てといいますか、福祉後退というものの実例を上げ

させていただきたいなと思います。 

今、９月、１０月に入りますと住民の健康診断というものが始まるわけでござい

ますが、その健康診断の申込制度、これは従来、合併以前ですと、各集落に保健推

進員という方がおられまして、この人が各集落、一戸一戸回っていただいて、健康

診断を受け付けるという制度でございました。ところが、今年から合併後、市の方

から、直接６９歳までの方に対して、健康診断を受けるかどうかという郵便での郵

送がなされたということで、７０歳以上の方は蚊帳の外、全然どうなっているのと

いうことで、健康診断を従来受けていたのが、全くわからないということで、ある

人は、７０歳以上の方ですが、健康診断の通知がないし、集落の保健推進員の方も

何も言ってこないしということで、保健推進員に聞いたら、全然、そういう通知が

市の方からないということで市役所の方へ聞きましたら、６９歳までの方に通知を

出したんだということで、７０歳以上の方はどうしたらいいんやということでお尋

ねしたら、これは希望された方だけ処理するんやというようなことで、非常に福祉

の後退ということがここでも明らかになってございます。 

これは通告してございませんので回答は必要ございませんが、そうのようなこと

で、非常に市民の方の、いわゆる福祉、保健福祉の後退、あるいは弱者切り捨てと

いうことが大きく響いてきてございます。私の方にもたくさん聞いてございます。

そのようなことで、私は、この市長にお尋ねをしたいわけでございます。現在、市

長が４月のときの公約のとおりやね、高齢者や障害者の現状の福祉施策を廃止、ま

たは変更せず、より優遇された施策に取り組むべきと私は考えますが、市長の確た
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る考え、あるいは、施策をひとつお聞かせをいただきたい。 

市長の答えをお聞きをして、私の質問を終わらせていただきたいと思います。 

○議長（渡邉重夫君） 後段の方だけ答弁を。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） さっきの保健推進員の７０歳以上の、保健推進員の方が申し

込みを募ってた、あるいは７０歳以上の人が対象になっていない、その辺につきま

しては後ほど調べまして、ご回答させていただきたいと思います。 

議員ご指摘の余熱館の割引制度っていうんですか、それについて再度のご質問で

はないかなと思います。 

これにつきましては先ほども答弁の中で申し上げましたけれども、いわゆる余熱

館の利用促進でなくて、便宜を図るってことでございます。ただ、今金額的には非

常に少ないという問題点もございますので、今後検討はしていきたいなと思ってま

す。 

今、芦原町と合併をいたしまして、芦原のセントピアがございます。そういった

ことも踏まえてですね、バランスの取れた形で進めていきたいな思っておりますの

で、一度検討させていただきますのでよろしくお願い申し上げます。 

 

 

◎散会の宣告 

○議長（渡邉重夫君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

９月１５日は、１時半から会議を開きます。 

本日は、これにて散会します。 

（午前 10時 35 分） 

 

 

 

地方自治法第１２３条の規定により署名する 

 

平成１６年 ９月  日 

議  長 

 

署名議員 

 

署名議員 
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平成 16年度 第４回あわら市議会 定例会 

 

平成１６年９月１５日（水） 

午後１時３０分 開  議 

 
１．会議成立宣言 
 
日程第 １ 会議録署名議員の指名 
日程第 ２ 議案第９１号 平成１６年度あわら市一般会計補正予算（第１号） 
日程第 ３ 議案第９２号 平成１６年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号） 

日程第 ４ 議案第９３号 平成１６年度あわら市老人保健特別会計補正予算（第１号） 

日程第 ５ 議案第９４号 平成１６年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮特別会計補正予

算（第１号） 
日程第 ６ 議案第９５号 平成１６年度あわら市公共下水道特別会計補正予算（第１号） 

日程第 ７ 議案第９６号 平成１６年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正

予算（第１号） 
日程第 ８ 議案第９７号 あわら市総合振興計画審議会条例の制定について 
日程第 ９ 議案第９８号 あわら市名誉市民条例の制定について 
日程第１０ 議案第９９号 あわら市表彰条例の制定について 
日程第１１ 議案第1 0 0号 あわら市安全で安心なまちづくりの推進に関する条例

の制定について 
日程第１２ 議案第1 0 1号 あわら市例規集整備に伴う関係条例の整理等に関する

条例の制定について 
日程第１３ 議案第1 0 2号 あわら市農地、農業用施設、林道等に係る災害復旧工事

分担金徴収条例の制定について 
日程第１４ 発議第 ４号 地方分権推進のための｢国庫補助負担金改革案｣の実現

を求める意見書 
日程第１５ 発議第 ５号 適正規模の少人数学級の実現等に関する意見書 
日程第１６ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 
日程第１７ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 
 
１．閉議の宣告 
１．議長閉会挨拶 
１．市長閉会挨拶 
１．閉会の宣告 
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出席議員（３３名） 

１番 北 島   登     ２番 関 山 博 夫 

３番 向 山 信 博     ４番 坪 田 正 武 

５番 篠 﨑   巖     ６番 石 田 則 一 

７番 谷 川 光 雄     ８番 丸 谷 浩 二 

９番 加 藤 精 一    １０番 橘   則 雄 

１１番 牧 田 孝 男    １２番 卯 目 ひろみ 

１３番 宮 崎   修    １４番 宮 下 康 彦 

１５番 穴 田 満 雄    １６番 野 口 征 夫 

１７番 山 川   豊    １８番 海老田 州 夫 

１９番 幸 川 與 一    ２０番 北 出 重 雄 

２１番 宗 澤   彰    ２２番 見 澤 孝 保 

２３番 田 中 洋 行    ２４番 東 川 継 央 

２５番 田 島 ちゑ子    ２６番 渡 邉 重 夫 

２７番 山 下 忠 孝    ２８番 藤 田 守 榮 

２９番 橋 本 達 也    ３０番 林 田 彌三吉 

３２番 永 井 隆 市    ３３番 竹 内 正 文 

３４番 杉 田   剛 

欠席議員（１名） 

３１番 大 幸 幸 一 

 

 

 

地方自治法第 121 条により出席した者 

 市    長  松 木 幹 夫    副 市 長  坪 田 雅 一 

 教 育 長        児 島 博 光    総 務 部 長  伊 藤 清 明 

 市民生活部長  山 田 重 喜    福祉保健部長  清 水 芳 文 

 経済産業部長  小 林 幸 夫    土 木 部 長  神 尾 秋 雄 

 教 育 次 長  吉 村 幸 夫    芦原温泉上水道財産区管理者  竹 田 冨九一 
 

 

事務局職員出席者 

 事 務 局 長        笹 原 徳 明    事務局長補佐  志 田 尚 一 

 書    記  渡 邉 清 宏 
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◎会議成立宣言 

○議長（渡邉重夫君） ただいまの出席議員は、３２人です。 

大幸幸一君は、欠席の届け出が出ております。 

宮下君は、遅刻の届け出が出ております。 

定足に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

○議長（渡邉重夫君） 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

（午前 9時 30 分） 

 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（渡邉重夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、７番、谷川光雄君、

８番、丸谷浩二君の両名を指名します。 

 

 

◎議案第９１号から議案１０２号までの委員長報告・質疑・討論・採決 

○議長（渡邉重夫君） 日程第２から日程第１３までを、会議規則第３５条の規定に

より、一括議題とします。 

これらの議案につきましては、各常任委員会に付託し、審査願っておりますので、

各常任委員長より、その審査結果の報告を求めます。 

まず、総務常任委員長より報告願います。 

２１番、宗澤君。 

○２１番（宗澤 彰君） それでは私の方からご報告を申し上げます。 

議長のご指名がありましたので、総務常任委員会のご報告をいたします。 

当総務委員会は、去る、９月９日に開催し、今回、当委員会に付託されました、

平成１６年度あわら市一般会計補正予算（第１号）を始めとする議案８件について、

副市長並びに担当部長等の出席を求め、審査いたしました。 

それでは、審査の経過と結果についてご報告申し上げます。 

先ず、議案第９１号、平成１６年度あわら市一般会計補正予算（第１号）の当委

員会所管分について申し上げます。 

本案は、ケーブルテレビ第２期エリア整備事業のほか、新市総合振興計画策定事

業など、本年度の懸案事項に係る補正予算が主な内容となっていることから、詳細

かつ慎重に審査をおこなったところであります。 

先ず、議会事務局関係では、議会費に特別委員会活動旅費など２４３万４千円が

計上されております。 

市長室政策調整課では、今年度から２ヵ年間で策定する、あわら市総合振興計画

策定にかかる経費、新市名看板等修繕料など８０５万３千円が計上されており、総
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合振興計画策定事業については、今後の事務スケジュールを含め説明がなされたが、

審査の過程で、計画策定にあたっては、形式的な内容にとらわれず、本市が抱えて

いる各種の懸案事項等を踏まえ、現実味のある計画が重要であって、そのためには、

計画策定の中核となる「専門部会」の委員の人選など十分配慮願いたいとの意見が

ありました。 

次に、秘書広報課では、坂井地区市町会負担金のほか、今次の中国友好訪問団派

遣などに係る所要の経費６４万９千円であります。 

次に、総務部総務課では、ケーブルテレビ第２期エリア施設整備に係る経費６,

６２４万円が主な計上であります。審査の過程で、第２期エリアを含め今後の整備

計画において、国庫補助金が縮減された場合、合併特例債を活用してでも整備区域

を拡大していきたいとの市長の意向であったが、これらを踏まえどのように対応し

ていくか、今後の見通しについて論議が集中いたしました。 

担当課の説明によると、今後、あわら市、丸岡町及び春江町と一体となり関係機

関へ強く要望していくこととし、他の補助事業への切り替えなども含め、平成１７

年度完了を前提にあらゆる方策を検討していくとのことでありました。 

また、整備地区の加入率が２６.７パーセントとかなり低いことから、今後は、

投資効果の観点からこれらの普及推進に特段の努力を願いたいとの委員全員の意

見でありました。 

次に、財政課では、地方交付税に普通地方交付税の追加１億３,５３９万３千円、

繰越金３３億７,０８９万５千円など、今回の補正に伴う歳入について説明があり

ましたが、審議の過程で、今後の特別交付税の見込み及び本年度の最終予算規模な

どについて論議が出されました。 

理事者の説明によると、特別交付税は当初予算の段階で、対前年比６.５パーセ

ント減で計上しておりますが、本年度は、全国的に災害が発生していることを踏ま

えると更に落ち込むことが見込まれるとのことであり、一方、歳出においては、今

後、人件費１,２００万円、物件費２億３,０００円程度見込まれることから、最終

予算は１４２億円程度になるとのことであります。 

また、昨今の国の財政状況が極めて厳しい折り、合併特例債及び合併特例交付金

については、当初の予定どおり交付されるのかとのご意見に対し、特例交付金はほ

ぼ確定したものであり、特例債についてもその可能な限り活用するよう取り組んで

いくとのことでありました。 

次に、税務課では、今回、土地台帳管理システム作成業務委託料に８５５万円が

計上されておりますが、関連事項として、市道の拡張に伴う地籍の確定について、

関係所管と連携を執り、所要の対応を願いたいとの意見が出されたところでありま

す。 

次に、市民生活部生活環境課では、公共交通対策費に修繕料５５万６千円及び環

境衛生費に低公害車導入促進事業補助金など１６２万２千円が計上されておりま

す。 
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次に、議案第９２号、平成１６年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算（第

1号）について申し上げます。 

本案は、退職被保険者に係る保険給付費の追加など歳入歳出総額で１億５,０５

２万５千円の補正となるもので、退職被保険者療養給付費１億１,８００万円、同

高額療養費２,１００万円が主なものであり、近年の退職被保険者の増加に伴う所

要の計上でありますますが、審議の過程で、療養費貸付の運用など議論が出された

ところであります。 

次に、議案第９３号、平成１６年度あわら市老人保健特別会計補正予算（第１号）

について申し上げます。 

本案は、平成１５年度国庫支出金の精算に伴うもので、歳入歳出総額で 2万 2千

円の補正となるもので、償還金に所要の額が計上されております。 

次に、議案第９７号、あわら市総合振興計画審議会条例の制定について申し上げ

ます。 

本案は、あわら市の基本構想に関する事項を審議するため、市長の付属機関とし

て、委員２５名以内で組織する「総合振興計画審議会」を設置するため所要の条例

を整備するものであります。 

次に、議案第９８号、あわら市名誉市民条例の制定について申し上げます。 

本案は、広く社会文化の振興や市の発展に貢献した者に「名誉市民」の称号を贈

ることについて、その決定に関し、選考委員会の設置及び議会の同意など所要の条

例を整備するものであります。 

次に、議案第９９号、あわら市表彰条例の制定について申し上げます。 

本案は、市政の振興に寄与し、又は市民の模範と認められる行為のあった者を表

彰するため、表彰の種類及び表彰基準等について、条例の整備をするものでありま

す。 

審査の過程で、被表彰者の選考については、本条例の趣旨に沿った適切な選考と

なるよう十分配慮願いたいとの強い意見があったことを申し添えます。 

次に、議案第１００号、あわら市安全で安心なまちづくりの推進に関する条例の

制定について申し上げます。 

本案は、犯罪・事故等を未然に防止し、市民が安全に安心して暮らすことができ

るまちづくりを総合的に推進するため、市の責務、市民の責務及び啓発活動の推進

など、所要の条例を整備するものであります。 

審査の過程で、当該条例の目指す具体的事項が不明確であることや、昨今の地域

社会の治安悪化などを踏まえると精神的な啓蒙規定では、不十分でないかとの論議

が集中したところでありますが、担当課の説明では、「安心安全なまちづくり会議」

等を踏まえ、行政、市民、事業者など三者一体となった具体的施策を検討していく

とのことであります。 

次に、議案第１０１号、あわら市例規集整備に伴う関係条例の整理等に関する条

例の制定について申し上げます。 
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本案は、あわら市の例規集を整備するにあたり、関係条例の改正を、本条例によ

る一括改正とするため所要の整備を行なうものであります。 

次に、議案外にわたり論議の集中した事項について申し上げます。 

先ず、モーターボート競走事業について、その取組状況の報告がありました。 

全国的な競争場の売上が減少する中にあって、経費の削減はもちろん、施設借上げ

料の引き下げ及び事務委託料の見直しなど、厳しい状況の中ではあるが平成１７年

度更新に向け事務的に進めていきたいとのことであります。 

論議の中で、ボート従事員の希望退職など鋭意努力をしていることは十分理解で

きるが、本場の経営状況など十分説明し、従事員の動揺を招かないよう最善の配慮

を願いたいとの意見が出されたところであります。 

次に、農業団地センターのエアコン修繕事業に関連し、業者発注などその執行に

適正を欠く部分があったのではないかとの論議が出され、今後、市発注事業の契約

については、適切な対応となるよう十分配慮願いたいとの意見があったところでご

ざいます。 

以上が審査の経過であります。 

次に審査の結果をご報告いたします。 

先ず、議案第９１号、平成１６年度あわら市一般会計補正予算（第１号）の所管

事項については、採決の結果、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

次に、議案第９２号、平成１６年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算（第

1 号）及び議案第９３号、平成１６年度あわら市老人保健特別会計補正予算（第１

号）については、それぞれ所要の措置であり、採決の結果、全員異議なく原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

次に、議案第９７号、あわら市総合振興計画審議会条例の制定について及び議案

第９８号、あわら市名誉市民条例の制定については、それぞれ全員異議なく、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第９９号、あわら市表彰条例の制定については、多数の委員が異議なく、原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第１００号、あわら市安全で安心なまちづくりの推進に関する条例の制定に

ついて及び議案第１０１号、あわら市例規集整備に伴う関係条例の整理等に関する

条例の制定については、それぞれ所要の整備であり、採決の結果、全員異議なく原

案のとおり可決すべきものと決した次第であります。 

以上、当委員会に付託されました案件について、審査の経過と結果を申し上げ総

務常任委員会の報告といたします。おわり。 

○議長（渡邉重夫君） 次に、産業建設常任委員長より報告願います。 

２０番、北出君。 

○２０番（北出重雄君） 議長の指名により、第４回あわら市議会定例会において、

産業建設常任委員会に付託されました議案第９１号、平成１６年度あわら市一般会
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計予算（第１号）にかかる所管事項。 

議案第９５号、平成１６年度あわら市公共下水道特別会計補正予算（第１号）。 

議案第９６号、平成１６年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予算。 

議案第１０２号、あわら市農地、農業施設、林道等に係る災害復旧工事分担金徴

収条例の制定について。 

以上、４議案の主な審議内容と結果を報告いたします。 

産業建設常任委員会は、市長、副市長、関係部課長が出席しまして、９月１０日

に開催をしております。 

まず、議案第９１号あわら市一般会計補正予算（第１号）の所管事項につきまし

て申し上げます。 

経済産業部農林水産課でございます。 

農業委員会費、農業者年金事務の受託費の額の決定による事務費６万８千円の補

正であります。 

農業振興費は、坂井地域資源循環構想検討調査事業委託金及び認定農業者利用調

整推進事業補助金の額の決定による事務費１１２万３千円の補正であります。 

農地費は、負担金１４８万６千円を補正するものでありますが、坂井町木部と本

荘にかかる部荘排水機場負担金に４６万６千円、前谷地係の農業用排水施設整備、

北疋田地係、南稲越地係の農道舗装の県単小規模土地改良事業の補助金１０２万円

の補正であります。 

農業施設費は、６万１千円の補正で、さくらセンターの桜１４本の枝を撤去する

ものです。 

林業振興費は、松くい虫被害総合特別対策の伐倒駆除の委託料に１２０万７千円

の補正と林道改良工事の２８７万７千円の減額につきましては、県補助を受けて、

林道清滝線改良工事を施工することになっておりましたが、福井豪雨による美山町

など県費を投入するとのことであわら市としては、本年度は施行しないとのことで

あります。 

観光施設費は、波松地区の海岸を美しくする会に対し、美化活動補助金１０万円

を補正するものです。 

農林水産課に対しての質疑を申し上げます。 

松くい虫の伐倒駆除はどこの地係かとの質疑には、浜坂係で越前加賀国定公園内

でもあり、樹木への影響を押さえたいとのことでありました。 

地上散布に対しての予算の質疑があり、１回目の散布に対しては補助対象になる

が、２回目以降は市単独の事業になるとのことでした。 

次に、経済産業部観光商工課でございます。 

観光施設費は、波松地区の海岸を美しくする会に対し、美化活動補助金１０万円

を補正するものであります。 

質疑につきましては、河川美化については県の補助があるが、海岸についても越

前加賀国定公園内の海岸でもあり、国または県の補助を受けられないかとの質疑が
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あり、要請はしているが、補助対象にしていただけないとのことでした。今後も補

助対象になるよう要請していくとの回答でした。 

土木部建設課でございます。 

道路橋りょう維持費は、舗装断面の傷みの激しい道路、十数ヶ所の舗装補修工事

に５００万円、道路橋りょう新設改良費は、南稲越・伊井線、中川地係の市道３６

２号線、上八日地係の市道１０４号線の道路改良工事に５００万円、玉木、山十楽、

指中地区が施工する区道整備補助金に５９万８千円を補正するものです。 

交通安全施設費は、特定交通安全施設整備工事として、旭・山室線で歩道整備を

施工するものですが、費用対効果を勘案して、当初では道路西側に整備する計画が、

道路東側に変更したための補正で、工事請負費で５７０万５千円、土地購入費で１，

３６０万円、また、補償金では５２０万円の減額をするものです。 

消防費は、水害時における浸水ヶ所、避難場所等を示した洪水ハザードマップ作

成業務委託料に１５０万円の補正であります。 

建設課に対しての主な質疑を申し上げます。 

ハザードマップの市民への配布は、いつ頃のなるのか、またインターネットへの

掲載も検討できないかとの質疑には、本年度は過去の水害状況や河川管理者である

三国土木からのデータ収集などを行うもので、マップを作成し市民への配布は平成

１７年度になるとのことでした。インターネットへの掲載は、情報化推進室等と協

議をしていくとの回答でした。 

次に土木部都市計画課でございます。 

都市計画総務費は、都市計画マスタープランに３５０万円、湯のまち駅前多目的

広場舗装工事に２５６万２千円を補正するものです。なお、多目的広場舗装工事に

つきましては、芦原温泉１２０周年祭のメイン会場となることから、建設課の既設

の予算で施工しており、今回、それを補うための補正予算であるとの陳謝がありま

した。 

都市整備課に対しての主な質疑を申し上げます。 

湯のまち駅前多目的広場舗装工事の指名業者はとの質問には、あわら市内の舗装

資格を持っているＡ級２社とＢ級５社の７業者との回答であります。 

次に上下水道課でございます。 

平成１６年度あわら市公共下水道特別会計補正予算（第１号）につきまして申し

上げます。 

下水道使用料過誤納還付金１９万５千円、中央汚水ポンプ場の圧力式水位計の修

繕に１５０万円を補正するものです。 

主なる質疑を申し上げます。 

水位計の耐用年数は何年か、また現在は水位計はどのようにしているのかとの質

問には、７年で現在の水位計は昭和６０年に設置したもので相当数の使用をしてい

る、また、現在は、メンテナンスを依頼している業者から無料でレンタルをして計

測しているとのことでありました。 
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次に、平成１６年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予算（第１号）につ

いて申し上げます。 

公共下水道工事に伴う配水管移設工事に９６万５千円を補正するものです。 

質疑は、水道料の未収金が２,４００万円程度あるが、対策はとの質疑には、企

業会計で３月納付分が未収金として記載されており、実際の滞納額は１，２００万

円ほどである、徴収については、営業用の水道料金で、給水を停止するわけにもい

かず、足で稼ぐ以外にはないとの回答でした。 

次に、議案第１０２号あわら市農地、農業施設、林道等に係る災害復旧工事分担

金条例の制定について申し上げます。 

本案については、災害復旧工事に係る分担金を徴収することについて必要な事項

を定めるものでございます。 

主なる質疑でありますが、分担金の負担の率はとの問いには、補助対象の災害復

旧工事については、補助残の１／２、４０万円以下の災害復旧工事については、市

単独の工事になるが、工事費の１／２、１３万円以下の工事については軽易な災害

で地元の人足等で対応していただくとの回答でした。 

議案外でございますが、農林水産課では、ＪＡ花咲ふくいが計画しているファー

マーズマーケット建設についての概略説明がございました。現在の牛山すいか選果

場の北隣に建設を計画しているものでありますが、地域農産物売り場２２９㎡を核

とした４００㎡ほどの建物の予定であります。 

委員より、採算を十分検討して、事業着手するようＪＡ花咲ふくいに対し、指導

するよう、要望が出されました。 

なお、農林水産課、建設課からは、台風１８号による被害状況について、それぞ

れ報告がありました。農産物等の被害については、大豆、そば、梨、大根、人参、

ビニールハウスの被害金額、約６７０万円の概要が報告されました。 

また、建設課からは、各市道において、樹木の倒木があり、職員で撤去したとの

報告がありました。なお、県道においても街路樹の倒木があり、三国土木へ連絡し、

撤去したとの報告でありました。 

また、委員より、金津・三国線の都市計画道路着工と新幹線関係の今後の見込み

について質問がなされ、市長より、道路局への陳情もしているが、やはり、近畿道

路整備局でのランク付けが重要で今後更に陳情をしていくと、新幹線については、

平成１７年度には高度化推進事業枠に芦原温泉駅が組み込まれるよう、努力してい

くとの回答でした。 

以上が、主な審議内容でございますが、次に審議結果について申し上げます。 

議案第９１号、平成１６年度あわら市一般会計補正予算（第１号）の所管事項に

ついては、挙手採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

次に、議案第９５号、あわら市公共下水道特別会計補正予算（第１号）は、挙手

採決の結果、全員賛成で原案どおり可決すべきものと決しました。 

次に、議案第９６号、芦原温泉上水道財産区上水道事業会計補正予算（第１号）
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には、挙手採決の結果、全員賛成で原案のとおり、可決すべきものと決しました。 

次に、議案第１０２号、あわら市農地、農業施設、林道等にかかる災害復旧工事

分担金徴収条例の制定には、挙手採決の結果、全員賛成で原案のとおり、可決すべ

きものと決しました。 

以上、産業建設常任委員会に付託されました案件について、主な審議内容と結果

を申し上げます。 

議員各位のご賛同をお願い申し上げます。 

○議長（渡邉重夫君） 次に、教育厚生常任委員長より報告願います。 

２９番、橋本君。 

○２９番（橋本達也君） 教育厚生常任委員会のご報告を申し上げます。 

当委員会は、去る、９月１３日に開催し、今回、当委員会に付託されました、議

案第９１号、平成１６年度あわら市一般会計補正予算（第１号）及び議案第９４号、

平成１６年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮特別会計補正予算（第１号）の２案について、

市長、副市長、教育長及び担当部長等の出席を求め、審査いたしました。 

以下、審査の経過と結果についてご報告申し上げます。 

議案第９１号、平成１６年度あわら市一般会計補正予算（第１号）の当委員会所

管分につきましては、先ず、福祉保健部社会福祉課所管について申し上げます。 

社会福祉費において、民間施設バリアフリー整備事業補助金など１,２９９万７

千円、児童福祉費では、制度改正に伴う児童手当支給費５,３１９万円のほか、新

規事業である病児保育、病後児保育事業及びすみずみ子育てサポート事業など５,

７１１万９千円が計上されており、生活保護費では行旅病人救護費用８万７千円が

主なものであります。 

審査の過程で、民間施設バリアフリー整備事業について、その事業内容等につい

て議論が集中いたしました。芦原温泉旅館組合加盟の旅館がその事業主体となって

いることから、いわゆる泉源問題に抵触する旅館であるか否かを勘案すべきとの議

論となりました。そこで、当該旅館の泉井分析表及び温泉利用許可書等の提出を求

め、その確認をもって、泉源問題に抵触しない旅館であると判断した次第でありま

す。 

次に、すみずみ子育てサポート事業に関連し、市内の地区公民館などを活用した

子育て支援策を考えられないかとの議論が出され、担当課では、福祉行政の公平化

は基本であり今後の進め方など検討していくとのことでありました。特に、これら

の新規事業等については、市民への十分な周知を行い、効果の上がるよう取り組ん

で欲しいとの意見が出されたところであります 

なお、今回の新規事業に係る予算措置については、今後の実施状況を見据え補正

予算で対応したいとのことであります。 

次に、教育委員会教育総務課では、教育総務費に県立金津高校全国高校総体出場

補助金など４２万１千円、小学校費に環境エネルギー教育支援事業及びボランティ

アによる低学年学校生活支援事業などに係る経費８４万円、中学校費に芦原中学校
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改修工事１,５６０万３千円など計２,１０６万３千円。社会教育費に、創作の森財

団補助金４９７万６円、稲越地係りにおける文化財発掘調査委託料１,７３５万７

千円など２,７８５万１千円が計上されており、保健体育費に海洋センタープール

改修工事１,４１７万５千円など１,５３７万６千円が計上されております。 

審査の過程で、芦原中学校改修工事に関連し、外壁改修の工法などで議論が出さ

れましたが、この点については今後の実施設計の際に検討していくとのことであり

ました。 

また、文化学習課所管では、今回の遺跡発掘事業にあたり、発掘現場の状況など

を考慮され、極力早期完了となるよう対応されたいとの要望が出されました。 

この他、地区の公民館を活用し、児童館としての機能を持たせるなど放課後児童

対策等にも配慮願えないかとの意見に対し、理事者では、地元の支援のあり方や安

全管理などを踏まえ、今後、社会福祉課、教育委員会と連携して検討していきたい

とのことでありました。 

スポーツ課所管では、今回の海洋センタープール改修工事についての論議がなさ

れました。今までのメンテナンス及びその管理に問題があったのではないかとの意

見が出されましたが、担当課では、全ての施設について現場調査などを十分に行い

管理体制の適正化に取り組んでいきたいとのことでありました。 

次に、議案第９４号、平成１６年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮特別会計補正予算（第

１号）について申し上げます。 

本案は、指定介護老人福祉施設費において、養護老人ホーム改装工事設計委託料

７０万７千円を補正し、予算の歳入歳出総額を３億６,２１０万７千円とするもの

であります。 

審査の過程で、今回の養護老人ホーム改装工事設計委託料に関連し、特養と養護

の入所定員の変更等について論議がなされました。 

理事者では、従来から、特養４０床を８０床に変更したいとの希望があり、県並

びに広域連合とも調整を進めているとのことであります。平成１７年の介護保険計

画見直しを踏まえ、強力に進めていきたいとのことであり、現在は、養護施設の一

部をショートｽティ施設に改装することで、当面の対策としていきたいとのことで

あります。 

次に、議案外ながら、特に論議の集中したことについて申し上げます。 

先ず、今回の民生委員の改選に際し、その定員について旧両町の定員７１名が５

９名に減少することについて、今回の措置は福祉の後退でないかとの意見が出され

ました。 

理事者の説明によれば、国の示す配置基準に基づき適正な配置をしていくとのこ

とでありますが、委員からは農村部、都市部の割り振りなど十分考慮願いたいとの

意見が出されたところであります。 

次に、中高一貫教育の取組状況につき、実践研究委員会の研究経過を踏まえての

報告がなされました。 
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本件については、従来、多くの委員から、いわゆる福井型であるが故の問題点が

指摘されており、同制度の導入には慎重に対応されたいとの意見が大勢でありまし

た。 

実践研究委員会では、県の示す福井型を前提とした検討を重ねており、その中間

的研究報告が出されたところであります。しかし、現在のところ、同研究会に課せ

られた任務はあくまでも福井型の研究にとどまっており、一貫教育の制度全体を視

野に入れての議論がなされているとは言えない状況であります。 

しかしながら、県教委の状況を考えたとき、近い将来、併設型導入の可能性も極

めて高いというのが多くの委員の認識であります。 

理事者においても同趣旨の見解を持っていることから、本件につきましては、併

設型導入の可能性、あるいは少子化に対応した高校再編の可能性なども勘案した総

合的な判断が必要であるというのが委員会としての集約的な意見であります。 

したがいまして、理事者におかれては、将来の併設型導入、高校再編の可能性の

ほか、中学校改築問題、財政問題、そして制度導入による生徒への教育的影響等を

総合的に勘案して、今後さらなる検討を重ねられるよう強く要望するものでありま

す。 

以上が審査の経過であります。 

次に、審査の結果をご報告いたします。 

先ず、議案第９１号、平成１６年度あわら市一般会計補正予算（第１号）の所管

事項については、採決の結果、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

次に、議案第９４号、平成１６年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮特別会計補正予算（第

１号）については、採決の結果、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決し

た次第であります。 

以上、当委員会に付託されました案件について、審査の経過と結果を申し上げ、

教育厚生常任委員会のご報告といたします。 

○議長（渡邉重夫君） これから、各常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（渡邉重夫君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 質疑なしと認めます。 

○議長（渡邉重夫君） 討論はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 討論なしと認めます。 

○議長（渡邉重夫君） これから、日程第２から日程第１３までの採決に入ります。 

○議長（渡邉重夫君） 議案第９１号、平成１６年度あわら市一般会計補正予算（第

１号）を採決します。 

本案に対する各委員長の報告は原案可決であります。 

各委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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(賛成者起立) 

○議長（渡邉重夫君） 全員起立です。 

したがって、議案第９１号、平成１６年度あわら市一般会計補正予算（第１号）

は、各委員長報告のとおり可決されました。 

○議長（渡邉重夫君） 次に、議案第９２号、平成１６年度あわら市国民健康保険特

別会計補正予算（第１号）を採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（渡邉重夫君） 全員起立です。 

したがって、議案第９２号、平成１６年度あわら市国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）は、総務常任委員長報告のとおり可決されました。 

○議長（渡邉重夫君） 次に、議案第９３号、平成１６年度あわら市老人保健特別会

計補正予算（第１号）を採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（渡邉重夫君） 全員起立です。 

したがって、議案第９３号、平成１６年度あわら市老人保健特別会計補正予算（第

１号）は、総務常任委員長報告のとおり可決されました。 

○議長（渡邉重夫君） 次に、議案第９４号、平成１６年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮

特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

本案に対する教育厚生常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（渡邉重夫君） 全員起立です。 

したがって、議案第９４号、平成１６年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮特別会計補正

予算（第１号）は、教育厚生常任委員長報告のとおり可決されました。 

○議長（渡邉重夫君） 次に、議案第９５号、平成１６年度あわら市公共下水道特別

会計補正予算（第１号）を採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（渡邉重夫君） 全員起立です。 

したがって、議案第９５号、平成１６年度あわら市公共下水道特別会計補正予算

（第１号）は、産業建設常任委員長報告のとおり可決されました。 

○議長（渡邉重夫君） 次に、議案第９６号、平成１６年度芦原温泉上水道財産区水

道事業会計補正予算（第１号）を採決します。 
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本案に対する産業建設常任委員長報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（渡邉重夫君） 全員起立です。 

したがって、議案第９６号、平成１６年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補

正予算（第１号）は、産業建設常任委員長報告のとおり可決されました。 

○議長（渡邉重夫君） 次に、議案第９７号、あわら市総合振興計画審議会条例の制

定についてを採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（渡邉重夫君） 全員起立です。 

したがって、議案第９７号、あわら市総合振興計画審議会条例の制定については、

総務常任委員長報告のとおり可決されました。 

○議長（渡邉重夫君） 次に、議案第９８号、あわら市名誉市民条例の制定について

を採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（渡邉重夫君） 全員起立です。 

したがって、あわら市名誉市民条例の制定については、総務常任委員長報告のと

おり可決されました。 

○議長（渡邉重夫君） 次に、議案第９９号、あわら市表彰条例の制定についてを採

決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（渡邉重夫君） ありがとうございました、起立多数です。 

したがって、議案第９９号、あわら市表彰条例の制定については、総務常任委員

長報告のとおり可決されました。 

○議長（渡邉重夫君） 次に、議案第1 0 0号、あわら市安全で安心なまちづくりの推

進に関する条例の制定についてを採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（渡邉重夫君） 全員起立です。 

したがって、議案第1 0 0号、あわら市安全で安心なまちづくりの推進に関する条

例の制定については、産業建設常任委員長報告のとおり可決されました。 
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○議長（渡邉重夫君） 次に、議案第1 0 1号、あわら市例規集整備に伴う関係条例の

整理等に関する条例の制定についてを採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（渡邉重夫君） 全員起立です。 

したがって、議案第1 0 1号、あわら市例規集整備に伴う関係条例の整理等に関す

る条例の制定については、総務常任委員長報告のとおり可決されました。 

○議長（渡邉重夫君） 次に、議案第1 0 2号、あわら市農地、農業用施設、林道等に

係る災害復旧工事分担金徴収条例の制定についてを採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（渡邉重夫君） 全員起立です。 

したがって、議案第1 0 2号、あわら市農地、農業用施設、林道等に係る災害復旧

工事分担金徴収条例の制定については、産業建設常任委員長報告のとおり可決され

ました。 

 

 

◎発議第４号の提案理由の説明・質疑・討論・採決 

○議長（渡邉重夫君） 日程第１４、発議第４号、地方分権推進のための｢国庫補助

負担金改革案｣の実現を求める意見書を上程いたします。 

○議長（渡邉重夫君） 本件について、提出者の提案理由の説明を求めます。 

○２１番（宗澤 彰君） 議長、２１番、宗澤。 

○議長（渡邉重夫君） ２１番、宗澤君。 

○２１番（宗澤 彰君） 議長のご指名がありましたので、発議第４号、地方分権推

進のための｢国庫補助負担金改革案｣の実現を求める意見書の提出について、提案理

由の説明を申し上げます。 

本案につきましては、政府は三位一体改革に伴う税源移譲について、本年６月４

日に決議決定しました。 

基本方針２００４で概ね、３兆円規模を目指すと示したが、その前提として、地

方公共団体に対し、国庫補助金負担金改革の具体案を取りまとめるよう要請があり、

これを受け、全国知事会議など、地方６団体は補助金削減や、税源移譲等について、

検討内容を調整の上、改革案を政府に提出したところであります。 

この改革案は、地方の意見を反映するため、国と地方の協議機関の設置を改革の

前提条件とした上で、地方分権の理念に基づく、行財政改革を進めるため、税源移

譲や地方交付税のあり方、国による関与、規制の見直し等の具体例を提示しており、

今後これらの早期実現を求めるものであります。 
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所定の賛成者を得て、提案させていただきましたので、議員各位のご賛同をお願

い申し上げます。 

なお、意見書案については、お手元に配布のとおりでありますので、よろしくお

願いをいたします。以上。 

○議長（渡邉重夫君） 本案に対する質疑を許します。 

○議長（渡邉重夫君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 質疑なしと認めます。 

○議長（渡邉重夫君） 討論はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 討論なしと認めます。 

○議長（渡邉重夫君） これから発議第４号を採決いたします。 

本案を原案のとおり、提出することに賛成の方は起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（渡邉重夫君） 全員起立です。 

したがって、発議第４号、地方分権推進のための｢国庫補助負担金改革案｣の実現

を求める意見書は、提案のとおり提出することに決定いたしました。 

 

 

◎発議第５号の提案理由の説明・質疑・討論・採決 

○議長（渡邉重夫君） 日程第１５、発議第５号、適正規模の少人数学級の実現等に

関する意見書を上程いたします。 

○議長（渡邉重夫君） 本件について、提出者の提案理由の説明を求めます。 

○８番（丸谷浩二君） 議長、８番、丸谷。 

○議長（渡邉重夫君） ８番、丸谷君。 

○８番（丸谷浩二君） 議長のご指名がありましたので、発議第５号、適正規模の少

人数学級の実現等に関する意見書の提出について、提案理由の説明を申し上げます。 

国においては、公共義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法

律の中で、地方分権を考慮し、都道府県の判断で、４０人を下回る弾力的な学級編

成が出来るよう必要な法改正がなされておりますが、同法に定める国の学級編成の

標準は４０人を据え置いたままとなっております。特に都道府県で４０人を下回る

学級編成を行う場合、これに伴う教職員人件費については、各都道府県の負担とな

っております。 

４０人学級編成が導入されて２０年、計画が完了して１０年が経過しているにも

かかわらず、学級編成基準の改定が見送られていることは、少人数化を目指す今日

の趨勢からしても極めて大きな問題となっております。 

子供を取り巻く環境の急激な変化の中、山積する教育課題に対応するため、授業

集団の少人数化だけでなく、生活集団としての適正規模による少人数学級の実現お
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はぜひ必要であります。所定の賛成者を得て、提案させていただきましたので、議

員各位のご賛同をお願いいたします。 

なお、意見書案につきましては、お手元に配布のとおりでありますので、よろし

くお願いいたします。以上です。 

○議長（渡邉重夫君） 本案に対する質疑を許します。 

○議長（渡邉重夫君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 質疑なしと認めます。 

○議長（渡邉重夫君） 討論はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 討論なしと認めます。 

○議長（渡邉重夫君） これから発議第５号を採決いたします。 

本案を原案のとおり、提出することに賛成の方は起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（渡邉重夫君） 全員起立です。 

したがって、発議第５号、適正規模の少人数学級の実現等に関する意見書は、提

案のとおり提出することに決定いたしました。 

 

 

◎議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件の採決 

○議長（渡邉重夫君） 日程第１６、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件を

議題とします。 

議会運営委員長から、会議規則第１０４条の規定により、お手元に配布のとおり、

閉会中の継続審査の申し出があります。 

○議長（渡邉重夫君） お諮りします。 

議会運営委員長より申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、ご異議あ

りませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 異議なしと認めます。 

したがって、議会運営委員長申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

定しました。 

 

 

◎常任委員会の閉会中の所管事務調査の件の採決 

○議長（渡邉重夫君） 日程第１７、常任委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題

とします。 

総務常任委員長、産業建設常任委員長、教育厚生常任委員長から、所管事項のう

ち、会議規則第１０４条の規定により、お手元に配布のとおり、閉会中の継続調査
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の申し出があります。 

○議長（渡邉重夫君） お諮りします。 

総務常任委員長、産業建設常任委員長及び教育厚生常任委員長申し出のとおり、

閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（渡邉重夫君） 異議なしと認めます。 

したがって、総務常任委員長、産業建設常任委員長及び教育厚生常任委員長申し

出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。 

 

 

◎閉議の宣言 

○議長（渡邉重夫君） これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

これにて、会議を閉じます。 

 

 

◎議長閉会挨拶 

○議長（渡邉重夫君） 第４回あわら市議会の定例会の閉会にあたりまして、一言ご

挨拶を申し上げます。 

去る、７日に開会以来、時間を延長しての慎重なご審議をいただき、ただ今は妥

当なご決議をいただきまして、誠にありがとうございました。 

理事者職員各位には審議の中で議員からいただいた、ご意見を真摯に受止められ

まして、行政に反映されるように強く要請をするものでございます。 

これから、１２月議会に向けて、３ヶ月間の休会に入りますが、このところ季節

の変わり目もございまして、朝、夕は冷えてまいりました。どうか健康に十分ご注

意をいただきまして、文化、体育の各種事業等も今後たくさんございます。どうか、

健康にご注意いただきまして、積極的にご参加いただきますと共に、益々、ご健康

で議員活動にご精進いただきます様にお願い申し上げまして、一言、お礼と閉会の

挨拶とさせていただきます。 

本日はありがとうございました。 

 

 

◎市長閉会挨拶 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（渡邉重夫君） はい、市長。 

○市長（松木幹夫君） 閉会にあたりまして一言お礼を申し上げます。 

９月定例議会のすべての上程議案に対しまして、ご賛同を賜りまして誠にありが

とうございます。 

各委員会、又、全協等で議員からご指摘をいただきましたことにつきましては、
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今ほどの議長のお言葉の中にもありましたように、真摯に受止めて、これからの市

政運営に生かしてまいりたいと考えております。 

又、来週から紹興市の方に出掛けてまいります。今度、初めての訪中ということ

でございまして、私団長以下、３６名が中国に行くわけでございますが、これが新

しい絆となって、更に紹興市とあわら市が、益々円深く、そして多いに交流が出来

るものにして行きたいと考えているところでございます。又、来年には議員の皆様

方にもぜひ、紹興市の方に行って交流を深めていただくように、そういうことも合

せて、向こうとお願いしていきたいなと、そんなんに思っているところでございま

すので、よろしくお願いを申し上げます。 

又、今ほど委員長の方からもご報告がございましたように、中高一貫の問題につ

きましては、ずいぶんとご議論いただきまして、だいたい大きな道筋が出来たので

はないかと思っているところでございます。今後とも、議員各位のいろんなご指導

をいただきながら、進めてまいりたいと思いますのでよろしくお願いを申し上げま

す。 

季節の変わり目でございますし、まだこれからいろいろと山積していることがた

くさんございます。各事業、あるいは行事等にも積極的にご参加をいただきまして、

適切なご助言を賜りますようにお願いを申し上げまして、閉会のご挨拶とさせてい

ただきます。 

ありがとうございました。 

 

 

◎閉会の宣告 

○議長（渡邉重夫君） 平成１６年第４回、あわら市議会定例会を閉会します。 

（午後 5時 30 分） 
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